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「心は己が心、




形も同じく身の形、




刀はその用いるところの刀なり」















　プロローグ







『街』の少し東に丘がある。そこは始まりの丘と呼ばれ、『街』の者は最初の冒険として、そこから行って帰ってこないといけない。




「何でこんなことをしないといけないの？」

　ミギアがそう聞いたことにたいした意味はなかった。

　幼い頃の話である。

　何も知らないのが当然で、何でも尋ねるのが当たり前だった。

　それに対して、今はもういない母は何かを諦めたかのような、そんな顔をした。

　どうして、そんな顔をするのか、そちらの方が気になった。

　そして母は告げたのである。

「昔から、そう決まっているから」

　そう。

　昔から、そう、決まっているから。

　それ以上の理由はなく、それ以外の理由はなく。

「そう決まっているから、私達はそうするの？」

　それは幼いミギアにとって、とても不思議なことだった。今だって不思議だと思っている。

　そして彼女以外の者も、みんながみんなではないが、不思議に思っていた。

　そのことをミギアはもう少し後になって、父と母がいなくなる直前になって聞いた。

『次』へと旅立つ前に、母はこう告げたのだ。

「この世界には秘密がある」

「秘密？」

「秘密よ。隠されていることがあるの。私達は、それを知らなければならない。そのために、冒険を続けなくてはならない」

　そして。




「──だから、ここで私達は別れなければならない」




　幼いミギアにとって、それはあまりにも衝撃的な言葉だった。

　母は、多分、泣きそうな顔をしているミギアを見て、安心させるように微笑ほほえんでくれた。

　それで彼女が完全に安心できたわけではないけれど。

　どうにか、涙を引っ込めることができた。

「明日、行くわ。私達は、行くわ。この世界にある謎を解き明かすための冒険に、行くわ。そしてそれが、私達の別れとなるのよ」

「かあさま」

「ミギア、あなたも、来なさい。いつか、追ってきなさい。私達はそうしなければならないの。私達は、そのように生まれたの。私達は──」




「このゲームをクリアしなければならないの」




　そんな言葉を残して、母は行ってしまった。父は何も言わずに行ってしまった。

　仕方のないことだった。

　それが、この『街』に生まれた者にとっての、この『街』で冒険者として生きることを選んだ者にとっての──「しきたり」だったのだから。

　そうして、ミギアはこの『街』に生まれた者の多くがそうであるように、生きていく者がそうであるように、両親のような冒険者になることを決めた。次のステージに行った二人を追っていくことに、今まで行った全ての者達に追いつくために、冒険者になろうと決めた。

　そして、いつかこの世界の秘密を解き明かし、ゲームをクリアすると。

　そう、決めたのだ。




　……それは、まだミギアが幼かった頃の、今もそんなに背が高くない彼女がもっとチビだった、そんな昔の話だ。







　この世界がゲームだと判明して百年が過ぎていた。




　とはいえ、ミギア・シドウ＝クランエフにはゲームであるということの意味がよく解わからない。

　きっと、『街』でもそのことを完全には把握している者は少ないだろうと思っている。

　とにかく自分達の生きている世界が誰かの作り物で、ニセモノで、自分達もそれに付随して作り出されたのだろうという推論がされていた。

　誰が言い出したのだろうか、とも思う。

　そもそも、ニセモノであるということがどういうことなのかもミギアには解わからない。ゲームでない、ここではない世界というのがどういうものなのかも、全然見当がつかない。

　母は、そして自分も、それを知るために『丘』に立つのだ。

『街』から一時間ほど歩くと、『丘』が見えてくる。

　さほど高くもないそれを登りつめるのに大した時間はかからない。数分で頂上に至る。

　そして辿たどり着ついたそこは、昔来た時からほとんど変わってなかった。

　世界の果てを遮るように、ここには大きな大きな樹きがある。

　昔──十年前に、旅立つ前の父と母に連れられてきたのだ。「しきたり」では『最初のクエスト』以外の時に来ることは推奨されていないのだが、別にそれ以外の時に来ることが禁忌であるということもない。

　成人の日に『丘』に行って帰るのは『最初のクエスト』と呼ばれていて、冒険者となることを決めた者ならば必ずそれをこなさないといけない。

　正直な話、意味が解わからない。

　もしかしたら、何か昔は意味があったのかもしれないが、それは今となっては解わからない。誰が決めたのかも解わからない、そんな「しきたり」が『街』には幾つもある。

（これも、解き明かすべき『世界の秘密』で、ゲームをクリアするために必要なものなのかな）

　ミギアは、あの日──父と母がいなくなってから、冒険者として生きることを決めてから、他の者達がそうであるように冒険者としての鍛錬を始めた。そして彼女はその者達とも少し違って、世界にある秘密が何なのかを調べるため、『街』にある記録という記録を読めるだけ読んだ。覚えるだけ覚えた。

　結果として解わかったのは、この世界がゲームであるということを最初に言ったのは誰なのか、どういう理由でそう述べたのか、それは今の記録には残っていないということ──

　そして、多くの「しきたり」はその誰かがこの世界がゲームだと言い出す以前からあるのだということ。

　きっと、その誰かも自分のように調べていて疑問を覚えたのだろうと、ミギアは思う。

　きっと、その誰かも自分のように「しきたり」に従って『丘』に登りながら似たようなことを考えていたのだろうと、そうミギアは思う。

　他の……その頃から、そして今に生きる者達は、何を考えていたのか、いるのか、それは解わからないけれど。

　どうにも、世界の秘密を解き明かすと言いながら、彼女ほどに真面目に、あるいは真剣に、誠実に探索をしている者はいないように思えた。

　それも無理のない話ではあった。

　この世界がゲームだと判明してから百年が過ぎた。

　百年が経って、この世界にあることはほとんど調べがついていた。

　どんなモンスターが何ど処こで出るのか、どう倒せばいいのか、そんなことも調べつくされた。

　みんな、冒険者を惰性でやっているようでもあった。

　惰性でやっていて、次のステージに行く順番が自分に回ってくることを待っている──そんな状態だった。

（そんなことで良いいはずはないのに）

　ミギアは思う。

　みんな、この『丘』を最初に登った時は、何かの疑問を、希望を持っていたはずなのに。

　そんな、怒りにも似た気持ちで『丘』を登り切ったミギアであるが、登頂してから振り向いて、そんな感情の何もかもが吹き飛んだ。

「わあ…………」

　ここから見下ろすのは、初めてではない。十年前にも両親に連れられてきた。

　ただ……当時も思ったし、今も思ったが、やはり、ここからの眺めはとても良いい。

　森と草原と、『街』、その向こうの荒野、山さん嶺れいまでを見渡せる。




　まるで、この世界の全てを一望しているかのような気さえした。




「今日、ここから、わたしの冒険が始まる」

　そうだ。

　かつて母がそうしたように、父がそうであったように、自分も、今からそうするのだ。

　そんなことを口にしてから、ミギア・シドウ＝クランエフは「さてと」と改めて装備を確認した。革の鎧よろい、木の手盾、片手剣、額飾り……『護符』としての機能を持たない模造品であるが……最低限の、そしてそうすることが定められた、「しきたり」通りの装よそおいだった。

「行くよ」




　そして数分と経たず、彼女は怪物と──運命に出会うのである。













　ＡＣＴ．１








＞逃げますか？

　戦いますか？






『窓』に表示された文字を一いち瞥べつして、ミギアは顔を顰しかめた。

（これ、本当に表示されるんだ）

　モンスターと遭遇した時に自動表示されるということは当然、ミギアは知っていたけれど、実際にそれを見るのは初めてだった。

　そしてこの選択肢には基本的に意味がないのだとも、知っていた。

　そう。

　彼女は逃げられない。戦わなくてはならない。

　目の前の「敵」と。




　濃緑色の肌の体毛のない小人二体と、黄土色の巨漢一体の──モンスター。




　彼女、ミギア・シドウ＝クランエフが、初めて遭遇したモンスター達。

　本来この場所で出てくるはずがない、いるはずのない怪物達だった。

（落ち着きなさい、わたし。……ゴブリンを見るのは初めてじゃないんだ）

　自分に言い聞かせながら、ミギアは横並びに迫ってくるゴブリンを見た。

　それぞれが簡単な胴鎧よろいを着た、彼女の胸の高さほどのモンスター。ゴブリン。片手に短剣、片手に盾を持った、この世界では最もポピュラーな怪物。最も弱い怪物。最も弱い、敵。一対一で、そう負ける相手ではない。勝てる。勝てるはずだ。勝てないはずはない。

　──ただしそれは、一対一であるという前提があってこその話である。

　闘争の方法は状況によって異なる。相手によって変化する。数が増えれば事情も違う。

　左手に木盾、右手に片手剣、そして革鎧よろい──基本装備のままで、二体以上の相手に無傷で戦って勝つためには相当なレベル差が必要になる。

　この世界を支配しているのは数字だった。

　ミギアはまだレベル３だ。

　ゴブリン二体以上を相手にする場合の推奨レベルは最低で15とされていた。それ以下のスペックでは無傷で倒すのは難しいというのがこの百年での結論だった。

　一桁台のレベルでは、どう足あ搔がいても二体以上の相手には無傷では勝てない。

　いや、無傷という条件を外したとしても、勝つことができたとしても、ここから生き延びることは果てしなく不可能に近い。

（どう考えても、保たない）

　ミギアは、まだ冷静だった。

　二体のゴブリンと戦って、どれだけのダメージを自分が負うのかを把握している。闘技場で何度となく試したことだ。レベル３で二体以上のモンスターと対決した時の被ダメージについて、彼女は熟知していた。『街』の者にとっての常識でもあった。数値に支配されたこの世界で、自分の数値を把握せずに生きるのは自殺行為なのだ。

　そして彼女の認識では、この二体を倒すのにｈｐヒツトポイントが半分近く減るダメージを負い、三体目の黄土色の巨漢……ホブゴブリンが二体が倒れるまで動かないと仮定するのならば、なんとか倒しきれる──はず。

　モンスターは種族混成の群れの場合、別種族との連携をとることはない。

　ないと──されている。

　とにかく、仮に全てのモンスターを倒せたとして、自分に残るｈｐヒツトポイントはギリギリ。その状態で『街』まで帰ることはできない。

　この後で何もなかったとしても、モンスターが出なかったとしても、体力が保たないのだ。

　そして、こんなところであり得ないモンスターの登場があったことを鑑かんがみれば、この後も出てこないという保証はない。

　無理だ。

（詰んでる）

　現実を改めて認識した瞬間から、頭の中の冷たい部分が加熱されていっているのが解わかる。

　無傷で帰ることができる可能性はゼロ。

　無傷でなく帰ることができる可能性も、ゼロ。

　そして、彼女が持つ『護符』は、ただの飾りだ。

　正式に冒険者になろうとするのなら、死んで生き返るのに必要な『護符』なしに『最初のクエスト』をこなさなければならない。

　どうしてそうなっているのか解わからないが、そういう「しきたり」になっている。

　ミギアもそれは疑問に思っていたのだが、この『丘』へと行く道、帰る道でモンスターに遭遇した例は記録には一つもないし、なんとなくそういうものかと納得している。

　この儀式をこなした者は冒険者として認められ、そして『神殿』にて改めて『護符』を与えられ、死を超克する資格を持つ。

　それがない、そして命の補充アイテムがない今、死ぬと、消失ロストする。消えてしまう。この世界から消えてしまう。世界の秘密を解き明かすこともなく、次のステージに行くこともできず、何も残せず、何も果たせず、消えてしまう。

（まだ。まだだ。まだ、想定していない状況が起きる可能性はある）

　ゴブリンの打ちを盾で受け、反撃の打ち込みを返してから跳とび退のく。ゴブリンは二体いて、一体の攻撃に間を置かずに連携攻撃が来る。

　それを捌さばくことを、訓練で何度もおさらいした。訓練で何度も失敗して、何度か成功もした。

　正直、今の最初の連携を無傷で回避できたのは自分でも驚いた。自分史に残すべき偉業であるとさえ思った。ミギア・シドウ＝クランエフの冒険の書の最初のクライマックス。

（まだ何か起きるかもしれない）

　ゴブリンの攻撃は続く。連携は続く。それを無傷で捌さばくのも続く。

　ここまで来ると、偉業ではないと思った。

　大偉業だ。

（まだ、何か起きるかもしれない）

　反撃の打ちを交えながらも、基本的に同じパターンを繰り返す。

　ゴブリンに限った話ではないが、モンスターというのは行動の選択がかなり狭い。単調なものに終始するとされている。こちらに対して始めた行動は、どれだけ複雑そうに見えてもやがて最初に戻って繰り返されるのだ。

　だから、モンスター戦は相手の攻撃パターンをどれだけ早く見抜き、その隙をつくのかが肝心とされている。それまでは防御一辺倒となってしまうのは仕方がない。下手に反撃をすれば相手のパターンが変化する。だからミギアの反撃もパターン化されたものになっていく。

（まだまだ、何か起きるかもしれない）

　ミギアは思う。

　ゴブリンの連携パターンは、訓練で何度も戦って知っている。何度も食らって知っている。

　単純で単調で、複雑さもなければ巧妙さもない。

　スピードはあるが、予備動作は大きい。注意していれば対処は難しいものではない。

　複数になると連撃があって隙は見み出いだしにくいが、それでもただ対処するだけならばさほど問題があるわけでもなかった。

　問題になるのは、疲労と集中力だ。

　モンスターは彼女と違い、疲れることがない──

　受け続けるだけでは、いつか必ずこちらの防御を破られる。

　だから、こちらも一定のダメージを反撃のたびに与えるのが理想的な展開だった。そしてそれを可能にするスペックには、最低でもレベル15が必要となる。

　すでに五回を超える攻撃の波を無傷で受けた。

（まだまだまだ、何か起きるかもしれない）

　あり得ない遭遇があった。

　これ以上にあり得ないことが起きない、という保証はない。

　むしろ、何か起きて欲しい。

　何か、自分にとってのプラスになることが起きて欲しい。

　そんなことを願うのは、あまりに都合が良すぎるかもしれない。だけど、何かそういうあり得ない何かにでもすがっていないと心が折れそうだった。

　もしかしたら『街』から異変を感じ取ったもの達が駆けつけてくれるかもしれない。

　もしかしたら突然現れたこのモンスター達が、同様に突然消えてくれるかもしれない。

　もしかしたら、

　もしかしたら、

　もしかしたら、

　あり得ない仮定を望みながら、解わかりきった結末へと状況は進む。進んでしまう。二十三回目の連携に、ついにミギアは追いつかれた。盾で受けるのに失敗した。受け方を間違えた。体勢が少し崩れて、反撃のルーティンが途切れた。ゴブリン二体の攻撃が変わった。パターンの変化。まだついていける。ついていけるはずだ。はずだった。




　足が、石を踏んだ。




『丘』から『街』へと続く道は整備されていて、石の露出などほとんどない。見たこともない。

（こんな、ことで────）

　完全にバランスが崩れた。

　ゴブリンが跳ねた。

　脚が上がった。

　蹴り。

「────ッ」

　盾の上から思い切り蹴飛ばされる。尻もちをついて、その時にはミギアの頭の中から、冷たいものは全て吹き飛んでいた。

　悲鳴は上げなかった。上げる暇もなかった。上げる前に身体からだが動いた。

　倒れた状態から、後ずさる前に背中を向けて駆け出した──つもりだった。あくまでもミギアの中ではそういうことになっていた。頭で動いた通りに身体からだは動いてくれない。背中を向けるところまではできて、そこからは手足をばたつかせるのが精一杯だった。ゴブリンの雄お叫たけびが背中にかかった。死ぬ。殺される。消失ロストしてしまう。死んで殺されて消失して、この世界から排除され──




　光が見えた。




『丘』の上から眩まばゆい輝きが生じていた。

（何、これ）

　こんなことが起きるだなんて、聞いたことがない。

　ミギアは状況も忘れて、呆ぼう然ぜんとその光を見つめた。白く、眩まばゆい、かつて聞いたことも見たこともない輝き。

　彼女は気づかなかったが、その瞬間にゴブリン達も動きを止めていた。むしろ、硬直していた。光を浴びて停止した。それが、そのように定められていたかのように。

　そして光の向こう側から。

　────何かが、来た。

「…………え、」

　そして、通り過ぎた。

　次の瞬間。

「──────ッ」

「──────ッ」

　二体のゴブリンが、同時に吹き飛んでいた。

　それが致命的な打撃でないのは確かだった。ゴブリン達はすぐさま跳ねるように起き上がったのだ。そして改めて攻撃を始めた。一体が打ち、次の一体が隙を与えず打ちかかってくる。

「ちぃ────」

　ミギアはその声とも言えぬ声を聞いて、不可解な感情が胸に湧き上がるのを感じた。恐ろしいような、優しいような、懐なつかしいような、悲しいような、どういう風にも言葉にできないような、そんな感情だった。根源から噴き出し、滲にじみ出でる、何かだった。

　──それも、続けて上がったゴブリンの悲鳴によって搔かき消きえてしまったのだけれど。

　目の前にいる何者かは、両手刀を振り下ろした姿勢でいた。

　ゴブリンは片手を切り落とされ、わめきながらもそのように定められたパターン通りに後ろに飛び下がる。打たれて、一定ダメージを受けたモンスターはその場から後ろに下がるのだ。ゴブリンに限ったことではない。それはこの世界のモンスター全てがそうだった。

　しかしそれにしても、ゴブリンの腕を切り落とすというのはどれほどの腕前なのか。

（少なくともレベル20以上───────え？）

　その何者かの周りに、半透明の板状のものが浮かび上がっているのが目に入った。

　それ自体は驚くべきものではない。

　この世界の者なら誰もが使用できる『窓』、それを表示させながら戦うということも、ままあることだ。自分の状態を『窓』でチェックしつつ、多数相手に状況の変化を見ながらとっさに戦術を組むのは、高レベルの戦闘士ならば当然にやってのける。

　驚いたのは、そこに表示された数字だ。

　その上にある名前は目に入らなかった。

　そこにある、レベルの数字が目に入った。




　────レベル１




（あり得ない）

　ゴブリンの腕を切り落とす──それは、それ自体は、その一事のみに限って言えば、可能だ。

　モンスターの中でも最弱の部類であるゴブリンは、皮膚の硬さも筋肉の量も骨も、『街』にいる者達と大差はない……らしい。

　正確には解わからないが、それも仕方がないことで、倒せば大半のモンスターは消滅する。だから、モンスターの能力は『闘技場』で経験則を比較検証するしかない。それでも百年以上続けていればある程度の見積もりはできるのだ。

　レベル１相当の者の筋力でも、動かないゴブリンの腕を切り落とすことはできる。それは動かないという前提があってのものだ。動き回るモンスターの腕を切り落とすのには困難がついて回る。それこそかなりのレベルのスペックが必要のはずだった。

「ちぃ────」

　再び、声が上がった。

　二体目のゴブリンは連携攻撃を即座に仕掛けてはこなかった。

　モンスターの行動は複数から単数になると、いきなり別のパターンに入る。腕を切り落とされたというのは、実質、戦闘能力は奪われたと見み做なされるのだろう。

　彼らもまた、ミギアと同じく得体の知れない「しきたり」の中で生きている。

　ゴブリンの片手剣が振り上げられ──た瞬間、喉を刀が貫いた。

　両手刀を左片手に持ち替え、大きく踏み込んでの突き。

　その突きの一撃で、ゴブリンは動きを止めた。

　ぴくりと痙けい攣れんしたかと思うと、続けて足元から光の粒子になっていった。それが煙のように大気の中に消えた。

「必殺の一撃クリテイカルヒツト…………」

　呆ぼう然ぜんと、声が出た。

　モンスター達はダメージが積み重なれば最終的に消滅するが、例外的に特定部位に対しての攻撃が成功すれば、こちらのスペックと無関係に大ダメージを与えられる。

「急所」と『街』では呼び習わされている。

　それを戦闘時に意図して狙う者は多い。だが、そこを打たれることがあればダメージが大きいということは相手も承知しているようでもある。明らかにそこをかばうような動きをとるし、仮にそうでなくとも、動いている相手に対して確実に攻撃を打ち込めるかは最終的にスペックの問題となる。先程の、腕を飛ばせるかどうかと同種の問題だ。

　到底、レベル１の者がやれることではない。

　そいつは、初めてミギアに気づいたように振り向いた。

（誰なの………？）

　ようやく、頭から熱が抜けた。状況の把握へと思考能力が復帰しつつあった。

　そいつは、『街』では見たことがない男だった。いや、男というよりも、少年だった。恐らくは十五歳かそのあたりだろう。自分とそんなに変わらない。若い。いや、むしろ幼いとも言える顔立ちだった。それなのに最初に男と思ったのは、それに見合わぬ表情をしていたからだ。熟練の冒険者に似ていた。そして黒髪に黒い瞳も少し珍しかった。

　しかしもっと変わっているのは、その衣装だ。

　黒いコートに前合わせの濃緑色の縦たて縞じまの服、そして黒い──スカート、のように見える。

　ミギアはその衣装をカタログで見たことがあった。カタログでしか見たことがなかった。着物、そして袴はかまの組み合わせのそれは、「道着」と言われるもののバリエーションであると解わかっていた。だが、そんな組み合わせのその衣装は、もうすでに廃れて誰もが使用しない装備だ。サムライスタイルと言われる戦士職の中でも、特にネタ的なものだとミギアは聞いていた。

　そして頭の上に、黒い円筒状の……帽子が載っている。

「山高帽」と言われるそれは、日常装備であって冒険で装備するものではない。

　手に持った両手刀だけは理解できた。

『日本刀』と言われるものだった。緩い湾曲のかかったサーベル。貴重品で強力な武器であることは知っていたが、これもまた直接見たのは初めてだ。

　そいつは『窓』を展開させたままこちらを見る。それで表示された名前が目に入った。





　ＺＥＫＵ






「ゼク？」

「ゼクーだ」

　そいつ──ゼクーはそう言ってから、こちらを見て、どうしてか懐なつかしげに目を細めた。

「…………ぜくー？」

　不思議な名前だと思った。

　かつてこの『街』で、世界で、聞いたことがないような──何ど処こか遠くから吹いて去っていく風の音に似ていた。

　ゼクーはミギアの顔をまじまじと見ている。

（……なんだろう？　わたしの顔、何か変なのかな……）

[image: ]

　ミギアはこんな時なのに、そんなことが気になった。よく考えたら、同い年かそこらに近い歳としの男の子にこんな眼まな差ざしで見つめられるだなんて初めての経験だった。『街』に住む同世代の者はだいたい顔見知りなので幼い頃から知っているということもあるが、値踏みするようなものでもなく、あるいは欲情しているかのようなものでもなく、──懐なつかしいものを目まの当あたりにしたような、そんな眼めをして見られるのは、初めてだった。

（そんなにおかしくはないと、思うけど……）

　明るい茶色の髪は、同世代の女の子から羨ましいと何度も言われた。密ひそかに自慢に思っている。そんな髪を編み込んでいるのは戦闘時に散らばると鬱陶しいからで、長く伸ばしたままでも邪魔にならないように補正がしてあるので問題はない。瞳の色は紫水晶に似ている、と言われたことがある。これは『街』では珍しい色だった。

　そして──彼女自身は与あずかり知らぬことであるが、「黙っていたらモテる」というのが『街』の者達の共通認識でもある。

　どうにも彼女は、ミギアという少女は、自分のペースで一方的に話す癖があった。

　そんな彼女も今はほとんど意味不明のできごとの連続で頭が半ば麻ま痺ひしているが、ゼクーはその顔をしばらく見つめていて──やがて、一度目を伏せてから、開け、そして言った。

「今、クリティカルって言ったかい？」

「え、あ、はい、です。クリティカル、です。クリティカルヒット、です」

　思わず、そう答えてしまう。

　ゼクーは「そうか」と言って前へと向き直った。




　──ホブゴブリンが、いた。




　ゴブリンがやせっぽちのモンスターであるのならば、ホブゴブリンは肥満だ。

　ゴブリン達が小人であるのなら、ホブゴブリンは巨漢だった。

　正直、ゴブリンとくらべてかなり違う形状をしている。同じ種族であるとは思えない。どういう理由があってゴブリンの近縁種であるように先人が名付けたのか、未いまだに定説はない。ゴブリン達の群れと同行していることが多いからだというのが現在は有力視されている。

（単独での推奨レベルは20以上……けど、二人ならば）

　自分がレベル３、そして突如として現れたゼクーが──レベル１。

　どのようにしてゴブリン達をレベル１で倒したのか、それは目まの当あたりにしてすら信じ難がたいものであるが、それをそのまま発揮できるのならば、そして二人であるのならば、無傷で倒し切ることすらできるかもしれない。

　そして今の状況──正直、ラッキーだとミギアは思った。

　ホブゴブリンは動かないで立ち尽くしているだけだった。

　ミギアの視線が、片膝をついてこちらを凝視しているゴブリンへと向けられた。

（まだゴブリンの全滅判定が入らないから、こちらがゴブリンを倒すまで待っている……）

　そしてゴブリンは戦闘不能状態で停止中。

　そうそう、滅多に起きることではない。

（こういう状況、いつまで続くんだっけ？　モンスターは戦闘停止状態からでも、放置を続けるのならば手足を再生することがたまにあるって記録があるけど……）

　どちらにせよ、立て直すにはちょうどいい。

　このゼクーという少年と話をして、連携の打ち合わせするくらいの時間は稼げた。もしかして、最初からそれを狙って腕を切り落としたのかと思った。思ってからそれはない、と首を振る。それが狙ってできる腕前があるのならばゴブリンもホブゴブリンも、さほど問題にならないだろう。ただの偶然だ。

　それを示すように、ゼクーは、

「…………かかってこないな」

　刀を両手に持ったままに下段に切先を下げながら呟つぶやいていた。

　やはり、このような状況になるのは初めてだったのだ。

　それなら、とミギアは立ち上がり、剣と盾を拾い直してゼクーの背中に語りかけた。

「ゴブリンの全滅判定が出てないから、ホブは動かないのよ」

「全滅判定……？」

　ゼクーは僅かに顔を向けて、そして言葉を聞いて眉をひそめる。まるで、その言葉を初めて耳にしたかのようだった。

（何だろう……って、あれ？）

　ゼクーの開きっぱなしにしていた『窓』に赤い文字が表示されたのが見えた。

　文字が赤くなるのは何度となく見たことがあるが、この書体のそれは覚えがない。

「うん？　ああ──なるほど。ふん」

「え、ちょっと、何を納得してるの」

　思わず歩み寄ってしまう。

『窓』に表示された文字がはっきりと読めた。





　Ｔｕｔｏｒｉａｌ






（チュートリアル？）

「……何、これ？」

　読める──が、まるで聞いたことがない言葉だった。

　他の表示も、ところどころ何かおかしい。というか、見たことがない。こんな風に表示されている『窓』をミギアは見たことがなかった。そしてよく見ると、そこに自分の名前があった。

「パーティー編成……二人？　わたしの名前がある……？」

「ふうん……表示は日本語か。いや──さっきは、助けが遅れてすまなかったな」

　ゼクーは、どうとでもないことのように言う。

「遅れてって──いえ、助けてもらえたけど」

「どうにも、のっけにバグったのか……俺がスタートする時にあんたがあそこにいたから、あんたと俺は同じパーティーとして処理されてたみたいだな」

　何を言っているのか、解わからない。

　いや。

　あんた、というのは自分のことだろうとミギアは判断する。となると、あそこというのは『丘』のことだろうか。

（どういうこと？　わたしがあの『丘』にいたということが、何か意味があるの？）

　ゼクーはミギアが困惑しているのを見て、少し首を傾かしげてから前へと向き直り、ゆっくりと歩き始めた。

「まあ、話は後で────だ」

　そして、右手に掲げた刀を振り下ろした。

「え」




　──ゴブリンは全滅した。




「────ッ」

　二体目のゴブリンが金色の粒子になって消失し、ホブゴブリンが咆ほう哮こうを上げた。

　ホブゴブリンの武器は棍こん棒ぼうだ。片手で振り上げ、豪快に振り回す。その速度、威力はゴブリンを遥はるかに上回る。もっとも、脅威度が必ずしもゴブリンを上回っているとも言えない。パーティーで挑むのであれば、ホブゴブリンというモンスターは比較的に容易な相手だという意見は根強くあり、やり方次第では低レベルの冒険者でも複数のゴブリンを相手にするよりは簡単に対処できる──の、だが。

「ま、待って……！」

　思わず声が洩もれた。

　ゼクーはひどく無造作に踏み出して、しかしその足取りはするすると滑るようだった。散歩に行くかのような穏やかさだった。敵を前にしているようには到底思えなかった。レベル１の者がホブゴブリンに対してやっていいような、そんなものではなかった。

　ふっと、

　ゼクーが消えた。消えたように、見えた。

「え────？」

　透明化のアイテム、超加速スキル、転移魔法──幾つもの方法がミギアの頭の中に一瞬で浮かび、そのどれもでないと次の刹那に理解した。

　何い時つの間まにか、ゼクーは伏せていた。伏せながら刀でホブゴブリンの脚を打っていた。そこに至るまでにどんな動きがあったのか、まるで解わからなかった。まるで中間の動作が省かれたかのような唐突さだった。

「────ッ」

　一撃で切断されることはなかったが、脚を、それも体重のかかった前足を打たれたホブゴブリンはよろめいた。半ば近くまで切れていた脚が折れ、血が噴き出た。

　ホブゴブリンの叫びは断末魔に似ていた。

　そして続いたのは喉を突かれての、空気が抜けるような──

「血も消えていくのか──それに、青いな」

　金色の粒子になって消えていくホブゴブリンを眺めながら、ゼクーは言う。その顔と服にはホブゴブリンの青い血がかかっていたのであるが、それも蒸発するように消えていく。

　どうしてか、モンスターの血は青い。これはどの種族のモンスターもそうで、どういう理由があってそうなのかは不明である。むしろこの血の青さがモンスターと他の動物とを区別する最大の要素と言って良かった。

　そしてそのことは、この世界の住人ならば誰もが知ることで──

「あなたは、まさか……」

「さて、次はステージボスだな」

　ゼクーは表示された『窓』を一いち瞥べつしてから、刀を振った。

（ステージボス……？）

　これも、初めて聞く言葉だ。

　だが、ミギアが気になったのは刀を振ったことについてだった。

　ゼクーの行為は反射的なもので、習慣的なもののようにも見えた。一見して意味がないもののように思えた。

　元々の意味はとうに失われた、形骸化した、儀式化した──何ど処こか、彼女達の知る「しきたり」のような、そんな行為に見えたのである。

　ゼクーはそれから刀を鞘さやに収め、そこでようやく振り返り、笑った。




「少し間が有るか。今のうちに自己紹介しとこうか──俺の名は是ぜ空くう……伊い庭ば是ぜ空くうだ」




　　　◆　◆　◆





　ＩＢＡ．ＺＥＫＵ　伊い庭ば・是ぜ空くう






『窓』が呼称表示に展開されて、彼の、ゼクーの、いや、「伊い庭ば是ぜ空くう」の名を示す。

　どうやらこれが、彼の正式な呼称であるらしい。

「？　わたしは……わたしは、ミギア・シドウ＝クランエフ──」

　怪け訝げんな顔をしてゼクー、いや、是ぜ空くうの名乗りを聞いたミギアであるが、ミギアの名乗りに今度は是ぜ空くうが不審げな眼まな差ざしをしてきて、何だかわけが解わからなくなった。

「えっと、この字は、これ、あなたの真名？　クラン名が入ってないけど、どういうこと？」

　つい、一方的に聞いてしまった。まずい、と自分でも思う。好奇心が抑え切れない。ミギアの悪い癖だ。いつもこんなだから、同世代の子達には敬遠されてしまう。

　是ぜ空くうは顎に手を当てて思案顔を見せた。何ど処こか芝居がかった、大人の真ま似ね事ごとじみた所作だ。

「真名ってのも、大おお袈げ裟さなものいいだな。しかし、クラン？　クランエフ──氏族クラン、か？」

「いや、だからどういうことかって聞いているのはこっちだけど、」

　是ぜ空くうはミギアの言っていることは聞き流しているようだった。

「それで、その、お嬢さんは、ミギアで、クランＦで、シドウ……ということでいいのか？」

（まさかと思うけど、まさかだけど、本当に、このゼクーは、クランを知らない……ということは、まさか、まさか──）

「お嬢さん？」

「──その、お嬢さん、はやめて」

　内心の動揺を奥底へと押し込み、ミギアは深呼吸して胸を張った。ずいと是ぜ空くうへと向かう。

　是ぜ空くうは少しのけぞったが、やがて溜ため息いき混じりに「了解」と言った。

「詳しい話は道すがらでいいか。そんなに長くはならんだろうが、少し息抜きをするのもいい」

「？　いいけど、その前に、一つだけ言わせて」

「ほう。なんだい」




「ありがとうございました──あなたがいなければ、わたし、消失してしまうところだった」




「────」

　不意を突かれた顔をした是ぜ空くうであるが、帽子の鍔つばを左手で押さえると、そのまま前を向いた。

　その仕草に「あ、照れた？」とミギアは微かすかに笑った。

　低レベルでありながらも得体の知れない強さを発揮し、自分のことを「お嬢さん」なんて偉そうに年上ぶった態度で呼ぶ少年が、こんなことで照れてしまうのは、ちょっとおかしかった。

　ざくざくとそのまま『丘』を下っていた是ぜ空くうであったが、不意に足を止め、空を見上げる仕草をして。

「ロスト……か、ここは確かにゲームなんだな」

　ぽつりと呟つぶやいた。

　その言葉は、ミギアには届かなかったけれど。

「…………何か、言った？」

「いや──」

　そこで是ぜ空くうが続けて何と言おうとしたのか、それは永遠の謎となった。

　突然、『窓』が表示された。

　それはミギアも是ぜ空くうも同時だった。

（な、何……）

　この『窓』は基本的に自分の意思で出し入れされる。表示される内容は当人の名前と各ステータスの数値、装備品などだ。

　何の前触れもなく突然に表示されるということは基本的にない。この表示が当人の意思でなく出されるのは、死んだ時と、何かの選択肢が現れる時だけとされる。

　そして、『窓』を見てさらに驚く。
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「これは、何？　……何なの……」

　まるで意味がない文字の羅列だ。

　それが先程の是ぜ空くうの『窓』に現れた時のように赤く表示され、点滅を繰り返しているのだ。

　ミギアが恐きよう慌こうを来たさなかったのは、先程からあり得ないことが連続して起こっていて感覚が麻ま痺ひしていたということもあるが、どうやら是ぜ空くうの『窓』の方は正常で、彼は落ち着いた様子でそれを読んでいるのが見えたからだ。

「…………なんだ、せっかちだな。次のイベントまでちょっとしか休憩がないのか」

　そして、ぼやくようにこう言ったのだ。

「イベント……？」

「イベントだ。──知らないのかい、お嬢さん。ここは長いんだろうに」

「お嬢さんじゃなくて、」

「来た」

　それは、現れた。

　黒い煙の塊が突然に一メートルほどの高さに浮かび上がり、そこから広がっていく。

　その様子を何度となくミギアは見たことがあった。モンスターが現れる時はいつもこうだ。記録にある限り、モンスターは常にこのようにして生まれる。

　だがそれにしても、そのモンスターが現れることをこうして予測──というよりも、予告していたかのような物言いは、不思議を通り越して奇怪ですらあった。

　それが『窓』に表示された文字から察せられたというのならば、それはこの『窓』には今まで観測されていたこと以外の、全く別の意味があるということではないか。

　煙は大きく広がり……、




　黒い騎士となった。




「ダークナイト……？　こんな場所に出るはずがない……！」

　しかし、黒い全身甲かつ冑ちゆうのその姿は、明らかに伝え聞くところによるダークナイトのものだ。しかも湯気のような、煙のようなものを湧わき立たせている。

（ダークナイトの単独討伐の推奨レベルは30……ホブゴブリン同様に、パーティーによる攻撃なら、比較的低レベルでも勝てるかもしれない相手だけど……）

　煙つきとなれば、また話が違う。

（あれが出ているとなると、倒しきるのは無理だ）

　二人がかりでも、三人がかりでも不可能だった。

（だけど、なんでこんなところでダークナイトが出てくるの……？）

　ホブゴブリンやゴブリンなどとは違う。このモンスターは『城』や『廃はい墟きよ』のような構造物の近辺にしか出現しない。

　少なくとも、この百年ではそうだ。この百年の記録ではそうなっていた。

　だが、それに驚くのは今更なことなのかもしれない。

『丘』から『街』への道に、今までモンスターが出てきたという記録はない。

　それなのに、ゴブリンとホブゴブリンが出た。一応は草原や森林でも出るモンスターであるから、ここで出たことはダークナイトほどに違和感があることではないが、それにしても記録にない異常事態であることに違いなかった。

　すでに、今までの記録は無意味なものとなってしまっている。

「ふーん……前後から挟み撃ちを仕掛けることを推奨、か」

『窓』をちらりと眺めながら、是ぜ空くうは言った。言いながら、刀を抜いて切先を相手にまっすぐに向け、臍へその前に柄を置くように構えた。

　中段──剣術において、そのような構えは基本としてある。ミギアは色んなスタイルの剣術を見たことがある。だが、その中段は、是ぜ空くうが見せたその構えは、今までに見たものとはどこか異質だった。異質で、異様ですらあった。

（何だろう、これ……）

『街』の剣士に彼女は剣技を学んだ。

　様々なスタイルがあれど、共通しているのは足を広くとったスタンスから、やや前屈した姿勢をとる。そこから手に取る剣によって、相手に応じ、様々な技が派生していく。着ている鎧よろいなどでも変化がある。

　是ぜ空くうのそれは、違う。

　背筋はまっすぐ伸ばされ、膝は僅かに緩めている程度。歩幅は肩ほど広げられていない。

　ミギアがかつて見たどんなスタイルとも違う、異質で、異様で、




　────美しかった。




　その構えが、その姿が、美しかった。

　天地を繫つなぐ一本の大樹のように、ミギアは思った。空を刺す峻しゆん峰ぽうのように、ミギアは感じた。

　存在そのものが、自分達ともモンスターとも何かが違うと、そんな気がした。

　それが何なのかは、解わからなかったけれど。

　ダークナイトもその構えに感じるものがあったのか、あるいはそれとも定められた運命プログラムに任せてか、右手に片手持ちの剣、左手に円形の盾を出現させ、左前に広くスタンスをとって微かすかに腰を落とすと、右手の剣を上段に掲げた。

　典型的な剣士タイプモンスターの戦闘スタイルだった。

『街』の戦闘者とも、また違う。

　ひと塊の巨大な巌いわおを思わせた。

「……………ッ」

　ぞわり、と来た。

　ダークナイトとの遭遇例は今までの記録の百年分あわせても三百例に満たない。

　だから、推奨レベルというのも推定にならざるを得ず、『闘技場』で見ることも滅多にない。

　数少ない例からの推論と議論を重ねて「このくらい」と定めたものでしかなく、万が一にも低レベルの冒険者が行く範囲に出現することはあり得ない──ということから、ミギアですらもほとんど対抗戦法の知識を持っていない。

　是ぜ空くうが『窓』を見て言った、前後からの挟み撃ち推奨というのはこれまでの推論からも妥当だと思われたが。

　果たしてこんな相手に、それが可能かどうかは怪しいものだった。

　自分と是ぜ空くうのような低レベルの冒険者が。

　そんなことを、仕掛けられるものなのか。

　あり得ない事象が重なり続けていても、それでもなおミギアは思う。

　レベルの差を埋め合わせることが、こいつ相手にできるのだろうか。確かに是ぜ空くうは、今まで会ったどんな冒険者とも違うが。違うのだが、それでも、思う。

「ゼクー、こいつ、一人で勝てる相手じゃ、」

「すまないがお嬢さん、こいつは俺に任せてくれ」

「────って、いきなりそれ!?」

　続けようとした言葉を全て忘れ、ミギアは叫ぶ。

「こいつはわたし達のレベルだと無理だよ。ゴブリンとかそういうのみたいな単純動作じゃなくて、こちらの動きに応じて複雑に技を仕掛けてくる……はずだよ」

　そう、記録にある。

　もっとも、全ての記録にではない。遭遇例の記録の半分近くは遠距離支援がついてたり、魔法攻撃で決めるタイプの者もいて、遠くからの攻撃でできるだけ終わらせたと思う。

　それはダークナイトに限った話ではない。

　ある程度以上の強さを予見できる相手に、バカ正直に接近戦を挑む方がどうかしているのだ。

　いかに冒険者であろうと、わざわざリスクを取る必要はない。

（だけどこの是ぜ空くう、ここに現れてから、ずっとリスクを取っている気がする）

　どうしてそんなことをするのか、と思う。

　まるで、自分がどの程度のことができるのかを試しているかのように見えた。

　その気持ちは解わかる──とは言い難にくい。

　これが『闘技場』であるのならば、その模擬戦闘であるというのならば解わからなくもないのだが、ここはすでに死も、消失さえもあり得る『街』の外のフィールドだ。

　低レベルとはいえ、支援の申し出を拒否してまで自分の腕前を試すようなところではない。

　消失が怖くないのだろうか。

「まあ、そうだろうな」

　是ぜ空くうの口調は何ど処こまでも気楽そうだった。

「あくまでもパーティーで戦うために、さっきまでの闘いからどの程度が妥当なのか、それを判定して、こいつになっているんだろうな」

「判定？」

　何の話だろうか。

　誰が、何を判定しているというのか。

　訝いぶかるミギアをよそに、是ぜ空くうは言葉を続けた。

「チュートリアルなのに、ちと、やりすぎたって話だ」

「…………？」

　まるで意味が解わからなかった。

　だが、是ぜ空くうはミギアが理解しているかどうかなどは、どうでもいいようだった。

　それきり黙り込み、するりと前に出た。切先は下段に落ちていた。

　ダークナイトも前に出た──かと思うと、勢いよく右手の剣を打ち込んできた。

（鋭い!?）

　剣士タイプモンスターの動作は、総じて精確で複雑だ、と聞くが。

　ミギアは初めて目にするその打ちに目を見開いたが、続けて起きた金属音に啞あ然ぜんとなった。

　是ぜ空くうはダークナイトの剣撃を微かすかに身を反らして躱かわしざま、その腕を押さえ込むように打ち込んだのだ。

　いつ、どうやって、下段にあった是ぜ空くうの刃にそれができたのか。
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　赤い数字が浮かんで消えた。

　先程までのゴブリンやホブゴブリン達との闘いでは生じなかった現象だ。

「む」

　押さえたはずの腕が跳ね上がり、是ぜ空くうは初めて戦闘において気合い以外の声を出した。

　それからするりと跳ねるでもなく、頭の高さが上下することもない滑らかな運足で後退すると、ダークナイトはその距離だけ踏み込み、左手の盾を突き出して圧力をかけながら、再び上段に上げた剣を打ちおろした。

　是ぜ空くうは今度はそれを迎撃せず、盾の方へと回り込み、なおかつ距離をとると、構えを最初の──中段に戻す。

　ダークナイトはその構えに何を感じ取ったのか、上段の構えのままに一歩二歩と下がる。

「──やっぱり、鎧よろいを切るのは無理か」

　変にリアルだな、とぼやく。

（りある？）

　聞いたことがない言葉だった。

　もっとも、ここまでいくつもこの世界で初めて聞く言葉を是ぜ空くうは連発しているのだが。

　彼が口にした言葉の意味はともかくとして、鎧よろいを剣で切るということは不可能ではない。今の是ぜ空くうのレベルではできないが、モンスター相手によっては、レベル５以上あれば可能な行為だ。

　百年の間で積み重ねられた検証の結果、モンスターより相対的に強いレベルに至ることと、武器の選択によってそういうことが起きるのだと考えられている。

　そうでない場合──つまり、今の是ぜ空くうのようにダークナイト相手に鎧よろいの上から切っても、その武器が『日本刀』であったとしても、彼自身のレベルが１である以上、その鎧よろいを切ることはできない。恐らくは鎧よろいによるダメージ減少が働き、ほとんど効かないはずだ。

　はずだ、というよりも、現にダメージは２と表示された。

（これが、本来のはずなんだ）

　ミギアは思う。

　これが本来のこの世界でのルールなのだ。

　レベルによるスペックの差は絶対であり、特例的なクリティカルヒットはそう滅多に起こるものではない。仮にそれを意図して起こせたとしても、それは比較的低レベルなモンスター相手にしかやれないのだ。

　この、得体の知れない是ぜ空くうも、所詮はこの世界のルールを超越できるような存在ではない──

（だけど）

　それならば、自分にも出る幕がある。

　ミギアは是ぜ空くうの様子を窺うかがう。

　顔色はまるで変わらず、表情には微み塵じんの変化もなく、それどころか緊張感すら感じられなかった。

　ただ、そこにある……という存在感がある。

　レベルの低さなど何の関係もないとばかりに、その姿がそこにあった。

　もしかしたら、是ぜ空くうはこのまま勝ってしまうのかもしれないとすら思えた。

　なぜか、そう思った。

　この少年は、こいつは、レベルの差など覆くつがえす、この世界の絶対のルールを超越した何かをまだ隠し持っているのかもしれない。

（あり得ない）

　自分は、さっき見たはずだ。

　ダークナイトの腕を見事に打ちながらも、たった２ポイントしかダメージを与えられなかったのを。

　この世界のルールから逃れられないのだということを。

　それなのに。

　是ぜ空くうという少年の顔を見ただけで、再び期待してしまっている。

　期待して、その続きを知りたいと、見たいと思ってしまっている。

　だって。

（だって、あいつ）




　笑っていた、のだ。

　まるで、この世界で起きることなんか大したことがないと、何もかも舐なめきったような、けどそれだからこそ、純然と全てを楽しんでいるかのような。

　そんな顔を、していたのだ。

　是ぜ空くうが動く。

　是ぜ空くうの動きに合わせて打たれたダークナイトの剣が、腕が、弾はじかれた。
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　中段に構えられた刀が、どのようにかしてダークナイトの剣ではなく、拳を打ったのだと、なんとなく理解した。そうとしか思えなかった。

　どうやってそんなことができたのか、解わからなかった。

　いや。

（打ち込みの軌跡を完全に予測していた──とか？）

　さすがに、何度も見ている内にミギアにも見当がついてきた。

　慣れた者同士、あるいはレベルが違う者との模擬戦闘ではしばしば起き得る事態であった。

　相手の動きを予測して、その出鼻をついて押さえ込み封殺する。敵を知ち悉しつしてこそ可能なそれは、スピードの差、スペックの差をある程度埋め合わせることができる──だがそれは、机上の空論だった。

　空論のはず、だった。

　モンスターの動きはパターン化されているとは言っても、最初からそれを把握することなどできようはずがない。だが、他に考えようはなかった。

（だけど）

　だけど、そんな、こと。

　するり、とまた是ぜ空くうは前に出る。

　ダークナイトは左手を伸ばして盾を押しつけてくる。

　盾もまた、鎧よろいのように切ることも砕くこともできる。

　ただしその条件は同じく、圧倒的なレベルが必要である。

　是ぜ空くうは迷うことなく盾に向かった。

　切先を下段に落としていた。

　盾と胸が接触するのではないか、というところにまで接近するまで、どういうわけかダークナイトは反応がなかった。

　三度目の打ち込みもまた、弾はじき、跳ね上げた。
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　また是ぜ空くうは進み──

　ダークナイトは盾を振った。盾による打撃。剣盾を持つのならば当然の選択肢であり、ミギアだってダークナイトと同じ装備ならばそれをする。むしろ今の今までどうしてそうしなかったのかと思えるほどだ。

　それをするりと下がりながら躱かわし、是ぜ空くうはダークナイトの続けての横薙なぎの剣を弾いた。ダメージの数字が生じなかったのは、ただ剣だけを弾いたからだろう。下がった分だけ、踏み込みが浅かったらしい。

　そして何度目かの仕切り直しとなり。

「なるほどな」

　と、何か得心したような声を出した。

「何か、解わかったの……？」

　ミギアは是ぜ空くうの言葉にわずかばかりの期待を込めて聞いてみた。もしかしたら、この異常の連続にどうにか答えを見つけてくれたのかと思った。思いたかったのだ。

　勿もち論ろん、全然別のことに納得したのかもしれないけれど。

　そして、当然のように是ぜ空くうは彼女の期待とは外れたことを口にしてくれた。

「わからん殺しをしてこないな」

「────は？」

　どういう意味なのだろうか。

　もう何度目かも忘れたが、この是ぜ空くうの言っていることは本当にわけが解わからない。聞いたこともない言葉を口にする。この世界でかつて記録にないような言葉を口にする。

　まるでこの世界の住人ではないかのような。

（──────っ）

　その答えに自分で辿たどり着ついた時、ミギアの背筋がぶるっと震えた。

　是ぜ空くうはそんなミギアの様子など気づいているのかいないのか、特に構うことなく言葉を続けた。もしかしたら、彼は彼女の問いかけに答えているのではなく、自分の確認していることをただ言葉にしているだけではないかと思えた。

「剣盾使いなら、剣道相手のわからん殺しは心得ているものと思っていたが……基本技以外の技術は入ってないな。こいつ」

「それは、」

「当然か。このゲームの参加者で、一番心得ている確率が高い武道っていったら剣道か柔道だったからな。チュートリアルでそれのわからん殺しをする奴やつが出てきたら、のっけから詰む。やはりまあ、最低限、どうにか勝てるように調整されてはいるのか」

「え？　何、その──」

　是ぜ空くうの言葉は、またもや意味の解わからないことばかりで、もはや落胆も驚きもない。

　だが、今、是ぜ空くうは、この少年は、言わなかったか？

　ゲームの参加者と、今はっきりと言葉にしたのではなかったか？

「ゼクー、それは、」

「まあいい。リアルと全く同じでなくてもいいのがゲームだからな」

「────」

「せっかくだから、俺は──まあ、色々と試させてもらうさ」

　チュートリアルだしな、と是ぜ空くうは言い残し、また、進んだ。

　ダークナイトも距離を詰めてきて──

　打ち下ろしの腕が迎撃された。
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　進んだ脛すねが打たれた。
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　腕が。

　脛すねが。

　兜かぶとが。

　胴が。
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　………。




（何、これ）

　ミギアは、幾度も繰り返される攻防──とも呼べぬ、戦闘ですらない、一方的に翻弄していることに、言葉を失った。

　ダークナイトは強敵だ。

　強敵のはずだ。

　その速度、防御、行動パターンの多様さ、どれをとってもゴブリンなどとは比べるべくもない。

　他の剣士タイプのモンスターを知るわけではないが、さほど変わらないか、より強いにしても特殊能力があるかどうかだろう。

　低レベル冒険者はできるなら戦うのを避けろと教えられるし、そもそも会う機会もなく、高レベル冒険者にしてもできるだけ一人では戦わない、そんなモンスターのはずだ。

　それが全く。

　手も足も出ない──のでは、なく。

　手も足も、出したところを打たれている。

　盾をかざしても同じだった。

　是ぜ空くうは、その直前まで不倒の大樹であったかのような威容が噓うそのように動いていた。

　滑るように、流れるように、風のように。

　どのような形容も、十分には思えなかった。

　この少年は、本来自分で到底勝てるはずがないモノを、翻弄している！

　いや、翻弄という言葉すら生ぬるいかもしれない。一方的に叩たたき、挫くじき、何もさせないでいるそのさまは、蹂じゆう躙りんと呼ぶに足りた。




　これは、一方的な蹂じゆう躙りんであった。




　ダークナイトと言われる高レベルモンスターが、是ぜ空くうというレベル１の冒険者に圧倒され、翻弄され、蹂じゆう躙りんされているのだ！

　その事実は恐怖すら抱かせるものだ。低レベル冒険者が高レベルモンスターに勝てないという道理はない。集団で挑み、知略を働かせ、あるいはレアアイテムの力を借り、その他た諸もろ々もろの運だのなんだのをかき集めれば不可能なことではない。むしろ、冒険者はほとんど単独では行動しない。訓練時代を終えて『最初のクエスト』を済ませた後には誰かとパーティーを組んで、新しいクエストに挑む──

　当然、最初のうちに遭遇するモンスターは自分らでは単体で勝てない相手ばかりとなろうが、それをどうにかするのが集団の力であり、知恵やアイテムだ。

　そんな、今までのこの世界の『常識』を、是ぜ空くうは覆くつがえしつつある。

　世界のルールをも超越した何かをこの少年は持っているかもしれないと、思っていた。

　だけど、これは違う。

　違うと、思う。

　ルールを超越しているのではない。

（こいつは、このゼクーは、上手いんだ）

　そう。

　低レベル冒険者を押さえ込む高レベル冒険者のようなことを、よりにもよって、低レベルの冒険者なのに高レベルモンスターにやってのけるほど──上う手まい。

（何なの？　どういうことなのそれ!?）

　ミギアは混乱した。混乱せざるを得なかった。

　この世界では、技ぎ倆りようの差、技術の精度の差は経験値を得ることによって得られるレベルを伴って示される。

　上う手まいということは、即すなわち、レベルが高いということだ。

　ちょっとしたレベルの差をひっくり返す者もいないでもないが、それだって５ほども離れることがあれば難しくなる。

　こんな、是ぜ空くうみたいなことはできないのだ。

　あり得ないのだ。




　まるでレベル上げをする前に絶対的な技術を身に付けていたかのような──




　この世界の、彼女の知る限りのシステムの中には、このような者は存在するはずがないのだ。

（だけど、それならば、やはり、そういうことが……）

　……永遠と続くかに思われた是ぜ空くうの蹂じゆう躙りんは、しかし不意に止まった。

「うん？」

　間抜けな声を上げて、是ぜ空くうはダークナイトの頭上を見上げていた。

「え、何──数字？」

　釣られて見たミギアも、そこに数字が出ているのが見えた。最初に見た時は58で、それが一つずつ減っていく──カウントされているのだ、ということはすぐに解わかった。だが、なんでそんなものが表示されたのかが解わからない。

　かつて見たこともないし、やはり記録にもない。

　……今日の数時間、そんなことばかりが起こっていて、今更驚くのも億おつ劫くうになってきた。

　ふっと、『窓』が勝手に表示されているのが見えた。

　また読めない文字ばかりだった。

　是ぜ空くうを見ると、そちらはちゃんと表示されているらしく、「ふーん」と不満げな顔で呟つぶやいていた。

「ちと、時間かけすぎたみたいだな」

「どういうこと？」

「ターン数か、制限時間か、どっちかは解わからんが、あんまり長引くとチュートリアルには強制終了が入るのだとさ」

「…………あの、ゼクー」

「うん？」

　思い切って、ミギアは尋ねた。

「あんまり、わたしに解わからない言葉を使わないで欲しいの。どういうことなのか、説明して欲しいの。こういうこと、助けられた身で、ほとんど初対面で要求するのも悪いと思うんだけど」

「……そうは言ってもな」

　是ぜ空くうは、初めて困惑したような顔をした。そして何か言葉を探そうとしていたが、やがて。




「あんたはプレイヤーじゃないのか？」




「プレイヤー!?」

　それは──

　その言葉は、聞いたことがあった。

　いや、この世界にいる者ならば、誰もが知る言葉だった。

　それは、この世界に本来あるべき──

「いや、そんなはずもないか」

　是ぜ空くうは自分の言葉を、ミギアの返事を待たずに否定した。

「いるはずもないし、会うはずもない──お嬢さん、あんたは一体なんなんだい？」

「それ、こっちの台詞せりふで……」

「まあ、詳しい話はまた後でいいか。ところで、俺はもう自己紹介したっけか？」

「？　したよ。忘れたの？　伊い庭ば是ぜ空くうだって」

　是ぜ空くうは、笑った。

　苦笑しているようだった。

「そうだったな。どうにも、忘れっぽくなっていけない。しかしまあ、それだけじゃあ足りないな。さて、どうしたものか」

　かっこよく決めたいな──そう、ひとりごちるのが聞こえた。

（何てヤツ）

　こんな状況にもかかわらず、いや、こんな状況だからこそ、ミギアは呆あきれてしまった。

　是ぜ空くうはこのダークナイトという強敵を、全く恐れていない。レベル１なのに高レベルモンスターを脅威と見み做なしていない。それどころか、戦いそのものを、まるで遊びとでも思っているかのように思えた。

「あのね、」

「まあ、次の機会があればだな」

　するりと前に出て、
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「────ほう？」

　是ぜ空くうがそう声を上げたのは、ダークナイトが彼の一撃に黒い粒子になって足下から蒸発しだしたからだった。

　今までのゴブリンともホブゴブリンとも違う消失の仕方に、少し驚いているようだ。

　少しだけ、驚いた。

「どうにか、制限時間内に倒せたかな」

　と言いながら振り向いた是ぜ空くうは、その時になって、ミギアの顔が歪ゆがんでいることにようやく気づいた。

　いや。

　彼女は驚きよう愕がく──というよりも、信じ難がたいアホを目まの当あたりにしたような顔をしたのだ。

「どうした？」

「……バッカ!?　まだ終わってないよ！」

「────ああ？」

　その声に訝いぶかりながらも、是ぜ空くうは次の瞬間、振り向かずに跳躍した。

　そして、彼が先程までいた空間を黒い炎……のようなものが吹き荒れていく。

「こいつは、」

　前方に跳んでから地面に身を投げ出して一回転しつつ、自分を背中から攻撃した相手を彼は見やり──そして、ここに現れてから初めて驚きを顔に現した。




　ダークナイトのいた場所には、黒い竜──のようなものが、いた。




「ダークドラゴニアンよ！」

「はあ？」

　なんだそれ。

　是ぜ空くうはそう言いたげな眼まな差ざしを一度ミギアに送ってから、自分の右前に表示されている『窓』に目を向け、眉を顰ひそめた。

「……ボスタイプのナイトは、ドラゴニアンの正体を現すことがあります……聞いてない」

（何言っているのよ）

　あんなに派手に煙を出していたではないか。

　そうなのだ。

　モンスターの中には正体を隠しているタイプのものがいて、倒すと変身する。

　とは言っても、そういう変身タイプのモンスターは、身体からだから滲にじみ出でるように黒い煙のようなものが湧いているのが普通だった。

　これが、ミギアが是ぜ空くうにはダークナイトを倒し切れないと考えることの根拠でもあった。

　ダークナイトを倒せたとしても、必ず変身して別のモンスターになる。

　そしてそれは多くの場合はより強敵なのだ。

　もっとも、本当にそれが倒したモンスターの正体であるのか、ということは長らく議論されてもいる。変身前とあまりにも形態が異なることも多いし、倒されたモンスターが消失前に別のモンスターを召喚しているのではないかという仮説だ。

　真実はよく解わからないが、いくつかの事実から召喚説はあまり支持を得ていない。

　そしてそんなことは、この世界で生きる冒険者ならば誰もが知っていることのはずだ。

　もっと言えば、たった今対たい峙じしている自分らにしてみれば、これがダークナイトだろうとそうでなかろうと関係がないことだった。

「そいつはダークナイトより速く、硬いわ！　あとブレス攻撃とかあって、尻尾での攻撃も織り交ぜてきて、あとあと、なんか嚙かみつきとかしてくる──とか、あと、えと、」

「落ち着け」

　是ぜ空くうはこの期に及んでさえ、たいして慌てている風でもなかった。

　完全に予想外のことが起きたのならば、もう少しうろたえていても良さそうなものであるが、困ったような顔はしているが、悲嘆に暮れて絶望したりなどということはない。

（さっきの、こういうのを知らないのは──演技？）

「……そんなわけないか」

「あん？」

「いえ……どうする？　逃げられる相手でもないし、勝てる相手じゃないよ」

「勝てない相手から逃げられない、か、そいつは何か？　強制敗北イベントってやつか？」

「……いや本当、あなたの言っていること、意味解わかんない……」

「こっちも色々と混乱しているんだがな」

　ちっともそうでもなさげに落ち着いた口ぶりで返す是ぜ空くう。

　そして興味深そうな眼まな差ざしをして、目の前のモンスターを眺める。

「……ドラゴニアンなあ。俺にはリザードマンとかの類に見えるが」

　そう言われると、そうかもしれない。

　鱗うろこに包まれた細身の身体からだ、蜥蜴とかげにも似た頭──リザードマンというモンスターによく似ている。

　勿もち論ろん、それはミギアにしてもただ知識でしか知らないことではあるのだが。

「だけど、リザードマンに黒色はいないし、角はないはずよ」

「……コンパチか。いや、較くらべてみないと解わからんが」

「コンパチ？」

「色違いってことだ」

　そう言うと、是ぜ空くうは首を傾かしげる。

「仕掛けてこないな……さっきのホブゴブリンだかと同じく、そういうルールがあるのか？」

「………………そうよ」

　散々迷った挙句、ミギアはそれだけ言った。

「ふん。追い打ちをかけてこないってことは、やはり最低限、人間でも勝てるように設定されてはいるということか？　いや、あるいは──まあ、いい」

　そう言うと、是ぜ空くうは刀を左手に持ち、右手を掲げた。そこに同じく『日本刀』──やや短いサイズのそれが現れた。

　確か、『日本刀』はサイズによって呼び方が違うと聞いたことがある。

　長くて、しかし両手でも片手でも振れそうなサイズのものが『太刀』、あるいは『打刀』、それよりも少し短いものを『小太刀』というのだと、そんな風に武器のカタログに書かれていた。

　そして二つの刀を別々の手に持つのは、『日本刀』でのみならず、こう言うのだ。

「二刀流──」

「逆二刀だが、な」

　左手に太刀、右手に小太刀を持った是ぜ空くうは、それを中段にして二つの切先を向けてダークドラゴニアンに向かった。

「────ッ」

　吼ほえる。

　ダークドラゴニアンは、自分の距離を侵した獲物に容赦する気はないようだった。

　先制のドラゴンブレス。黒い吐息。熱い、そして広範囲の相手に吹きかけられる死の洗礼。

　それを是ぜ空くうは何事もなく躱かわした。

　狭い道で正面から来る相手に道を譲った……そんな、風ふ情ぜいだった。死の息を前にして、彼は全く何の破綻もなく今までと同じく是ぜ空くうだった。

　相手が何であろうとお構いなしだった。

　だけど。

　死の息吹いぶきを避けようとも、それだけでダークドラゴニアンの攻撃は終わらない。ダークドラゴニアンの攻撃は止まらない。ダークドラゴニアンの攻撃は続いていく。

　振り上げた前肢は、ダークナイトの剣と同等の速度で是ぜ空くうの頭蓋へと打ち込まれ──




　世にも美しい音色が響き渡った。




「あ──」

　ダークドラゴニアンの打ち下ろしの爪が、二つの刀によって受け止められたのだ、ということは一いち瞥べつして解わかった。

　十字に重ねられた刀での防御は、この世界でも見ることができる。時折に二刀、双剣を使う剣士タイプのモンスターがやってのけるということは記録にある。

　ミギアはそれらを見たことはないが、是ぜ空くうのそれもさほど変わらないものだろうと思った。

　是ぜ空くうは先程までと違い、やや腰を落とした姿勢で十字に受けていた。

　ダークドラゴニアンの頭上の数字は９だった。




　そして、山高帽が宙に舞ったかと思うと、次の瞬間にはダークドラゴニアンの爪は後方に逸そらされ、是ぜ空くうの左手の太刀がダークドラゴニアンの右胴を打っていた。
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　そして表示された数字に、是ぜ空くうは苦笑した。

「なんだい、せっかくの大技出したってのに、しまらねえなあ」

　そしてそのまま二刀を下段に落とすと、ミギアへと振り返った。

　ダークドラゴニアンの数字の表示が０になり──金色の粒子になって消えた。
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　そんな文字が現れた。

（あ────）

　何か、空気が変わった、気がした。

　それは、この世界の停滞していた空気が、淀よどんでいた空気が、ただかき混ぜられているだけだった空気が、別のところから生じた何かによって吹き飛ばされていったような、そんな、不可思議で、奇妙で──だけど、何ど処こか心地良い感触だった。

「是ぜ空くう」

　聞くべきことはいくらでもあった。聞きたいことは別にあった。

　だけど、今はそれを聞く前に、得意げにこちらを見ている少年に、とりあえず期待通りに訊きいてやろうと思った。

「今の技、」

「かっこいいだろ？」

　小太刀を消し、太刀を鞘さやに納めながら、是ぜ空くうは言った。

「刀合切──という」

「とうごうせつ」

「心しん形ぎよう刀とう流りゆう二に刀とう之の形かた、刀合切……まあ、逆二刀でする技でもないが」

　地に落ちた山高帽を拾い上げ、かぶり直しながら。




「心形刀流──伊い庭ば是ぜ空くう──初めまして、よろしくな」




　お嬢さん──

　そう、是ぜ空くうは改めて名乗ったのだった。




　　　◆　◆　◆




『街』がいつ頃からあるのか、それは誰も知らない。

　そもそも、名前も解わかっていない。

　古い記録には『丘』が『始まりの丘』と呼ばれているのと同様に『始まりの街』と言われていたとある。だが、それが正式な名称なのか、それとも通称だったのかも判然としない。

　はっきりとしているのは、この世界で『街』以外で生まれた者はいないということ。

　そしてこの『街』に全く新しい来訪者はこの百年ほどいないということ。




（だから、このゼクーが、少なくとも百年ぶりの来訪者ということになるんだけど）

　ミギアの前を悠々とした足取りで歩いていく、サムライタイプの戦士。

　ゼクー……いや、伊い庭ば是ぜ空くう。

「どうしたんだい、お嬢さん。地元だろう？」

「ミギア」

「────ミギアお嬢さん、地元を歩いているって割にはどうにもびくついてないかい？」

「びくついてって」

　言われてみれば、そうかもしれない。

『街』で生まれて育って、十五年。こんなに緊張をしながら歩くなどというのは初めてのことだ。言われるまでその自覚がなかった。それほどに、彼女は緊張していた。緊張していたということに気づかないほどに緊張していたのだ。

「……びくついては、いましたけれど。ええ。いました。びくついていました」

　自分に言い聞かせるように、ミギアは言葉を口にする。

「貴方あなたがあの時、あのダークドラゴニアンを倒した瞬間、あの、あの……よく解わからないんだけど、あれ以来、何かが変わったような気がして──」

「ふうん……」

　そうなのだ。

　是ぜ空くうがレベル１という、あり得ない低いスペックで次々と顕あらわれる高レベルモンスターを打倒するのを目まの当あたりにした、あの時から世界が変わった──そんな気が、したのだ。

「気の所せ為いだったか」

「！　────残念ながら、今のところそんな感じ、だけど」

　ミギアはそうこぼしながら、是ぜ空くうの顔を覗のぞき見る。

　若い。彼女と比べてもさほど変わる年齢ではないように思える。『丘』から冒険を開始する「しきたり」からすれば十五歳と考えるのが妥当なのだろうか？　いやいや、そもそもからして、『街』の「しきたり」が彼にも適応するのだろうか？

　考えれば考えるほどに、解わからない。

　前提の情報が出で揃そろっていないのに、自分の頭だけで考えているから解わからないのだ、というくらいはミギアにも解わかる。

　そんなわけで当人にも聞いてはみたのだけれど。

「何ど処こから来たの？」

「あっちから」

「何をしに来たの？」

「そりゃあ、冒険に決まってるじゃないか」

「……プレイヤー、なんでしょ？」

「お嬢さんは違うのかい？」

「ミギア」

「──ミギアお嬢さん」

　……一事が万事、この調子である。

『丘』での戦いの後から『街』に辿たどり着つくまでの間、是ぜ空くうは彼女の質問には答えてくれるものの、何かしらのらりくらりと躱かわされているというか、何か飄ひよう々ひようとした態度で誤魔化されている風でもあり──そして、本気で何か話が通じていないような、そんな気分だった。

（だけど、プレイヤー……）

　彼は、是ぜ空くうは、プレイヤーである自分を疑っていない。

　それがこの『街』でどれほどに異常であるかも、知らない。

　それだけでも驚嘆に値する。




　この世界がゲームだと判明して百年が過ぎた──




　が、この世界にはプレイヤーはいない。どうしてかいない。どういうわけか、いない。

　そもそも、プレイヤーであるということがどういうことかも解わからない。

　記録には「ゲームを行う者」のことであるとされる。ならば、この世界に生きて、冒険者として活躍する者たちは全てプレイヤーであるはずだ。理屈の上ではそうなるはずである。

　だが、どういうことなのか、この世界においてプレイヤーを名乗る者はいない。名乗ってはいけない、ともされている。それが元は意味があったはずの「しきたり」なのかというと、これについては違う、とミギアは明確に断言できた。

「わたし達は、プレイヤーを名乗ってはいけない」

　これは、本能に刻まれたかのような禁忌の感情だった。

　……そのことを聞いた時の是ぜ空くうは、それこそ奇妙なものを目まの当あたりにしたような顔をしていたものであるが。

「まあいいか」

　さくっと流した。

　是ぜ空くうにとっては、さほど重要なことでもないらしい。

　彼にとってはもっと他のこと──むしろ、ミギアにとってはどうでもいいようなことの方が興味深いようで、『街』に来るまでにも色々と指差して聞いていたりしていたが、『街』に入ると今度は率先して自分で歩き回り、「ほうほうほう」などと感心したように声を上げているのだ。

　あまりにも楽しそうなので。

「……ねえ、是ぜ空くう？」

　とこちらからも聞いてしまった。

「あなたのいた場所は、こんなではなかったの？」

「こんな──じゃあ、なかったな」

　是ぜ空くうは町並みを眺めて目を細める。ミギアにとっては見慣れたもの以上のそれではない。だが、彼には相当にもの珍しいものであるようだ。

「じゃあ、」

　どんな、と続けて尋ねようとする前に、是ぜ空くうは首を振った。

「原作の設定だと、近世フランスがベースになっているって話だがな」

「……？」

「これだと、どっちかというとローマ風じゃないかな？　そんなに様式には詳しくないが……」

「えっと、」

「まあ、ゲーム化に際して設定変更なんてのはままある話だしな」

　原作者も死んでいるしなあ……そう呟つぶやく声はぼやくようだった。

（？　一体？　彼は？　何を？）

　言っていることの尽ことごとくが解わからない。

　是ぜ空くうはそんなミギアを一いち瞥べつしてから、再び『街』の様子へと目を向けた。

「しかし面白い。この解像度に、再現度？　フルダイブ方式なんてのは概念だけでいえば20世紀からすでにあったし、今までにも決定版と言われるようなのはいくつも出て、何度かやったことがあるが……このレベルのは初めてお目にかかる」

「え？　あの、だから、その……」

「気にしないでいい」

　──こっちの話だよ、お嬢さん。

　是ぜ空くうはそう言って、笑う。

「ミギア」

　と訂正を入れてから、彼女は少し首を傾かしげていたが、やがて。決意を込めた眼まな差ざしを向けた。

「是ぜ空くう、わたし、あなたのこと、もっと教えて欲しいの」

「…………、」

　さすがに是ぜ空くうも真面目な顔をした──かと思うと、どうしてか左手を腰の刀に伸ばしていた。

　ミギアの顔が強こわ張ばる。

（……もしかして、聞いてもまともに答えてくれなかったんじゃなくて、まともに答えたら駄目なことだったの……!?）

　自分らにとっての「しきたり」のようなものがプレイヤーの側にあってもなんら不思議ではなく、その中にはこちらの命などもその場で切り捨てるに足るものもあったのかも──。

（って、いくらなんでも、そこまでのこと、わたしはしたわけが……!?）

　思考は記憶の反はん芻すうと戦闘時の対処とに向けられつつ、困惑は消しきれなかった。

　是ぜ空くうのゴブリンを倒した技、ホブゴブリンを倒した技、ダークナイトを倒した技、ダークドラゴニアンを倒した技……そのどれもが普通にある技であり、だからこそより異常だった。最後の、「トウゴウセツ」こそ初めて見たが、あれが技として特別なものであるようにはミギアには見えなかった。

（解わからない……どうすればいいのか、どういうことが起きているのかも解わからない……）

　ここに至るまでのミギアの思考時間は、是ぜ空くうが刀に手を伸ばしてから十秒程度。

　このままの時間があと一分と続いたら、どうやったら是ぜ空くう相手に相打ちできるかに全霊を注いでいたかもしれない。

　そうはならなかった。

　次の瞬間、ミギアを囲む一団が現れたのだ。







「ミギア、無事だったのか」

　彼女を取り囲んだ一団は、彼女自身もよく知るパーティーだった。

　クランエフ七十三世代冒険者ギルド【ホーネット】。ミギア自身も所属している──いた。

　彼ら彼女らに喜びと共に囲まれて困惑するミギアであるが。

「無事？　無事って」

「いきなりパーティー登録から外れたんだよ」

　茶髪で長剣使いのリーダーであるヒロイ・キバ＝クランエフにそう言われて意味が解わからなかったが。

　しかし続いて、是ぜ空くうと初めて会った時のことを思い出す。

（パーティー登録、されていたんだっけ）

　それも原因不明のもので、是ぜ空くうにも意味が解わからないものだったらしい。

　その後で戦いが続いたりしているうちに、すっかりそんなことも忘れてしまっていたが。

「ああ、なるほど。うん。そうか。パーティーに二重登録とかできないものね。だったら、なんかよく解わかんない事情で強制のパーティー登録なんかした場合、元のパーティーから登録が消えることになるんだ」

　考えれば当たり前の話だった。パーティーの強制移籍などという状況が完全に想定外であったが、システム的に考えるのならば、そうなって然しかるべきである。

「強制？　何言っているんだ？」

「あ、えーと、どういっていいのかな」

　そういえば是ぜ空くうは……と見れば、少し離れて自分たちを何やら面白げに眺めている。刀から手は下ろされていた。

　先程の所作は、一体何だったのか。

　そのことについて文句を言ったものか、それとも自分らの仲間を紹介する方が先か──

　ミギアはとっさに判断がつきかねた。

　だから、彼女の前にリーダーであるヒロイが反応するのが先だった。何をするにしても判断が早い……のが、リーダーたる者の資質だ。

「何だ…………あんたは？」

　ミギアの視線を追っていたのか、その先にいる是ぜ空くうを視界に入れるや否いなや、咄嗟にミギアを庇かばうように立ち塞がる。他の者もするりと扇状に展開してそれぞれの武器に手をやっていた。

「ほう」

　是ぜ空くうは自分に向けられた警戒など特に意に介した風でもなく、【ホーネット】の面々を軽く眺めている。値踏みするように、目を細めて見ている。

「なかなか、良いい反応をする。軍隊でもなきゃあ今時はこういうのはできないってのにな」

「……いや、本当、何を言っているんだ」

（気持ちは、解わかる……）

　ミギアは困惑しているヒロイの様子を見て、何となくその気持を察せた。

　どうにもこの是ぜ空くうという少年、想定内の反応をしてくれない。何か別のルールと常識で生きている……というのは改めて実感できたことで、会ったばかりのヒロイ達にしてみれば、弱小なりとはいえ、ギルドに囲まれて平然としている上に何か解わからない言葉で褒められている？　らしいときた。

[image: ]

　それだけでもどうしたものかと困ることであるが、もっと根本的に、是ぜ空くうをこの『街』で見たことがある者がいなかった。

　大問題である。

　この世界に生きる者は『街』に生まれ、育つ。

　全ての住人の顔を知ち悉しつしている者もさすがにいないが、それでも漠然と何ど処こかで見たような顔だ、程度には思う。

　冒険者として生きる者ならば、それとなく『闘技場』なりで顔見知りにもなる。

　腕の立つ者ならば、当然噂うわさにもなるし気にもかけられる。

　それなのに。

　是ぜ空くうのことは誰も知らなかった。

　見るからに、只ただ者ものではない佇たたずまいなのに。

　レベル１のままではあるが。




「すまなかったね」

　見かけとは全然違う、柔らかで──上う手まく言えないが、何かの深みを感じさせる声を、是ぜ空くうは出した。

　それだけで、どうしたものか【ホーネット】の面々の中の敵意……ほどではないが、警戒のようなものが溶けていった。

（あ、こんな声をだせるんだ）

　ミギアはそっちにむしろ驚いたものであるが、口を閉ざしたままに是ぜ空くうの言葉を待つ。

　是ぜ空くうは山高帽を外して胸まで下ろすと、目礼した。

「俺の名は──伊い庭ば是ぜ空くう、という」

　その声と共に『窓』が表示された。名乗りの際に、彼の場合は自動的にそうなるらしい。

　その場にいた者──是ぜ空くうとミギア以外がざわついたのも無理はなかった。レベルが１であること……もそうであるが、名前の表記が「漢字」だったのだ。その文字がこの世界においてどういう意味を持つのか。彼らの中ではそれはとても重要なことであり、こうしてパーティーメンバーでもない人間相手にそれを晒さらすということは、タブーとまでは言わずとも、あまり推奨されていない事態なのだ。

「ちと『丘』でミギア殿と行き合った時、何やら不都合が生じたらしくてな。どういう事情かは俺にも解わからんが、こうして強制的にパーティーとなってしまったらしい」

「えー!?　って、確かに、パーティー登録されている……」

　ヒロイは堂々と町中でさらけ出されたステータス表示その他に毒気を抜かれてしまったのか、あまりに異常事態過ぎたことにどう対処していいものか解わからず、リーダーらしからぬ顔をしてミギアの方を窺ってきた。

（わたしに話を振られても……）

　それでも何とか話を整理していこうとするのだが、そもそも何ど処こから話したものか。

　今回は──最初から異常なのだ。

「クランも記されてない……？」

　と目ざとく呟つぶやいたのは、黒髪でパーティー最年長の女性である片手剣使いのリアである。このギルドではヒロイに次いでレベルが高く、対人戦も対モンスター戦もよくこなす、目の細めの瓜うり実ざね顔がおの美人で、別のクランのギルドから声をかけられたこともあったという。

「あ、本当だ」

「一体どうなっているんだ……？」

　口々に困惑の声を上げるギルドの面々であるが。

　ミギアは覚悟を決めた。

「わたしは──彼に、是ぜ空くうに助けてもらったの」

　そして、仲間達に自分の身に起きたことを語ったのである──。




　　　◆　◆　◆




「正直、信じられない」

　と言うのがヒロイの意見であり、パーティーの総意であり、もっと言えば語っているミギアにとってだってそうだった。

（だけど、仕方ないじゃない……）

　事実なのだから。

　とはいえ、信じて貰もらえない理由もよく解わかる。

　まず『丘』からの道にモンスターが出るだなんて聞いたことがない。記録もない。

　それがゴブリンやホブゴブリンだけならまだしも、煙つきのダークナイトに、そしてダークドラゴニアンで、それをレベル１の剣士が危なげもなく倒した……と。

　おかしい。

　まずそれだけ倒しているというのがありえないが、それだけのモンスターを倒したのなら、レベルが１のままであるはずもなく、パーティー登録されているミギアにも何らかの形で経験値が入っているはず──と、冷静に指摘したのがリアで、ミギアも言われて「そういえば」と自分のステータスを確認したが、今朝に『丘』へと出た時の数字のままだ。

「チュートリアルの戦闘は経験値に入らないんだとさ」

　とは、是ぜ空くうの言。

　意味が解わからない。

　ミギアはあえて是ぜ空くうがプレイヤーであることは話さなかったが、ここまで混乱した状態でこれ以上話をややこしくしたくなかっただけであり、是ぜ空くうが自分をプレイヤーと名乗らなかったのは、あえてミギアの意図を汲くんだからのようだった。

　その証拠に──一度、彼女を意味ありげに見たからである。

（何か是ぜ空くう、年の割に空気というか、こちらの考えを見透かしているような感じがある）

　その上でこちらの言葉を聞き流したり答えたり答えなかったり──要するに、からかわれているのではなかろうか。

　……そんなことに、みんなにことの経緯を説明しつつ思い至った彼女であるが。

　実際に是ぜ空くうの戦いを目まの当あたりにしていたわけでもなく、何だか飄ひよう々ひようとした風な態度を見ているわけでもないみんなは、とりあえず「信じられない」とは言いつつも議論はしてくれた。

　全て是ぜ空くうが見せた幻覚の魔法か何かではないか、という極端な意見も出たが、そんなことをしてどうするんだという反論も出たり、ひとしきり話が出尽くした後、「試してみましょう」と言い出したのはリアである。

「レベルと戦闘力が極端に違うというのは、理論上ありえる」

　それに──簡単に試せることでしょ？




　そういうわけで『闘技場』に来ることになったわけであるが。




「……古代ローマ風……ではなくて、ローマだなあ」

　是ぜ空くうが最初に『闘技場』を見て言った言葉がそれであり、意味は解わからないながらも何か苦笑しているのだというのは何となくミギアにも伝わった。

　何だか……あってはいけないものを見てしまったかのような、そんな声だった。

　そして通路を触りつつ。

「……この触感、本物そっくりだ」

　などと感心してもいた。

「制作スタッフは、いらんところに気を回す趣味でもあるのかね」

「？　よく解わからないけど、『闘技場』は昔から特に様子は変わらないはずだよ」

　記録上、そうなっている。

『闘技場』は『街』の冒険者ならば誰しもが一度は使用した経験がある場所で、ミギアも『丘』に行く前にここで一通りの低レベルモンスターとの対たい峙じは済ませていた。

　ここに入ると『窓』にはモンスターのリストが表示され、その中のどれとも戦って良い。それで敗れてもデスペナルティはつかないが、経験値も入らない。どうやら『闘技場』に顕あらわれるモンスターは現実のそれとはまた違うものらしい、というのはかなり古くに結論が出ている。

　モンスターは本物でなくとも、その強さは基本的に同じであるらしく、全くの未知の相手と闘うことを考えれば、この施設の有用性は語るまでもないだろう。

　もっとも、リストに載っているモンスターは基本的に低レベルのものに偏っている。

　ダークナイトだのというようなハイレベルなそれとなると滅多に出てこない。

「ほうほう、なるほど」

　是ぜ空くうは『闘技場』についての当たり前の説明を聞いて、なんでか感心したかのように言う。

　本当に本気でこのシステムについて知らないのか、それともそのようにとぼけて韜とう晦かいしているのか、彼の場合は傍はた目めにはさっぱり解わからない。

「それで、俺がここでゴブリンだかホブゴブリンだかを倒せばいいのかい？」

「いや、それだと実力を測るには向いてない。あれは一応、低レベルにも倒せなくもない相手だからな。かといってダークナイトのレベルのモンスターは出てこない」

　ヒロイは「とういうわけで、俺だ」と剣を抜いた。

　是ぜ空くうは「ほう」と面白そうに笑う。視線は、ヒロイに表示された『窓』にむけられていた。

「レベル30──か」

「ダークナイトとの遭遇はないが、あのタイプのモンスターは別に戦ったことがあるし、どの程度なのかの見当がつく。それにまあ、……個人的に、興味があるのでな」

「そうかい。それで、結構だ」

　是ぜ空くうもさっくりとしたものである。

　するりと太刀を抜いた。

「……一応説明しておくけど、『闘技場』内部ではデスペナルティはつかないわ」

「はい、了解」

　まるで初めてのことのようにやりとりをするミギアと是ぜ空くうに、ヒロイもさすがにまゆを顰ひそめて、リアは「ふうん」と呟つぶやく。

　何ど処こまで二人が察したかはともかく──

　三メートルほどの距離を置いて、二人は対たい峙じした。

　ヒロイは長剣を右斜め上段に構え、やや前のめりになる姿勢をとる。彼だけではない、この『街』の両手剣使いには典型的なスタイルだ。

　対する是ぜ空くうは、中段。

　あの、まっすぐに伸びた大樹であるかのような姿勢だ。

　この構えからの最小限の動きで、ダークナイトの出た足、出た手を尽ことごとく迎撃したのだ。

「ドイツ流……？　違うか。ここで編み出されたんだろうが──」

　是ぜ空くうはそう言った。

　言ったままに拳を微かすかに、ゆうるりと持ち上げた。

　切先は斜に傾けつつも、相手の目に向けられたままに。

　遂ついに構えの拳は口元の高さほどの、上段とも言える高さになったが──

「……正気か？」

　そう言ったのは、ヒロイだ。

（どういう意味……？）

　ミギアはヒロイの言葉の意味、是ぜ空くうの構えの意図も、まるで解わからなかった。

「あのゼクー……是ぜ空くう？　彼の構えは『誘い』のものよ」

　リアが囁ささやくように言った。

「え？　あ？　──『誘い』？」

「うん。多分ね。最初のは普通に守りと攻めを兼ねたもので、そこから『誘い』を意図したものに変化していったわ。わたしには、そう見えた」

　リアの推論ならば、まず間違いないだろう。彼女のレベルは27だ。生半の数での冒険で到達できるものではない。

　特にリアは他のギルドとの抗争にも何度も参加していた。対人戦の機微にも詳しい。

　そんな彼女が言う。

「──正気とも、思えないわね」

（そんな）

　とはいえ、ヒロイもリアも同じ言葉を口にしていたのならば、それは自分にも解わからない意味があることだった。

　リアの言葉を、ミギアは低レベルなりに分析してみた。

「……やっぱり『誘い』ってミエミエすぎ？」

「誘い技があからさまってのは普通にあることよ」

「────」

「問題になるのは、スペック──ダークナイトの動きを完全に予測したかのように動いていたって話だけれど、モンスターと剣士は違うわ。剣士は途中で動きを変えられる」

「…………」

「勿もち論ろん、動きに速さが乗り切ってしまえば別だけども、誘った方の応じるタイミングが早すぎても遅すぎても駄目。そして打つ側よりも速度が遅すぎても駄目」

「つまり……、」

「このレベル差、スペックに、誘い技ってのは、ありていにいって不可能だって話なのよ」

「……けど、」

　と言いかけて、ミギアは黙った。

　リアもヒロイも知らないのだ、と思う。

　この是ぜ空くうは、すでに今までに常識外のことをこなしてきた。それはすでに彼らに語ったことではある。彼らも聞いたはずのことでもある。その上で正気を疑っている。

（あんなのを目まの当あたりにした者でなければ、本当には解わからない）

　高レベルモンスターを蹂じゆう躙りんするレベル１冒険者──。

　確かに剣士とモンスターは違うのだろう。

　モンスターに通じることが、そのまま剣士に通じるとも限らないのだろう。

（だけど是ぜ空くうは、そういうのを知って尚なお、モンスター相手と違うやり方を今、試しているんだ）

　あの構え──彼女には解わからないが、あの『誘い』を意図しているというそれは、モンスター相手には是ぜ空くうは見せなかった。

　だとするのならば、それはこの場にて彼がモンスターではなく剣士を相手にした時、これが相応ふさわしいと考えてやったに違いないのだ。

（モンスターには誘い技が通じないからとか、そういう理由ではないと思うけど……）

　いずれ是ぜ空くうには何か自分らにはない考えがあるに違いない、とミギアは確信していた。




（正気とも思えない……が、）

　自分の推論よりもなお深い意図が相手にはあるのではないか──と疑うのは、剣士の常であり、ヒロイもその意味ではミギア同様に是ぜ空くうを警戒していると言って良かった。

　とはいえ、ヒロイは是ぜ空くうの闘うところを目撃していたわけではないし、話に聞いた段階で「タイミングを上う手まくとれば不可能ではないか」くらいには理解していた。

　机上の空論ではあるが、モンスターの出鼻を挫くじく一撃を打ち続ければ、勝てる。

　現実に、高レベルモンスターもスピードやパワーは優れているが、攻撃のタイミングは種によってほぼ固有化されている。さすがに一度や二度の遭遇でそれを把握するこは難しいが、こちらもある程度の経験を積んだ冒険者ならば、短期間で把握は難しいことではない──

（しかしあくまでもそれは、高レベルの話だ）

　机上の空論が机上の空論である理由は、それを実行するのが不可能だという話であり、低レベルのスペックでそんなことができるとは、ヒロイには頭では理解できていても、理性にはどうしても抵抗があった。

（こいつがレベル偽装をしている……何てことがあるのなら、話は早いんだがな）

　高レベルモンスターを蹂じゆう躙りんしたというのも、今の、こんな高レベル冒険者相手に『誘い』の構えをとったという意図も、それならば、すっきりするのだが。

　ヒロイは体格も身長も、是ぜ空くうより頭一つ上だ。

　年齢も──見た感じで言えば、是ぜ空くうよりは自分が十歳近く上のように思える。

　装備は板金鎧よろいであるが、動作には無理が生じないオーダーメイドだ。

　剣の長さも、是ぜ空くうの『日本刀』より拳一つ分ほど長い。

（レベル以外の、素の要素でも負けるとは思えないが……）

　仮に同じレベルであったとしても。

　だが、やはり彼にも迷いがある。彼は、ヒロイは、経験豊富な冒険者である。対人戦も数多くこなしたことがある。その──「勘」のようなものが囁ささやくのだ。

　この伊い庭ば是ぜ空くうが、決して見た目通りの存在ではない、と。

（いずれにせよ、）

　二人は距離をゆっくりと詰めていた。

　それはあまりにも緩やかすぎて、見た目にはすぐには気づかぬほどの静かな動きだ。

（距離に入ったら、……おおっ？）

　ヒロイは、一瞬、自分が水面に立っているかのような、そんな錯覚をした。

　昏くらい夜の、黒い静寂の水面の上を、波とも言えぬ漣さざなみが、波紋のように広がっていく……そしてその中に、ただ一人自分は立っている──。

　そして是ぜ空くうのいるはずのそこには、三日月が映り、その三日月は、自分の姿にもなった。

　ただ一瞬の、錯覚。

　それをあるいは幻視というべきか。

　気づけばここは『闘技場』のままであるし、是ぜ空くうは変わらぬ構えで目の前でいる。

（今のは……、）

　何が起きたか解わからないが、何を観みたのかは、解わかる。

（こいつの距離に入ったということか）

　だとすると、それは自分の距離でもあるはずだ。

　そして、自分はその時になればそのまま叩たたき切きるつもりであったが。

（……不用意に切り込めば、切られていた、ということか）

　理由も理屈も解わからないが、ただそう感じた。

　ヒロイは呼吸を整える。

　スペック差は忘れるべきだ。

　レベル差は忘れるべきだ。

　ここにいる相手は得体のしれぬ──しかし、今まで出会ったことのない技を持つ剣士だ。

（ならば──）

　ヒロイは持ち手の左脇を絞り込むように、上半身の全てを連動させるようにして打ち込んだ。

　掲げた切先は揺れることもなく、それは相手にしてみればタイミングを非常に測りにくい打ち込みだ。

　速く、鋭く、迷いのないその打ちは、ヒロイが数多あまたの冒険で磨き上げてきた、素朴にして練磨の形、修練の結露。

　相手が誘いの形に待ってようが、そのようなものは諸共に粉砕する絶対の一撃。

　周囲にいた者達には、ただ光が迸ほとばしったとしか見えまい。

　是ぜ空くうには？

　対たい峙じしていた是ぜ空くうは、ふわりと踏み込んでいた。




　かちり、と音がした。




「──────」

　ヒロイは、目の前にある信じ難がたい光景を見ている。

　納得し難がたいものを目にしている。

「これ、は──」

　ミギアには、それがどういうことなのかの意味がよく解わからなかった。

　長剣を振り下ろしたヒロイに、その振り下ろした長剣の真横に立ち、『日本刀』をヒロイの腕の上に置いた是ぜ空くう。

　ダメージ判定も入っていないし、このまま続行すればいいはずなのに、二人の剣士はそのまま停止している。

　やがて。

「……俺の負けだ」

　と言って、ヒロイは後ろに数歩引き、長剣を鞘さやに収めた。

「いや、あんたもたいしたもんだ。左さ肱ひ切断──その工夫、独学だろうに」

「サヒ……？　いや、まあ、そこらの話はまた後で聞こう。──我が【ホーネット】は、あんたを歓迎する。そして改めて、俺おれ達たちのクランでド新人のミギアを助けてくれて、ありがとう」

「ああ」

　是ぜ空くうは、その時に不思議な顔をした。

　笑っているような、泣いているような、何か懐なつかしいものを見たような、決して帰るところのない故郷へと思いを馳はせているかのような……そして爽やかで、心地良い風に浸っているかのような、そんな顔をしたのだ。

　それは決して、若者がするようなそれではなく──

「それで、あんたのアレは、何か名前があるのか？」

　ヒロイは是ぜ空くうの表情に何を思ったか、何も感じなかったのか、そのまま言葉を継いで尋ねていた。

「アレ？　ああ……色々と呼び方はあるが──あえていうなら『水すい月げつ之の位くらい』か。水面に映る月、だ」

「なるほど──」

　何かそれで改めて思うところがあったのか、ヒロイは深く頷うなずいた。

「…………信じ、られない」

　そう、掠かすれた声で言ったのは、リアだ。

「え？　今の？　是ぜ空くうがどうやって勝ったとか、リア姐ねえさんには解わかるの？」

　ミギアには、ただ上う手まくヒロイの剣を躱かわして踏み込み、腕を打った、という風にしか見えない。多分、それが全てであろうと思う。スペックの差とかそういうのは、やはり上う手まくタイミングをとって何とかしたのだろう、としか考えられなかった。

「……反射をしたのよ」

　とリアは言う。

「反射？」

「普通にわたし達が日常生活でも戦闘でも当たり前にしている反射。意識せずに身体からだが反応する行動。そしてそういう反射動作は、時にレベルを超えた速さがでる──ことがある」

「え……」

　無意識の中での動き、というのは無我夢中になっている時に、あるいはとっさの反応としてありえることであり、それ自体はなんら珍しいものではない。

　ないのだが。

「是ぜ空くうのあの技、自分の身体からだが反射で動く前提で作られている……相手の攻撃に身体からだが反応するという、真剣に自分の身を晒さらすのが当たり前という状況で作られた技ね」

　それは、どういうことか。

「一体、相手の何を観て反射したのか解らないけど……何年も何年も、ことによると何十年も……人との戦いを当たり前のようにして練磨して、身につける技だよ、あれは」

「……そんなこと、」

　この世界での冒険者は、モンスターと戦い、クエストをこなすことを仕事としている。

　対人戦もしないでもないが、そう頻繁に起きることではない。なのに、是ぜ空くうは、そのようなことを前提としたような、そんな技を磨き続けたのだ──と、リアは言う。彼女には、そのようにしか思えないのだと。

　そしてそれはミギアが聞いて一面納得ができることでもあり、困惑を深める事態にもなった。

（モンスターとも戦わない、人とだけ闘う技術を練磨し続けている……それがプレイヤー？）

　そんな者達は、やはり自分らとは何か根本的に違う存在なのではないか。

　そう思えたのだ。




　　　◆　◆　◆




「ふうん」

　と是ぜ空くうはミギアの話を聞いて、気のない言葉を返す。

　二人はあれからギルドのパーティーから離れていた。是ぜ空くうに「やることがあるから」と言われてのことで、ヒロイは「そうか」と軽く見送ってくれて、リアは訝いぶかしげな顔をした。ミギアが付いてきていることについては成り行き……というか、行き先への地理が不案内であるのを見かねた彼女が同行することとなったわけであるが。

（自分でも言い訳が下手よね……）

　とはミギア当人も思う。

　プレイヤーである是ぜ空くうから目を離したくないし、自分の命を助けてくれた是ぜ空くうには何らかの形で恩を返したいと思っているし、時折に見せる、不思議な表情をもう一度……何度となく見てみたいと、彼女は思っていた。

　それらを、誰にも口にはできなかったのだけれど。

「しかし、気の良いい連中だった」

　是ぜ空くうは歩きながら、言う。

「うん」

「あんな連中と解わかっていたのなら、鯉こい口ぐちを切って待ち構えるなんてこともなかったが」

「？　────ああ、もしかして、あの時」

「うん？　ああ、気づいてたみたいだな、お嬢さん」

「ミギア」

「ミギアお嬢さん」

　是ぜ空くうはあの時、彼らが来る直前に足音を感じ取っていたのだという。

　集団の武装した連中が大挙して接近している──ということから警戒して鯉こい口ぐちを切って待ち構えてしまっていたのだ。

　つまり、ミギアがまずいことを聞いたから刀に手をやった、というわけではなかったわけだ。

（なーんだ）

　少し安心した。

　自分が是ぜ空くうを怒らせたということではなくて。

「緊張はしたんだぜ」

「緊張？」

「『あなたのことをもっとよく知りたいの』なんて言われたらな──」

「え!?　あ、そういう意味じゃあ──」

　是ぜ空くうは笑う。

「～～～～ッッ」

　からかわれた、ということに気づいてからミギアは顔を真っ赤にしたが、是ぜ空くうは足早に先に行った。地理は不案内ということであるが、目的地は大きいので、ある程度の距離まで来れば自分でも適当に道筋の見当はつくものらしい。




　是ぜ空くうの目的地──『城』である。




　開かれた城門を前にして、是ぜ空くうはまた何とも言えない顔をした。『ドイツ式か』と呟つぶやくと、苦笑しながら進んだが、やはり意味は解わからない。

　ミギアも後ろからついていく。

『城』は『街』の中央にある施設で、『闘技場』と別の意味で冒険者にとっては重要なものだ。

　それでも普段はあまり用事がなく、ほとんど人もいないのであるが。

『城』には持ち回りの案内人がいた。

　昔は特定クランがしていたという話もあるが、いつの間にかこういう形に落ち着いた。

　二人の前に現れた案内人は、屈強な肉体の男だった。

　確かクランシーの有名な冒険者だったと思う。

　ミギアは冒険者個人にはあまり興味がないので、確か槍やり使いの凄すごい人だ、くらいにしか記憶していなかったが。

　厳いかつい顔をしていたが愛あい嬌きようのあるその案内人は、二人を定番通りの解説をしながらゆっくりと『城』の中を案内してくれた。是ぜ空くうはうろうろと廊下と天井を見渡しながら時折に質問して、案内人はそれに適当に返すというやりとりを何度か続けた。相変わらずミギアにはよく解わからない言葉が何度か出たが、案内人はそこらは軽く流しているようだった。

　是ぜ空くうの目的地である『王の間』にはほどなくついた。

「王様はいないのか？」

「いや、ここは昔からそう呼ばれているけど、そういうプレートが貼られてい──」

　案内人が律りち儀ぎに是ぜ空くうに答えようとしていたが、突然に停止した。

「？」

「？」

　ミギアも、是ぜ空くうも、その様子に戸惑った。言葉を止めたのは、あまりにも唐突で、あまりにも不自然だった。何が起きているのかと目を見張った。




　そして、変化はさらに唐突で突然で、そして異常で劇的だった。




　案内人は全身を痙けい攣れんさせた。こんなことができるのかと思えるほどに身体からだを捻ひねり、爪先立ちになった。

　是ぜ空くうはとっさにミギアの腕を引っ張りながら飛とび退のいたが、そちらには反応しない。全く二人を見もしていない。口から嘆くように「あ、あ、あ」と声が出た。泣いているような気が、ミギアにはした。

「何が起きている？」

　と是ぜ空くうは言ったが、ミギアにも答えられない。

　これは──こんなのは、本当に、初めて見た。

　そんなことは今日だけで何度となくあったが、是ぜ空くうの起こした技とも、ありえないモンスターの登場とも違う、異質のものだ。異質の異常だ。

　そこから──

　案内人は捻ひねりを戻すと、まっすぐな姿勢になり、淀よどみない動作で誰も座っていない玉座に腰掛けた。そしてその瞬間、装備していた鎧よろいが光の粒子となって分解し、再構築された。一瞬のことだった。是ぜ空くうでさえも、反応できずに刀の鯉こい口ぐちを切る体勢から動けないでいた。

　気がつくと、案内人は案内人ではなくなっていた。

　豪ごう奢しやでゆったりした装よそおいの、戦闘にはまるで向いていない衣装の、何者かになっていた。

「……王様、か？」

　慎重に言葉を出す是ぜ空くうにミギアは顔を向けたが、彼にも確信がないのはその表情からも解わかった。この異常に戸惑っているのは、自分だけではないらしい。

「王様って、御伽話に出てくる王様よね？」

「こっちでもそうなのか。──見ての通り、いや、見ても解わかんないか？」

「いえ、王様なのは解わかる……」

　その姿は御伽話に出てくる王様だった。ミギアは言われてそれを思い出せた。

　そして王様は、それに相応ふさわしい眼まな差ざしで二人を睥へい睨げいすると。

『汝なんじ、このハルケギニアに辿たどり着つきし勇者也なりや』

　その言葉は、同時に大きく表示された『窓』にも書かれていた。案内人の口から出された、まるで別の声だった。

「な、何、こんなこと、聞いたこともない──」

「？　ふむん……どうにも、俺にもよく解わからんな」

　是ぜ空くうも首を傾かしげつつ、黙って玉座に座って語る案内人の、いや、今や別の何かのシステムの一部になってしまったかのように振る舞う『王様』の言葉を視みる。





『ＮＰＣ不在のため　？？？？？？の代役にて続行します。ゲーム内特殊免責項目１２２２２７１３に該当します』






「ＮＰＣ不在？」

　是ぜ空くうは訝いぶかるが、それ以上何を言うでもなく言葉を待つ。





『[image: さんてん][image: さんてん]により、本作は過激度を増しますので、これ以上のゲーム続行は自己責任になります』

『続行の意思を決定したのならば、以下の免責事項をお読みした上でＹｅｓ を』




　Ｙｅｓ






　免責事項もあったものでもなく、表示されたＹｅｓを速攻で是ぜ空くうは押す。

　案内人はしばらく黙っていたが、やがて。


『外部接続で確認[image: さんてん][image: さんてん]ユーザーＩＤ　ＩＢＡ　は、ゲーム推奨年齢を大幅に超えています』



（え？）

　表示されている言葉の意味は全く解わからなかったが、どうしてかそれだけがミギアの目についた。

　どういう意味なのか。

　どういうことなのか。


『[image: さんてん][image: さんてん]？？特例　？？？？によって、ＩＤ　ＩＢＡの参加を認めます』

『改めて確認します』

『あなたのユーザーＩＤに登録された生年月日、及び本名を確認してください』






「リアル割れは良くねえんだが、まあいいか」





　ＩＢＡ ＡＫＩＲＡ

　伊い庭ば　空あきら






「あきら？　是ぜ空くうでなく？」

「ありゃ号でな」





　１９７５　現年齢　81歳。















　ＡＣＴ．２







「────結局、何だったのかな」

『城』の道を歩く二人であるが、しかし今の二人には案内役はいない。

『王の間』で『王様』になった案内人の男は、役割を終えればあるいは元の姿に戻るかとミギアは思ってもいたが、そのままの姿で、そして動こうとはしなかった。ただ、是ぜ空くうが話しかけた時のみに『登録は済んでいます』と答えた。

「ＮＰＣになっちまったということか？」

　彼はそれだけ述べ、興味を失ったかのように振り返って元の道を辿たどりだした。

　ミギアはあっけにとられてしまったが、その背中を追いかけた。

　一度だけ──足を止めて振り向き、『王様』になった男を見た。

（一応はクランシーの人達には伝えておいた方が良いいのかな？）

　『街』では生まれた区によってクランが分かれるが、特にそれで何がどう変わるわけでもない。仲の良いい悪いという関係はあるが、どちらが上、というのはなかった。

　あえて言うのならば戦闘者をどの程度抱えているかなどは、クランが運営するギルドの規模に関わることなので、なんとなく気分的にそういうところが発言権が大きいようではある。ただ、その規模も結局は人口が調整されていけば必然と持ち回りで変わっていくので、年ごとに発言権のあるクランも変わっていくのが実情だ。

（クランシーのギルドは二つあるけど、あの人は何ど処こに所属していたのかな……報告はどっちにしたら良いいのかしら……）

　ミギアは冒険者個人にはあまり興味がないが、それでも有名なギルドなりパーティーは知っているし、まして、そんな自分でも顔を覚えている程度には有名な槍やり使いの人だ。世間的には相当なものなのではないかと思う。それがあんなになったのはかなりの大事なのではあるまいか。

（是ぜ空くうはＮＰＣって言っていたけど）

　聞けば、それが何なのかを素直に教えてくれるだろうか。

　案外、教えてくれそうな気もする。

　いずれにせよ、聞いたことがない言葉を、延々と自分の頭の中だけで考えても無駄だ。

　思い切れ。

「ぜ」

「ＮＰＣってのは、ノンプレイヤーキャラクターって意味さ」

　是ぜ空くうは足を止めることなく、そう告げた。

「え？　それはどういう──いや、その前に！」

「お前さんが聞きたがっていたのは察してたんでな。さてどういうタイミングで話したものかねと考えていたところだ。まあ、聞かれる前に答えたのは演出ってやつだな」

　つまりは、驚かすつもりで聞く前に答えたということか。

「～～～～～ッ」

　怒鳴りつけたいが、それは時間の無駄だと割り切る。割り切ることに、した。

「すまんな」

　と是ぜ空くうは振り向き、頭を下げた。

「こういう時にどうしたら良いいものか解わからない。空気が重いので軽くした方が良いいとは思っていたが、どうにもその加減というか、なあ」

　若者の相手はよく解わからない──とぼやいてから、改めて頭を深々と下げた。

「え、だけど、その……もう、良いいから！　だから頭を上げて」

　ミギアは自分でもよく解わからない狼ろう狽ばいを感じた。なんというか……目上の人に思いもかけずに謝られた、そんな風なものだ。

　是ぜ空くうは見た感じは自分とそんなに変わらないようにしか見えないのに。

（けど……）

　先程のことを思い出す。彼のプロフィールに表記されていた年齢、名前……八十一という数字と、「空」という名前……あれは一体、何だったのか？

「──それで、ＮＰＣについてなんだが……あんたらは、ＮＰＣを知らないのかい？」

「え────と、それは、どういう意味？」

「いや──この世界に、今はプレイヤーはいない、と言ったな」

「言った、けど」

「ゲームってのは、プレイヤー以外はみんなノンプレイヤー……ＮＰＣって分類になる」

　是ぜ空くうの声は、何かの託宣であるかのようだ。

　しかし、それならば。

「わたし達は、ＮＰＣってこと？」

　ミギアは胸を締め付ける何かを感じた。それは自分達の正体に関することだからだ。




　この世界がゲームだと判明して百年が過ぎた。




　だが、それがどういうことなのか、ミギアも含めてこの世界の住人はよく知らない。

　ただそのようなことが事実として伝わっていて、その世界の謎を解くために冒険者となり、旅立っているのだ。そしてその謎の中には自分達自身の正体についても含まれている。元よりゲームが何なのかもよく解わからないのだけれど、それ以上に自分達のこともよく解わからない。

　──我々は何ど処こから来て、何ど処こへ行く？　そして、何者なのか──

　その問いかけは、世界の謎を解くのと同義と言うに足りた。

　だが、是ぜ空くうの方はというとそんなに深刻な話をしているつもりはないらしい。至極簡単に「そうなるが」と言って、しかし首を傾かしげる。

「プレイヤーではないのなら、ノンプレイヤーなんだろうなと、さっきまで思っていたんだが」

　あの『王様』は、ＮＰＣは不在だと告げた。

　そしてその代用として、あの案内人は『王様』にされた……らしいと。

「何でだ？」

　そう、ひとりごちる。すでに、是ぜ空くうはミギアに語っているのではなかった。何か得体の知れない事態に困惑しているようであり、それについて何かを考えているようであった。

「あなたの話は、最初からよく解わからないんだけど……」

　ミギアは、覚悟と決意を固めるように拳を握りしめた。

「教えて、是ぜ空くう。あなたはどこから来たの？」

　そして、この世界の何を知っているのか。

　是ぜ空くうはその問いに「ふむん」とだけ言うと。

「困ったな」

「……簡単に明かしては駄目なことなの？」

　やはり、そうなのかと、ミギアは思っていた。

　彼女にだってそう簡単に他人に言えないことくらいある。それはクランの事情やギルドの問題、パーティーの話、ミギア個人のプライバシーに関わることなど。そのようなことは誰にでもある。是ぜ空くうにだって、きっとあるに違いない。もしかしたら、それは他の誰にも明かせない、それこそ世界の秘密なのかもしれない。

　もしも、もしもそういうことなら……。

「いや、そんな大げさな話はない」

　是ぜ空くうの声は果てしなく軽かった。

「なら、」

「こういうのは、もったいぶるもんだろ──というのは、冗談だ。だから、剣を抜くのはやめてくれ、すまない。謝るから」

「……五回くらい殺されても、文句言わせないわよ。本当に」

「死ぬのは一回だけで十分だ」

「一回だけで済むわけがないでしょ」

　とミギア。冒険者にならずとも、一度や二度は死ぬのは当たり前のことなのだ。

　そんな当たり前のことを口にしただけなのに、「は？」と是ぜ空くうはあからさまに顔を顰しかめた。

「……何か、おかしなこと言った？」

「いや、もしかして──ここでは、殺されても生き返るのか？」

「そんなの、当たり前じゃない──」

　そう言ったミギアに、是ぜ空くうは目を丸くした。彼女の発言にこんなに驚いている是ぜ空くうを見たのは初めてな気がする。

（何でこんなに驚いているのかしら）

　思い返しても、変なところは思いあたらない。

『神殿』で売っている『護符』を持つのならば、一度や二度くらいは殺されて復活するのは当たり前にあることだ。一応冒険者以外は持ち歩けないことになっているが、抜け道はある。勿もち論ろん、何も理由がなくて殺すのは重罪であるが、例えば侮辱されたとか、あるいはパーティー内部での経験値稼ぎだのという事情があって、証人がいる場合はせいぜい注意ですまされる。

　そんな常識を改めて語るのも変な気分であるが、是ぜ空くうがプレイヤーであり、『街』の常識を知らないというのなら、教えておかないといけないことではあった。

　是ぜ空くうは渋面を深くする。

「……『闘技場』でも、人は殺せない仕様になっていると聞いたが」

「うん。殺せる場所は限られているの。『街』の外縁部とか、地下の一部なんかは殺せるわね。あとは『街』の外に出たら」

　──自由に殺せる。

　是ぜ空くうは首を振った。信じ難がたい話を聞いた、というよりも、信じたくない話を聞いたというような表情をしていた。

（……何なのかな？）

　ミギアには解わからない。彼女にしてみれば、殺されるということは比較的身近で、ありふれていることだった。冒険者ならば一度や二度は経験することだった。

　殺される時、上う手まくされないととても痛いが、それも何度かされていく内にどういう風にすれば殺されやすいのかも解わかるようになるものだ。

　特にパーティー登録を初めてした時は、すぐにでも仲間内で殺しあって経験値を分けあい、レベル上げをするのは常識だ。

「仲間内で殺しあう？」

「？　そんなに驚くこと？」

　何かあった時、ものを言うのはやはりスペックであり、レベルだ。しかし、『街』の住人である以上は冒険に出るのは十五歳の時と決まっており、レベル上げのために冒険に出ることは許されない。だが、危険はいつでも何ど処こにでもある。十五歳までにも『街』の中とはいえ、危ないことに遭遇しないとも限らない。住人は全てが善人というわけでもなかった。

　だから、『街』では「最初の冒険」に出る前にパーティー登録が許可され、そのパーティー内部での殺しあいがよく行われているのも黙認されていた。

「一人誰か殺せば、その経験値が全員に振り分けられるし、殺された人間も数％のデスペナルティがあるけど、ちゃんと経験値が入るの。極端なことをいえば、仲間に殺され続けているだけでもレベルは上がるわね。ただしタイマンでもレベル１から２になるだけで三十回近くかかる計算になるから、そういうのやる人はいないけど」

「…………それはまた、」

　是ぜ空くうは言葉を濁した。何か上う手まいことを言おうとしたか、皮肉ろうとしたか、しかし言葉が見つけられずに黙り込んだ、そんな感じだった。

　しばらく黙り込んだ後。

「それで初めての冒険だったのに、レベルが３だったのか」

　なんだか得心がいった、という風に呟つぶやいた。

（そんなこと、疑問に思っていたんだ）

　ミギアは少し呆あきれてしまったが、それから少し……何だか気が抜けた。

　この是ぜ空くうという少年は何か得体が知れない。

　そもそもこの『街』の者ではないし、プレイヤーだし、レベル差を覆くつがえす戦い方を平然とこなすし、自分らの知らないことを知っている。

　だがよく話してみれば、是ぜ空くうだってこの『街』のこと、この世界のことを知らないのだ。

（一方的に畏れたりしていたら、駄目なんだ）

　ミギアは思う。

　是ぜ空くうは確かに凄すごくて得体が知れないところがあるけども、自分と変わらない年頃の、そしてレベル１の冒険者だ。そういう点では自分とそんなに変わらない。相違点ばかりに注目していたから気づかなかったが、共通しているところだってある。相互理解はそういうところから始まるのだと、思う。

「教えて。あなたのこと。もっと知りたいの」

　それは、今日で二度目のセリフだ。

　是ぜ空くうは一度目のそれに答えなかった。ただ、からかわれた。二度目のそれには、頭をかいた。

　そして、深い──深い、溜ため息いきを吐いた。

「何ど処こからどう、話したものかね」

「とりあえず──ＮＰＣって何？」

「……俺のことじゃないのか？」

「……ごめん。けど、やっぱりそれが一番、今は気になっているから」

「それに、それはもう、説明しなかったか？」

　あんな説明では、よく解わからない。そう言いたいのをミギアは飲み込んだ。

「プレイヤーではない、というだけではやっぱりよく解わからないわ。それに、何ていうか、さっきの『王様』……あんな感じのがＮＰＣだとして、あれは明らかに異常だったし……」

　是ぜ空くうが自分らを最初はＮＰＣだと考えていたということは、あんな異質な……あんなのと同類だと見み做なしていたということになるが、さすがに、それはおかしいとミギアは考える。ああいうのはやはり、ＮＰＣとしても異常なものなのだろうと思う。

　しかし案に相違して、是ぜ空くうは軽く首を振った。

「いや、ＮＰＣは──種類にもよるが、ああいう感じだな────ゲームにも、よるかな」

　是ぜ空くうは遠くを見ているかのような顔をした。

「ゲームにも、よる？」

　なんだそれは。

　まるでそれでは、ゲームとは、幾つもあるもののことのようではないか。

「いや、幾つもある」

「────」

「この世界も、その何千とあるゲームの中の一つだ」

　それが、どれほどに衝撃であったのか、是ぜ空くうには解わかるまい。

　ミギアはこの世界に生まれて、この世界で育った。ここがゲームだと知っていても、それがどういうことなのかも解わからなかった。ただ、彼女にとっての世界とは、ここしかなかった。だから、ゲームとはこの世界だけだと認識していた。いや、そもそも、ここ以外の世界があるという発想そのものが、彼女にはない。

　それなのに、ゲームはまだ何千とあるという。

「それは、つまり──世界は何千もあるということなの……？」

「それは……」

　是ぜ空くうは、どうしてか逡しゆん巡じゆんしたようだった。

　やがて、言葉を続けた。

「まあ、幾つもある。ここもその内の一つだが、」

　特別なゲームでもある、と続けた。

「特別？」

「そうか。基準が解わからなければ特別がどうこう言われても、ぴんとこないだろうな……まあ、アレだ。さっきのＮＰＣか。他のゲーム──他の世界だと、だいたいあんなものだ。決められた場所で決められた行動をする、そのためだけにいるキャラクターのことだ」

　特定の役割をこなすためだけに設置された、人の形をした、人にあらざる舞台装置。

　それがＮＰＣ。

「ここならば、もうちっと多様な行動ができるものかと、思っていたんだがな」

「ここならば？」

「さっきも言っただろ。ここは特別だ」

　特別だ、と是ぜ空くうは続けて言って、「うーん」と唸うなった。何か、自分の思い通りにことが進行していないのに不満があるような、そんな声だった。

「特別──だけど、特別のはずだけど、そうではなかった、ということなのかしら」

　ミギアは確認するように問いかける。

「そうなるな。しかし、そうすると──」

「そうすると？」

「お嬢さんらのことがよく解わからなくなる」

「お嬢さんじゃなくて、ミギア、よ。──あなたにも、わたし達はよく解わからないってこと……」

「何度も同じことを聞くのは、どうにも年寄りめいてあまり好きじゃあないがね──ミギアお嬢さん、あんたらは、なんなんだろうな？」

（もう何度も、同じやりとりをしているくせに）

　ミギアは内心で溜ため息いきを吐く。

　しかしそれをおくびにもださずに話を続けた。

「何って言われても、わたし達はこの『街』に生まれた……としか言えないわね。その、プレイヤーでもないし、あなたのいうＮＰＣとも違うのなら──それこそ、よく解わからないわ」

　また、新たな謎が増えたということだろうか。

　ミギアは混乱しかけている頭で考える。さっきから、未知の情報が増えすぎている。この世界以外にもゲームがあり、ＮＰＣとはあの『王様』みたいな感じのものだとか。

　是ぜ空くうは薄く笑う。苦笑のようだった。

「どうにもこうにも、解わからないことばかりだな……もう少し、この世界の設定を聞いてから来るべきだったか？　何も知らない方が楽しめるなんて言わずに──いや。この調子だと、どれだけ原作とも、元のゲームの設定ともかけ離れていることか解わかりゃしないな」

　相変わらず、何を言っているか解わからない。

　是ぜ空くうは「まあ、それはそれで楽しみが増えたということかもしれないが」と、さほど嬉うれしくもなさそうな、何ど処こかぼやくように言う。

　ミギアも軽く息を吐いた。

「まあ、少し安心したわ」

「安心？」

「あなたが、プレイヤーであるあなたが、わたし達の知らない知識があるあなたが、だけど、わたし達以上に何もかもを知っているってわけじゃないって解わかって」

「…………」

　ミギアは是ぜ空くうに笑ってみせた。

「まだわたし達には、解くべき謎が残されているってことが、少し嬉うれしいの」




「だって、わたしは冒険者だもの」




　世界の秘密を解き明かすために。

　いつかこの地より旅立つために。

　自分達はその道を選び、今こうしてここにいる。

　ミギアの旅は今日始まったばかりだった。

「──なのに、いきなりやってきたプレイヤーに何もかもを教えてもらうだなんて、そんなのつまらないもの」

「そうか」

　是ぜ空くうも、また笑った。それは、歳としに見合わぬものだった。この少年が何度か見せた、何ど処こか老人めいた、寂しげな微笑ほほえみだった。

　しかしそれも一瞬のこと。

「──じゃあ、もったいぶってて正解ってことだったか」

「それはまた別！」

　ずいっとミギアは是ぜ空くうに近寄る。

　是ぜ空くうは寄られた分だけ引いたが、壁にすぐ突き当たった。

「言っとくけど！　あなたについてもっとよく知りたいっていうのは本当で、いつか絶対に教えてもらうからね！」

「……いやあ、若い娘さんに迫られるのは嬉うれしいが、正直、たいして話すことなんてないなあ」

「若いって、──いえ」

　あの表示された年齢と、名前。

（正直、そのまま聞いて良いいことなのか解わからないけど──）

　もしかして、それは『世界の秘密』に連なるような、重要な謎であるかもしれないけど。

「是ぜ空くう、あなたは一体──」

　その時に何を聞こうとしたのか──次の瞬間に、それは永遠の謎となった。




　　　◆　◆　◆




「…………ヒロイ、行儀悪いよ」

　リアに言われ、椅子に腰掛けながら両手を剣を握るように拳を揃そろえていたヒロイは「ああ」と心ここにあらずという風に返した。

「だから、」

「すまん。だが、もうちょっとこのままでいさせてくれ」

　そう言われ、リアは溜ため息いきを吐きながら木彫りのカップをテーブルの上にがたんとわざと音をたてて置いた。

　店内にいる他のギルドメンバーは、その音にびくりとしつつも二人の様子を窺っていた。




　クランエフのギルド【ホーネット】の溜たまり場ばである《黄金の鹿》亭




　今日は最年少のメンバーであるミギアの「初めての冒険」の記念すべき日である。

　それ故にギルドメンバーが総出で酒だのなんだのを用意して宴会の準備をしていたのであるが、肝心のギルドトップのヒロイは店に来てからずっとこんな風に何か考えごとをしているようであり、今日の主役であるはずのミギアもまだ来ていない。

　どうしたものか、と皆は少し困りながらも、だが特にいつもと変わりなく飲み食いを始めていたところだった。

「そんなに、あの是ぜ空くうの剣技が気になるの？」

「ああ──勿もち論ろん」

　いらついたようなリアの声に、しかし今度ははっきりとヒロイは答え、ようやく同じテーブルの彼女へと向き直る。

「お前だって、気になるだろ。あいつ、俺の打ち込みのタイミングを完全に見切っていた」

「まあ、ね」

「俺にも、似たようなことはできる。相手が格下ならば、戦い慣れたモンスターならば」

「そうね。是ぜ空くうは、それをこのレベル差でやってのけた」

「今まで積み上げたものが、丸ごと全部否定された気分だぞ」

　リアは「そう？」と言ってからカップの中身を飲み干し、真横にそれを持ったままに腕を伸ばすと、十代前半の少年給きゆう仕じが、ピッチャーの中身を注ぐ。

　縁まで入ったのを、そちらを見もせずに口元に運んで一口含み。

「あなた──笑っているじゃない」

「そうか」

　ヒロイは、指摘されて初めて自分が口元を笑みの形に歪ゆがめているのに気づいたようだった。

「俺は、笑っているのか」

「負けて笑うのも、珍しいわね」

　それも、格下相手に。

　ヒロイは笑みの形を苦笑に変えた。

「格下──なものかね。あれは、かなり……」

「かなり？」

「……いや、よく解わからん。どういう相手なのかは解わかるんだが、な」

「変なの」

「お前にも、解わかっているんだろ？」

　リアもまた、笑った。

「理屈は解わかるわ。あの是ぜ空くうの技から、どういう鍛錬を積んできたかもね。ただ──」

「そんなことをして、果たしてどういう意味があるのか、だろう？」

「そう。あれは、人と戦うことを前提にしたものに思える」

「俺にも、そう見えた」

　二人は頷うなずき合う。

　さすがにクランエフでも高レベルの二人だけあり、一度の決闘で是ぜ空くうの使う剣術の理をある程度まで把握していた。

　あの是ぜ空くうという少年の技は、人が人と戦い、倒すために生まれ、磨き上げられたものだ。

　だがそれは、この世界では、この『街』では、異端の思考、思想に基づくものであった。

「モンスター相手には、とにかくパターンをどう読み切るかが焦点になる」

　ヒロイはそう口にするが、それはこの場にいる者ならば、いや、この『街』に住む者ならば冒険者ならずとも知っていることだ。

　モンスターは種によって固有のパターンがあり、個体差はほぼないと考えられている。ゴブリンならばゴブリン、ホブゴブリンならばホブゴブリンの動き方をするということであり、群れの場合や単体で行動する場合での変化はあるが、逆に言えばその程度の差でしかない。

　基本的に高レベルモンスターは『闘技場』には滅多に現れることはないが、低レベルモンスターと形状が似ているモノはパターンも似る。故に、複雑化する傾向はあるが、低レベルモンスターとの闘いの経験があれば、たいていの高レベルモンスターにも十分に闘い得ることができるのだ。勿もち論ろん、それまでに一度や二度は死ぬのは前提ではあるが。

　だから、この『街』で生まれた者は、冒険者を志すのならば『闘技場』で経験を積む。

　それが彼らの知る常識であり、彼らも、そして彼らの知る限りの者達もそうしてきた。

　しかし──

「是ぜ空くうは、あいつは、違う。違うな」

　彼の剣は、相手のパターンがどうとかそういうのは一切関係なく、ただ一刹那で決める技のようだった。

「全くパターン化されてないとは思わないけど、何というか……技の組み立て方というか……構え方というか……モンスターを相手にしているものではないのは確かよね」

「モンスター相手にも応用が利きくのだろうけど……」

　例えばあの時された技は、相手の打ちに応じて踏み込みつつ、身を翻ひるがえして打つ──というもので、人型のモンスターならば同様に使えるものではあるが。

「切先の向け方、構え方で解わかる。アレは対人のために編み出されたものだ」

　モンスター相手ならば、誘いを意図しない。

　あれは自分らの距離に入れば挑んでくるからだ。

　虚実を入り交えた複雑なルーティンをするモンスターは、ほとんどいない。

　相手の打ちを誘い、逸そらし、躱かわし、打つ……対人戦闘はモンスター戦とは違う機微が必要だ。

　ヒロイもリアも、何度となく対人戦をこなしたことがあるからこそ解わかることだった。

　各クラン、ギルドの間には不和はない。ないことになっている。しかし現在のこの『街』は冒険者のような武装をしている者が闊かつ歩ぽし、治安は持ち回りにクランから派遣された者が当たることになっていて、中には自分達の当番の時には仲間に目こぼしをする者はいないでもない。そのようなことが積み重なってギルド、あるいはパーティー間での抗争にまで発展することはしばしばあることだった。

　ヒロイとリアはそのような闘いにおいて、対人の技法を学び、体得している。

　しては、いる──のだが。

「あそこまでは、なあ」

　ヒロイは再び、拳を剣を握る形にした。

「そうね。対人戦でも基本はスペック差がものを言うから、高レベルの者が勝つものね。時折に工夫してレベル差を覆くつがえす者はいるし、そういう工夫はギルド内部で継承されるけども……」

「俺もお前も、技は習いはしたが……」

　結局、この世界での闘いはモンスターが相手のものがメインであり、対人の闘いは起こり得るものではあっても頻繁にあることではない。

　そしてそういう類の技は、ギルド内部でも高レベルになった者に授けられることが多い。

　ヒロイもリアも、25に達して先代のギルドマスターから伝授を受けた。

　そしてヒロイは今、30。リアは27だ。

　彼は今年、旅立つ予定だった。リアはその後、来年だろう。

　高レベルになった時に授けられる技を、さらに練り込む余裕などほとんどなく、冒険者は旅立つことになっている。

　それが「しきたり」だからだ。

「今年か来年の内に誰か25になってないと、うちのギルドの対人技法、絶えてしまうぞ」

「噂うわさでは、そうやって幾つかのギルドで技の継承がされなくなっているそうだけど……」

　話が思いもかけず自分らに向けられ、ギルドの面子メンツはしゅんとなった。

　早くレベルを上げねば、ヒロイやリアの技は永遠に失われることになる。それが惜しむほどのものであるかは別の話ではあるが、二人としてはできるだけ以降の代にも受け継いでもらいたいとは思っている。

「まあ、今までうちのギルドでは25から教えていたというだけで、別に20から教えても良いいかもしれないけど」

　いたずらっぽく笑いながら言うリアであるが、ヒロイは「それもそうだが」とは言いつつ、気が進まない様子だった。

「対人技を積極的に教えているという噂うわさが立てば、他のギルドを無用に刺激しないものかな？」

「ギルドのリーダーは、さすがに考えが深いわ」

「茶化すな」

「まあ、それについては私の代で考えておくわ。別に、緊急で考えることでもないでしょ？」

「そりゃそうだが──まあ、今は、是ぜ空くうか」

　話がようやく戻った、と店内にも少し活気が戻る。自分達の未来のことなんぞより、今の、あの得体の知れないヤツの方がよほどに酒場の与太話にはふさわしい。

「噂うわさを言えば、外縁の方のクランには、対人専門で鍛えている者がいるって話だが」

　そう言った者がいた。

「そういう噂うわさはあるな」

「けど、是ぜ空くうは違うわ。──知らない顔よ」

　外縁部はこの『街』の中でも、どういうわけか人を殺せる場所だった。それゆえに、そこに居住するクランの者達が護身的な事情から対人技を他のそれよりも深めていたとしても不思議ではない……是ぜ空くうもその中の一人とすれば話は早いのだが、ヒロイもリアも否定した。

　ギルドを預かる二人は、さすがにミギアと違ってほとんどの主要な『街』の戦士達の顔を見知っていたのだ。

　ヒロイは顔を上げ。

「しかし、そうだな。外縁の方の、その噂うわさ話ばなしの連中みたいに──ずっと対人の技の経験だけを積み続け『闘技場』にも出ずに、そんな風に育っていたのなら」

「そうね。だけど、そんなことをして、どんな意味があるのか……でしょ？」

「そこだよなあ」

　外縁部には、対人技の専門家がいる……というのは噂うわさ話ばなしでしかなく、仮に本当に存在していたとしても、あえて『闘技場』にも出ずにレベル１のままにしておくのは意味不明だ。

「だけど、そうとしか考えられない……今あるだけの情報から考えられる限りでは、ね」

「レベル１で、あの技の練りだものなあ」

「経験値を積む以外での鍛え方でも、ある程度のスペックは上げられるそうだけど」

「それにしても、あれは破格過ぎだな」

　あの──技、というよりも風格そのものが、全くもってレベル１には似合わない、似つかわしくない……まるで、歴戦の強つわ者もののような……

「あり得ない話だが、まるで何十年も鍛え続けたかのようですらある」

　そんな者がこの『街』にいるはずがない。

「ミギアも何か隠しているようだし」

「俺はまあ、明日にでも再戦を──おお？」

「え、これって──!?」




　　　◆　◆　◆




　世界が、揺れた。




　　　◆　◆　◆




　突如として城内が揺れだした。

　そして同時に巨大な石と石をこすり合わせているかのような、恐ろしく重い物を強引に引き寄せているかのような轟ごう音おんが鳴り響いた。

「……地震？　いや、違うな──これは、外から聞こえる音か」

　落ち着いている是ぜ空くうとは対照的に、ミギアはその場で耳を押さえてしゃがみ込んでいた。

「な、何!?　これ何の音なの!?」

　無理もなかった。

　彼女にとって、床が轟ごう音おんと共に震えるだなんて、文字通りの初めての経験なのだった。

[image: ]

　是ぜ空くうは「ああ」と恐きよう慌こうするミギアを見て、むしろ落ち着いたようだった。

「世界観的に、ここには地震はないのか」

「ジ……何、それ？」

　静かな是ぜ空くうの声に幾分か正気を取り戻せたのか、しゃがんだまま顔を上げたミギアは聞いた。

　轟ごう音おんは鳴り止やんでない。むしろ、先程から大きくなり続けているようでさえある。

「地震は──いや、その話は後だ。何ど処こか『街』全体を見渡せる場所はないか？」

「確か、『城』の屋上に展望台があったけど」

「じゃあ、とりあえずそこに行くかね」

　是ぜ空くうに言われてミギアは頷うなずき、さりげなく差し出された手を握って恐る恐る立ち上がる。まだ怖い。けど、大丈夫。

（温かい）

　プレイヤーの手も、自分達と同じく体温があるのだ。

　そう思うと、なんだかとても安心できた。

「いくぞ」

「はい」

　二人は手をつなぎ、通路を進んだ。

「……ここに来てイレギュラー続きだ。このまま適当に進めて良いいものなのかね、有あり間ま教授──」

　そう、ぼやくように是ぜ空くうが呟つぶやいたのは、ミギアには聞こえなかった。




　やがて『城』の最上階の展望台にやってきた二人は、そこから『街』を一望し言葉を失った。

　動いている。

『街』が、建物が、地面が。

　鳴動していた。

　波打っていた。

「これは……！」

『街』全体が揺れて、震えて、組み替えられていくのが見えた。その様を、何と表現したら良いのか。ミギアにも、是ぜ空くうすらも何も言えなかった。揺れの激しさは増すばかりだ。

　二人は展望台に出てから、自分の身体からだがそこから地面に投げ出されないように手すりにつかまっているだけで精一杯だった。是ぜ空くうがかぶっていた山高帽が落ちていったが、それも放置するしかない。

　それでも。

　そんな状態でも、見えた。

　見えてしまった。

「な、何！　これ、何なの!?」

　ミギアは叫んだ。悲鳴だった。

　『街』が揺れ続けて、建物が崩れ落ち──そこから、新たに別の建物が組み立てられていった。彼女がよく出入りしていた食堂がなくなり、見たこともない武器屋が現れた。市場の通りは整然と整理された大通りとなった。

　変化はそれだけではなかった。

　何もかもが変わったわけではないが、目に映る光景が瞬またたく間まに激変していくのは、充分に恐怖を呼び覚ますものだ。




「何なのよこれぇぇぇぇ！」

「気をつけろ！　石が！　床が動いている！」

「誰か！　誰か助けて……！」




　悲鳴はミギアのものだけではなく、『街』に住む者達の全てが叫んでいる。怒号のようなものも聞こえる。何が起きているのか、誰にも解わからない。解わからないので恐きよう慌こうし、叫び、怒り、悲鳴となっていた。

　人々の叫びと鳴動の中。

「これは……この景色は、見覚えが……」

　揺れは激しいままであったが、長く続いていると慣れたのか、是ぜ空くうがぽつりと呟つぶやいた。

「え!?　何て言ったの!?」

「──何でもない」

　是ぜ空くうは答えず、ただ呟つぶやきを続ける。

「そうか。ＯＰ画面に出てきた、『街』を滑るようにしていくシーン……あの時に見た光景か」

　彼は、激変し、新たに再構築されていく『街』の姿に見覚えがあるようだった。それがどのような意味があるのかは解わからないけれども。

　……すでに陽は暮れつつあった。

　しかし音は鳴り止やまない。

　地面は揺れ続けている。

『街』はうねり続けている。

「……ひどい。『街』の外縁部が全部崩壊している……」

　ようやく、揺れるのにも慣れたのか、ミギアは『街』の変化を把握しつつあった。

『城』の展望台から見渡す限り、『街』の外周の地区は跡形もなくなっていた。かつて小さな頃、度胸試しに幼おさな馴な染じみと連れ立って行った昏くらい裏路地も、生半の冒険者よりも腕が立つと言われていた肉屋の親おや父じの店も。父に初めて買ってもらった机を売っていた家具屋も。

　何もかもが消えていた。

　ほぼなくなっている外縁部に比べて、中央に近い、比較的に古い建物は残っていた。

「……あの塔は、」

「どうした？」

「いえ、あそこに並んでいる三つの塔──わたしが子供の頃、解体されて資材に……」

「資材？　解体した？」

「？　──ああ、『街』の建物に使うような資材は、多くは古い建物を解体して新たに作っているから……」

「なるほど」

　是ぜ空くうは何か得心が行ったというように頷うなずく。

「是ぜ空くう？」

「見なよ」

　指差した方向にあるのは、『街』を囲む──外壁だ。

　いや、それはおかしい。

　外周にある部分は跡形もなくなったはずだ。『街』を囲う城塞などあるはずがない。だが、ミギアの目にはそれは城塞にしか見えなかった。外壁のようだった。『街』の中心の『城』から見て、六角形になっているように見えた。そして角のところには小さな塔が建っている。

　全くの新品の塔が、壁が、見える。

「…………そういえば──」

　薄暗くなりつつある中で『街』の景色は解わかりにくいが、ずっと以前に展望台から眺めたものより整然とした、そこはかとなく新調されているような気がする。

　やがて、音は鳴り止やみ、それに間を置かずに日は沈み、一気に暗くなった。

　だが、生まれ変わった『街』の建物のそれぞれに明かりが灯ともった。

　それは『城』から、『街』の隅々まで広がっていく。

「みんな、無事だったのかしら……？」

　すでに悲鳴もほとんど聞こえなくなっているが、あれほどの鳴動の中、うねりに巻き込まれて無事ですんでいるとはとても思えない。二度や三度は死んでいても不思議ではなかった。

　それにしても、明かりをこんな整然とつけていくだなんて──

「……多分、違うな」

　是ぜ空くうは腕を組んでいた。

「この『街』は、元々こうなる仕様だったんだろう」

「え────？」

「この世界がゲームだと解わかって、もう何年って言っていた？」

　百年だ。

　何度となく、それは言った気がする。

「そうか。となると、百年分のこの『街』の改造が、たった今、チャラになったってことだな」

「チャラ？」

「ああ、最近はそういう言い回しは使わないのか──全部台無しになったってこと」

　他に言いようはないのか。

「言い方が悪かったか？　そらすまんが──」

　そこで言葉を切り、是ぜ空くうは何かを懐なつかしむような眼まな差ざしで『街』を見下ろす。

　そして軽く息を吐き。

「百年……あるいはそれ以上ぶりにプレイヤーがやってきてゲームに参加したことで、この『街』は本来の姿を取り戻したってことさ」

　それが果たしてどういう意味なのか、ミギアにはまだ、解わからなかった。













　転章







　伊い庭ば空あきらが孫娘が実験中の事故で入院したと聞いたのは、居合の稽古をしていた時であった。




「──実験？」

　政府機関の仕事をしているとは聞いていたが、そんな人体実験のようなことをさせていたという話は初耳だった。

「いえ、そのようなものでは本来、ないのです」

　政府のなんたら機関のエージェントだか研究員だという有あり間まは、顔いっぱいにすまなそうな表情を浮かべていた。すでに五十代でそれなりに責任のある地位にあるのだろうが、年長者とはいえ一般人である空あきらに対して平謝りの姿勢だった。

「一体、どのような実験だったんだい？」

　そう問いながらも、空あきらはまともな返答があるとは期待していない。政府機関の秘密の実験だ。昔は彼自身も分野は違えど秘密の仕事をしていたこともある。特秘事項のオンパレードだろう。研究者の身内とはいえ、内容を語ってくれるとは思えなかった。

　──のだが。

「フルダイブゲームでの長期生活実験です」

「…………何だいそりゃあ？」

　予想に反して具体的な内容の説明に、空あきらは面食らう。内容の方も何かおかしかった。

「フルダイブゲームって……ありゃあもう実用化されて長いだろ？　十年……経たつよな？」

「正確には十二年ですね。最初のフルダイブゲームが発売されてから」

「この年になると十年はあっという間だが、それでも、長い──それの長期間生活の実験？」

　今更すぎないか、と空あきらは思う。

　フルダイブゲーム──いわゆる、ゲーム内にプレイヤーが入り込む方式のゲームの概念はすでに80年代にはあるが、実用化の目め処どが立ったのは２０３０年代からだ。これが安全性その他の都合から実験が繰り返されて商用として初めて発売されたのは２０４０年代からである。

　当時はかなりの話題となり、十代後半から武道一筋に生きていた伊い庭ば空あきらも年とし甲が斐いもなくはしゃいだものである。何せ彼が子供の頃からいずれできると言われていたものが実用化したのだから、それも無理からぬ話ではあった。

　もっとも、それも年齢制限があると知るまでのことではあったのだが。なんとかギリギリ、幾つかのタイトルを楽しむことはできたが、今では推奨年齢を遥はるかに超えているために医者と家族に止められていた。

「そういうのは、メーカーがやっているものだと……」

「メーカーのものとは、違う種類のものです」

「────うちの孫を、そんなものに付き合わせたと？」

　空あきらは凄すごむ。

　歳としを食うといけないな、と思った。感情の箍たがが外れやすくなっている。今は和服姿で手元にあるのが樫かしの杖つえであるが、これが刀ならばそのままこの男に刃を向けていたかもしれない。

「理論上、命に関わるようなことはありません」

　かっときた。

　同時に、それを自制する声もした。精神の奥底からの声だ。いつも、試合の時、決闘の時、囁ささやく声だ。それを無視して良かったことは何もなかった。だから空あきらは、この声には逆らわないことにしている。

　杖つえを持つ手が握りしめられたが、それだけだ。

「理論上っていうが──」

「現実に、命に別状はありませんでした。神経系の負担もほとんどなく、健康体そのものです」

　本来ならば入院の必要性は全くありません、と続けた。

　空あきらは目を細める。

「しかし、入院することになり、俺が呼ばれた──」

　そういえば、と首を傾かしげる。

　息子夫婦が来ていない。平凡に平穏に仕事をしている、そろそろ運動不足改善に改めて剣道を再開しようかなどとぼやいているような、あの二人が。自分のように日がな一日道場で稽古しているような人間とは違い、緊急に時間が取れないといえばそうであるが……にしても、娘の危機に仕事をそのまま続けるような薄情者でもない。何で来ていないのか。

「最初から、お呼びしていません」

「…………」

　空あきらは首を振る。解わからない、という無言のジェスチャーだ。

　どうにも話が解わからなすぎる。

　彼は孫娘が実験中の事故に遭い、入院した──そう連絡されて来たのである。しかし、実験の内容はちょっと聞いただけでも危険性のないもののようだし、しかも本来自分より優先して連絡が行くだろう息子夫婦には知らせていない、という。

「最初から、お話しします」

　歩きながらになりますが、と断り、有あり間まは語りだす。

「本プロジェクトは、世界規模で行われているProject《venturum saeculum》施行のために先駆けて行われている実験です」

「ヴェントルム・セキュルム？」

　ラテン語か、ということは語感で解わかった。だが、その意味は解わからない。何か教会で聞いたような気がしないでもないが。

　空あきら自身は特に信仰はなかったが、彼の妻はカトリックの人間だった。それほど熱心というわけではなかったが、日曜日は教会に行っていたし、彼も付き合って行くことはたまにあった。

「かなり意訳になりますが、『来たるべき来世』……という意味になりますね。セキュルムはキリストが再臨した後の世界を指しています」

「ふむ……」

　随分宗教がかった言葉のようだが、有あり間まの語り口からはそのようなものを感じない。プロジェクト名がそれらしいという程度のことで、宗教だの神やらはあまり関係ないのだろうか。

「この計画の発案者には特定の信仰はなかったそうです」

　淡々と有あり間まは語る。

「元々は、終末医療の一環として研究されていたと聞きます。末期状態の人間を時間圧縮がされたゲーム内世界でフルダイブして過ごしてもらう……という」

「時間圧縮？」

　空あきらは鸚おう鵡む返がえしに聞いてから、「ふむ」と呟つぶやく。

「終末医療にフルダイブゲームって研究は、何年か前にテレビ番組で見たな。体が動かなくなった人間でさえも、ゲーム内部では自由に動ける。解像度を現実そっくりにまで高めたゲーム世界で残り少ない人生を思うように生きてもらう……というような内容だったが」

「その番組は私どもも視聴しました。スタッフには監修に参加した者もいたようです」

　ということは、その番組で報道されていた研究とは地続きのものだということだろうか。

　有あり間まは「あの番組の研究グループとは、直接の関係はございません」と答える。

「それに、時間圧縮についてあそこは触れなかったでしょう？」

　時間圧縮とは、ゲーム内部の時間を圧縮する技術なのだと、有あり間まは告げた。

「語感からだいたい想像はつくが……現実の時間の何倍にもできるって話なんだろう？」

「その理解で間違っていません」

「それができるのならば、なんでメーカーはそういう設定をしなかったんだ？」

　現実より何倍もの速度でゲーム内部の時間が進行するというのは、いかにも便利そうだと空あきらは思う。内部にいるその時間だけで色々とできそうだ。

「ゲーム内部の時間が加速されると、参加者に早く飽きられてしまいますから」

　それもそうか、と思い直す。

「運営はリアルタイムですしね。なるべく長期に楽しんでいただけないと、ゲームで利益を得られませんから。圧縮された時間に課金されても、それをどう処理するかの問題もあります」

「なるほどな」

「あと、参加者は自分の都合でバラバラに参加しますからね。例えば三倍の時間差があるとして、一日仕事があるからと留守にしている間にゲーム内部で三日もすぎていれば、その間にかなりの差をつけられてしまいます」

「それで差をつけられたくなくて没頭を始めれば、ゲーム廃人のでき上がりというわけか」

「その問題は、オンラインゲーム黎れい明めい期から未解決ですからね」

　時間圧縮には、そういう倫理的、商業的な問題がついてまわる。故にメーカーはそれについての研究はしているが、あまり表面上は熱心ではないのだという。

「この技術が実用化されると、例えば先程の終末医療についてですが、余命一ヶ月の人間に、その何倍も、何十倍もの時間を過ごさせることが可能になります」

「…………」

「コスト的には折り合いませんが、例えばその人の人生そのものを追体験させることも、あるいは後悔しているところからやり直しが可能となり、悔いのない人生を疑似体験させ、それを自分の本来の人生だと誤認させたまま死を受け入れる──ということも、できます」

「…………」

「これは、コストのみならず、倫理的な面でクリアしないといけないことも多いのですが」

「なかなか、魅力的なプランではあるな」

　有あり間まはその言葉に初めて足を止め、まじまじと空あきらの顔を見つめた。

「あなたでも、そう思われるのですか？」

「そりゃあな、長生きしていると、やはり思うよ。人生は後悔の積み重ねだ。あの時こうしていればの繰り返しだ。諦めて受け入れられるのは、それがどうにもならないからだが──」

　それがどうにかなるというのなら。

　空あきらはそれ以上は言わなかった。

　有あり間まは「なるほど」と頷うなずき、再び歩き出す。

「研究は脳の神経負担がどの程度になるかを中心に進められていきました。理論値としては問題ないにしても、やはり実験はするべきでしたし、そのためには最新鋭の設備が導入され──ここからが肝心なのですが、その過程の副産物として、『魂』が観測されました」

「────は？」

　今度足を止めたのは、空あきらの方だった。

『魂』──聞きなれない言葉ではない。むしろ、何度となく聞いた言葉だ。宗教やら信仰とは無関係に、当たり前のように口に出される言葉だ。しかしそれは、この科学の城ともいうべき政府機関の研究所でおおよそ不釣り合いな、あるいは不似合いな、そんな言葉だった。

　有あり間まは言葉を継いだ。

「『魂』……という言葉がお嫌いでしたら、『人間の脳内における思考系統の発生に関連する量子情報』と言い換えましょうか」

「いや、そっちの方が解わかりにくい。解わからないでもないが、『魂』の方が話が早い。というか、あったのか？　『魂』が？」

　人間の思考が脳内の神経と化学物質の産物でしかない、というのはすでに言われて百年も経たつ。霊は実在せず、魂は文学的な修辞でしかなく、あの世など存在しない──それが、近代以降の科学の結論であったはずだ。

　普段から精神が云うん々ぬんと言いながら修行している空あきらであるが、20世紀生まれの人間である。霊や魂を心底から信じているかと言われると、そうではない。信仰を馬鹿馬鹿しいものであると思っているわけではない。ただ、そのような存在について信じ切れないだけだ。

　あるにしても、それは三次元上にある、形けい而じ下かの存在ではないだろうと考えている。

　しかし今、有あり間まは『魂』が観測されたと言う。

　それは『魂』が三次元上にある物質だという意味であろうか。

　到底、信じられぬ。

「私もそうでした」

　有あり間まも頷うなずく。

「しかし、『魂』はありました。観測方法も特殊ですが、確かにありました。十六カ国の研究者に追試験を依頼して、全員が同じ結論に至ったのです。『魂』は──そのように呼べる、そのような何かの情報は存在する、と」

「…………俺は理系じゃないが、それは聞いても理解できるもんなのかい？」

「それほど難しい話でもありません。──例えば、形態形成場理論というものがありますが」

　突然の話題の変更に、空あきらは拳を口元にあてた。言葉には、意外にも聞き覚えがあった。

「──昔読んだ小説に、出ていたな。いや、アニメの解説書か、謎解き本か……細かいことは忘れたが、生物の形態は遺伝子情報だけでは足りない。その形態を世代を超えて伝える量子的な場がある……という理論だったかな？」

　有あり間まは驚いていたようだった。よもや、学者でもないこんな老人の口からまともな返答があるとは思っていなかったのであろう。

「こう見えて、読書家だったんだ」

　空あきらは、ようやく笑った。ここにやってきて、初めて見せた笑顔だった。苦笑のようでもあった。

　少年時代に読んでいたマンガや小説から武術に憧れ、今に至ったということは言わなかった。

　いつの時代も、若者はメディアに左右されて人生を決める。その中に一人、剣術家を志していた者がいて、「最後の達人」と言われるまでに至った者がいた。それだけの話ではある。

「その、形態形成場理論が正しかったのかい？」

「そのものではありませんが、よく似ていた、とは。存在情報そのものの保存と伝承ではなく、精神の保存はされていました。本来化学反応の産物でしかない精神という現象の記録を保存している場……と言った方が正しいでしょうか」

「それを、『魂』と呼んで良いいものなのか？」

「精神の発生にも、その場は関連しているようです。卵が先か鶏が先かは、解わかりませんが」

「…………」

　話を戻しましょう、と有あり間まは元の研究チームのことについて改めて語りだした。

「『魂』の実在について証明された結果、彼らのチームは研究を次の段階に……いえ、全く別のものへと変質させていきました」

　それが、Project《venturum saeculum》の原型……前身となるものだった。そう告げた。

「そのプロジェクトについては、詳細を俺に言って良いいものなのかね？」

「構いません。すでに段階としては広報するのも三年後に控えていましたし、今回の依頼については、どうしてもある程度以上の情報の開示は必要だと判断されましたから」

　空あきらは黙って聞いていたが、「依頼？」とだけ小さく呟つぶやいた。この老いぼれた爺じじいに、何をやらせようっていうんだ？

　有あり間まは言葉を続けた。

「『魂』の観測は、『魂』を操作することにも繫つながることでした。『魂』──そう呼ばれる量子場は、人間の精神という現象を保存している場であり、それを操作できるということは、精神をいつでも再現できるということです」

　それが、どういう意味なのか、空あきらには解わからない。ただ解わからないままに聞いた。彼の理解など、有あり間まは今の段階では求めてはいまい。

「精神を再現できるということは──それはつまり、例えば肉体的に破損して生命維持ができなくなってしまっても……肉体を修復すれば、その肉体に精神を再現できるということです」

「……それは、」

　ありていに言ってしまえば、「死者蘇そ生せい」だ。

　人は、遂ついに「死」をも超克してしまったということなのか。

　伊い庭ば空あきらの背筋を、戦慄にも似たものが駆け抜けた。「死」とは絶対のものだ。それはいつか意識するでもなく、人間にとっての共通認識のようなものであり、すでに還暦を過ぎてかなり経たつ空あきらにとってはそう遠くない内に自らに訪れるもののはずだった。いつかやってくる絶対の終わり。それが「死」であったはずだ。

　若き日から、剣に生きた。剣だけに生きていたわけではないが、生死を制する技術の探求者、追求者として、真摯に鍛錬を続けた。

　ぐらり、と足元が揺れた気がした。

（何てこった……）

　死の恐怖など、少なくとも決闘の時には克服していたもののはずであるが、こうして「死」そのものを克服できたなどと言われると、丁寧に、丹念に積み重ねたものが揺らいでいく感覚がある。自分の中の精神の土台が、崩壊していくようだ。

　最後の達人、生ける伝説、21世紀の剣豪……などと大仰に呼ばれていた男がこの程度だったのか、などと思う。そこまで修行を重ねていて、この体たらくとは。

「勿もち論ろん、精神の再現などということがそう簡単にできるはずもありませんが」

　有あり間まの言葉は取り繕うようであったが、空あきらにはそれに頷うなずく余裕すらもない。

　それほどの衝撃なのだった。

「プロジェクトチームは。数年がかりでその算段をつけました」

「──やれるのか、もう!?」

「理論上は、ですが」

「……何てこった」

　今度は口に出していた。

　有あり間まはその後で『魂』についての細かい説明を続けた。力場として人類が全体で共有していること、精神の発生を左右し、保存をしていることの理論、恐らく今までの人類の情報が全て保存されているだろうこと。ただし、時代をあまり遡ることは不可能だろうということ……。

「所詮は情報ですからね。デジタルならともかく、長期的には何かしらのノイズが混じります」

「まあ、全ての死者が蘇よみがえる──何てことになっていたら、それこそ最後の審判だったしな」

　空あきらは妻の影響でそのようなキリスト教的な終末イメージを想起しやすく、そのときもそう口にしてみただけであったが。

　有あり間まは、また足を止めた。

「あなたには、本当に驚かされる」

　今度は振り返らず、また歩きだす。




「最後の審判の後に訪れる、来るべき未来……それこそがventurum saeculum──私達のプロジェクトの名前であり、目的です」

「────」

「そしてそのための第三十二予備試験……精神保存世界計画《ル・モンド》が、私達が行っていたものなのです」

「いきなりフランス語か──世界、だったか」

「流用先のゲームのタイトルからですよ」

　有あり間まは『ル・モンドシュヴァリエール』というタイトルを告げた。

「それは……原作なら読んでいる」

　近世フランスをモデルにした、異星の架空の国を舞台にした作品だった。

　原作者にも会ったことがある。そもそも自分のところにも取材が来たのでその縁で読んだのであるが、それを原作としたフルダイブオンラインゲームは未プレイのままだ。サービスが開始された頃には空あきらの年齢が推奨年齢をオーバーしていたためである。

「もしかして、俺が呼ばれた理由と関係があるのかい？」

　それを言うと、有あり間まは「原作者とも？」と首を傾かしげたが、すぐに言葉を継いだ。

「そうですか。私どもがそのゲームを採用したのは、たまたま、条件が合っていたのがそのゲームだったというだけで、深い意味はないです」

「たまたま、か」

　そういうものかも知れない、と空あきらは溜ため息いきを吐く。長く生きていると、時折にこういう何か符合めいた偶然が続くことに遭遇することは多々ある。だがそれは、ほとんどが本当にただの偶然だ。多くはそれ以上の意味はない。

　有あり間まは話を続けた。

「《ル・モンド》計画は、来るべき未来、全ての死者を復活させる日まで──精神を保存する仮想世界では何が起きるか、それを知るための計画です」

「精神の──保存？」

「先程も申しましたが、力場に保存される魂の情報は、あまりにも長期だとノイズが混じります。短期間でも、多くの条件で何らかの変質が予想されています」

　だから、保存するのだという。

「保存……魂の保存か」

「仮想世界に抽出、再現された人格情報……それが長期間のフルダイブゲームでの生活でどう変質していくかの実験です」

　最初の話に戻った。

「何でまた、仮想世界にわざわざ？」

「終末ケアの一環ですよ。──誰しも、死を体験したくはないでしょう」

「〝死そのものより、死の恐怖こそ煩わしい〟か」

　誰の言葉であったか、いつか昔に聞いた言葉を口にした空あきらに、有あり間まは頷うなずく。

「死の前に眠らせてしまえば、復活した時にはただ寝て起きたら生き返った……となるので問題ないという意見もありましたが」

「あんた達たちの意見は違う、と」

「死の恐怖──その根源は自己の喪失ということでしょう。ただのデータとして記録されているだけの存在になるより、仮想世界の中で生活しながら復活を待機している……そう思う方が、気が楽ではないかと……死ぬ前にゲーム内生活を始めてもらい、その途中で採ったデータで、記憶を連続させた状態……とする予定です」

　実際にはデータであるのには違いないはずであるが、論理的な整合性ではなく、あくまでもデータ化されようとしている者に対するケアを優先してのことだという。

「それで時間圧縮された中での生活か。しかし、そういうストレス実験の類は、それこそすでにメーカーがやっているものじゃないのか？」

「メーカーの実験は、神経系の負担が主ですから。そもそも連続使用は三日が限度ですしね」

「……時間が圧縮されると、その三日が何十倍にもなって体験できるということだったな」

「あるいは、何万倍も」

「万は多すぎだろう──」

　大ざっぱに、一万日で三十年にもなる。

　そのことを指摘しようとする前に、閃ひらめくものがあった。

「まさか、」

「ご想像の通りです」

「…………！」

　再び、杖つえを握る手に力がこもった。振り上げかけさえした。

　それを止めたのは──止めた時、伊い庭ば空あきらの眼まな差ざしは氷のようになった。

「あんたらは、俺の孫に三日で婆ばばあになるくらいの年を負わせたってことかい？」

　有あり間まは何も答えなかった。それは肯定ととるべき沈黙だった。

　もっと早く気づけたはずだ、と空あきらは思う。

　この有あり間まは、最初からそれと解わかるように言っていたというのに。

　フルダイブゲームでの生活の実験をさせていたと、そして時間圧縮させれば、人生の追体験さえもさせることが可能になるとも。

　間違いない。

　彼の孫娘は、ゲーム内部で何年も──あるいは、何十年もの時間を仮想体験させられたのだ。

　それは当人も承知してのことなのだろう。この手の実験はどれほどに非人道的に見えたとしても、何だかんだと志願制のような手続きの上で行われる。周囲からの圧力があったとしても、それは証明が難しいに違いない。

「それで──汀なぎさは……どうなったんだ？」

　ようやく、ここに来て初めて、空あきらは孫娘の名前を呼んだ。

　伊い庭ば汀なぎさ。

　今年で二十六歳になる、彼の孫娘。

　しかし今は、何十年の経験を積んだ、ことによると彼よりも精神的には年上になっているのかもしれなかった。

　有あり間まは、立ち尽くした。今度は、もう、歩きだす様子はなかった。

「何も、ありませんでした」

「それは……いや、事故の話じゃないんだ」

「──本当に、何もなかったのです！」

　悲鳴のような有あり間まの叫びに、さすがに空あきらは瞠どう目もくした。

　ようやく、有あり間まは空あきらへ向き直る。その表情は、この上なく厳しかった。

「帰還した三百人は、全員がゲーム内部で何があったのかを忘れてしまっていた──」

「忘れていた？」

「そうです！　六時間に圧縮された、一万六千日分もの記憶を、誰一人として……！」

「────」

「こんなことは……理論上ありえない……」

　今まで抑えていたものが噴き出したかのようにそう言ってから、有あり間まはポケットの内側に手を入れ、くしゃくしゃになった紙を差し出した。

「これは……？」

「メール内容のプリントです」

　それは──伊い庭ば汀なぎさのアドレスに、実験終了直後に入っていたものだった。

「……内容の検証に、丸一日かけました。これは、あなた宛のものです──伊い庭ば、是ぜ空くうさん」

　その名前は、彼が武道界で名乗っている号だ。

　その界かい隈わいでしか通用しない、私的なもののはずだ。

「何だ、これ、は……？」

　伊い庭ば空あきら──是ぜ空くうは、有あり間まには答えず、プリントされた内容を読み上げ、困惑した。




　追ってきて


是ぜ空くう　さ　ん






「私どもの依頼は、あなたにゲームに入り、この事件を解決して欲しいと……言うことです」




　　　◆　◆　◆




「汀なぎさ──」

　伊い庭ば空あきらは、そう呟つぶやいてからしかし黙り込んだ。

　病院のベッドに横たわる彼の孫娘は、静かな寝息を立てている。昨日、実験より帰還して後、自分が実験の最中に何があったのかをまるで覚えていないと語り、それから一度寝てからまた軽く検査して普通に食事し、再度眠ったのだという。

　健康診断は健康体そのもの。神経系の負担も理論値の範囲内。だが、記憶は抜け落ちていた。

（事故だとか言いやがって）

　空あきらは内心で悪態をつきながら、足音をさせずにベッドの横に椅子を置き、腰掛ける。

「…………まあ、俺としては、心だけが年よりになっているなんてのより、よほどマシだが」

　そうぼやくように呟つぶやくのだが、手は自然と先ほど渡された紙を懐ふところから取り出していた。




　追ってきて




　彼の名に宛てた、メール。

（誰からだ？　そして何ど処こへ行く？）

　解わからないことばかりだ。

　発信先は、どうやらゲーム内部からのものらしい。

　どうもこれは彼へと宛てたメールらしい。

　らしい、らしい……そんなものを繰り返されても、何一つはっきりとしない。

　だが、三百人の被験者の関係で「是ぜ空くう」が該当するのは彼一人だけで、それが孫娘のメールアドレスに届いたからには、やはり彼を名指しで呼んでいるものと考えるべきだろう。

「この年寄りに、何をさせるつもりなんだか……」

　有あり間ま──教授は、空あきらにゲーム内部への調査を依頼した。

　調査チームを送り込むことも考えたが、まずは名指しされている彼に頼んだ方が良いだろうとの判断だった。

　空あきらは返事を保留した上で、幾つか質問をしている。

『そもそも、精神の変化を調べて、どうするっていうんだ？』

　生きている人間で実験したところで意味があるのだろうか、と空あきらは思っていた。

　予定されている計画では、死ぬ前にデータ化されている精神……それは所詮はメモリであり、やはりデータにしかすぎないと空あきらは思った。自律判断ができるものであってもＡＩと大差なく、ゲーム内での体験という体裁をとってのＡＩの行動の観測でしかない。

　データならば、いくらでも弄いじることができる。

　有あり間ま教授は真面目くさった顔で答えた。

『魂の尊厳のためです』

『…………』

　正気か──と、真剣に思った。

　精神をデータ化するなどという、真面目に考えれば考えるほどに背徳的で瀆とく神しん的てきにしか考えられないような計画に加わっておいて、それを言うか。

『これは、Project《venturum saeculum》に関わる者のみならず、人類の技術の進歩、医療の発展と共に、常に問い続けられ、そして尊重されてきたことです』

　魂とは何か。精神とは何なのか。

『私達はかつて精神を現象と結論し、魂は形けい而じ上じようの概念と見み做なしました。それは今や修正を余儀なくされていますが、それでもなお、精神は現象であるという結論自体は動かしようがありません』

『────』

『そして〝そうであるからこそ〟私わたし達たちは精神と魂を尊重しなければならない……文化論でいうのならば、私わたし達たちはそのような文脈の上で社会を作り上げてきたからには、それを否定すればこれより先の社会は成り立たない……と言えましょうか』

『…………』

『お気づきでしょうが、私どもの理論では保存された精神のデータは改かい竄ざんすることが可能です。三年後に情報公開がされれば、以降は間違いなくそれが議論の焦点の一つとなるでしょう』

『…………』

『精神をデータ化するというのは、そういうことです。そういう議論に対応するためにも、私どもは魂を尊重し、精神の扱いに注意しなければならない──』

『…………』

『……少し話がズレました。そのような文化的な背景から考えても、とにかく私わたし達たちは精神のデータをただのデータではなく、一つの人格であるとして扱うことが求められているわけです。そのケアとして仮想世界で生活をしてもらう予定であるということはすでに述べましたが、その体験は記憶に残る以上、人格の形成にも当然のことながら影響があると考えられます』

『…………まあ、道理だ』

『その場合、どういう仮想世界でどのように過ごせばどのように人格が変容するのか……それをあらかじめ調査しなければならないということで、私どもの《ル・モンド》計画は実行されているわけです』

『………………それは、つまり──』

『つまり？』

『いや、なんでもない』

　空あきらはそう答え、別の質問をしたわけであるが──

（余計なことを言ったか）

　とは思っていた。

　教授は最大限の安全確保は約束するとのことであるが、空あきら自身の肉体が何ど処こまで保つのかは明言できないとも言った。推奨年齢には医学的な裏付けがあるのだ。

　空あきらは返答の前に汀なぎさとの面会を希望した。まずは無事でいる孫娘の姿を確認したかった。

　そして研究所内部にある病院に通されたのであるが。

「…………全く、今更この爺じじいに冒険ってのはなあ……どうしたものかね」

　そう呟つぶやきながら静かに寝息を立てている孫娘を眺めていると、昔のことを思い出した。

　まだ汀なぎさがこんなに美人になる前の、小学生の頃の話だ。

『おじいちゃんに教わりたいよ！』

　そう、わがままを言って泣いていた顔を思い出す。

　あの頃の息子夫婦は会社の大きなプロジェクトだかを任されていたらしく、その関係で少し遠くへと転勤することになっていた。必然、その娘である汀なぎさも一緒に引っ越さないといけないことになり、丁度、空あきらに剣道を学び始めたばかりの汀なぎさはたいそうごねた。おじいちゃんに教わりたいのだと、泣いた。その時のことを思い出す。

　不謹慎な話ではあるが、空あきらはその時のことを「嬉うれしい」の記憶に分類していた。孫娘に自分の剣術を教えられる、求められているというのは、本当に嬉うれしかった。

　だけど。

『汀なぎさ、我わが儘ままにも限度があるさ。選択しなきゃいけないことも、人生にはあるんだ』

　そう言って、諭した。

　……結局、物理的に無理なものは無理なのだ。それと、怖かったということもある。せがまれたとはいえ、所詮は幼い娘の言うことだ。剣術なんて地味で面白いものではない。すぐに飽きられても不思議ではなく、そんなことになれば空あきらはとても立ち直れない気がした。

　それに──

（孫娘相手に、厳しく指導できるはずもないしな）

　どの程度の資質があるのかなど、小学生の段階で解わかるはずもない。ただ、剣術を教えるのならばそれなりに厳しい態度で臨まねばならないのは明白だった。勿もち論ろん、趣味の領域にとどめて、明るく楽しく学ぶ武術というのも否定はしていないのであるが、それは今まで厳しく指導していた弟子達の手前、何だか憚はばかられることだった。

　そんなこともあって、汀なぎさには引っ越し先の近所にある道場を薦めた。そこの道場主は彼の昔の友人で、一時期同じ師について学んだ仲である。

『またこちらに来ることがあれば、その時は改めて──』

　そう言って送り出したのは、もう二十年近い昔の話だ。

　汀なぎさはその後、剣術を学びつつ有名な進学校に入り、国立大学を受験して、最近は彼氏ができたのフラれたのという話を息子の嫁の桜さくらさんから聞いたが、それも何年か前のような気がする。

（結局、俺が教える機会は来ないままだったが）

　息子夫婦は薄情なもので、最近は盆と年末年始くらいしかこちらに会いに来てくれず、汀なぎさは汀なぎさで成長とともにお爺じいちゃんお爺じいちゃんとベタベタと甘えることもなくなった。当たり前のことではあるが、寂しく思ったものである。

　しかし意外なことに、汀なぎさは剣術を続けていて、会うごとに上達がその立ち姿に垣かい間ま見えた。

（一度くらいは、どの程度の腕前かみてやりたかったが──）

　空あきらがそう思った瞬間。

「……お爺じいちゃん？」

「──起こしちまったか」

　突然、目を開けた汀なぎさに微かすかに驚いた空あきらであるが、それをおくびにも出さずにそう言った。

　こうして話すのは何年ぶりだろうか。

「何で、お爺じいちゃんが……」

「何だかよく解わからんが、お前が入院したって知らされてな」

　正しくは、実験中の事故が原因で入院中というものであったが。

「検査入院だよ……わざわざ、お爺じいちゃんに来てもらうようなことでもないのに」

「孫を心配して、何が悪い」

「…………ごめんなさい」

　素直に汀なぎさは謝って、それから二人はぽつぽつと近況を語りだした。最近は仕事が順調なこと。彼氏ができたけど別れたこと。剣術の稽古はここ何年か滞りがちなこと……空あきらはそれをうんうんと静かに頷うなずきながら聞いていたが、自分からは特に話すことはなかった。話せるようなこともなかった。妻が死んでからは、ただひたすらに剣術の稽古に没頭していただけだった。

「この仕事が一段落ついたら、改めてお爺じいちゃんに習いに行こうかな……」

　やがて語ることもなくなったのか、話し疲れたのか、ぽつりと汀なぎさはそう言って目を閉じた。

　空あきらはその顔を穏やかな眼まな差ざしで眺めていたが。

「……眠りなさい。まだ、実験の疲れは取れ切ってないだろう」

「それは、もう大丈夫──ただ」

「ただ？」
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「夢を、見たいな」

「夢か」

「……ずっと夢を見ていたような気がする。夢の中にいたような気がする。夢の中で、夢の中で……わたしは……」

　──もしかして、今が夢であるかの、ような──

　微かすかに呟つぶやいて、再び寝息を立て始めた。




　伊い庭ば空あきらは、実験の依頼を受けることを承諾した。













　ＡＣＴ．３







「……………汀なぎさ？」

「なぎ──何？」

　ミギアは目を覚ました是ぜ空くうが口にした言葉に、顔を顰しかめた。

　明らかに彼女の顔を見て出されたそれは誰かの名前で、しかし彼女の名前ではない。聞いたことがない誰かの名前だ。

　是ぜ空くうも自分の失言に気づいたのか、上半身を起こして頭をかく。

「すまない。寝起きでボケてた」

「寝起きねえ……」

　ミギアは何か納得がいかない様子であったが、これ以上そのことを追及する気にもならなかったようで、寝床から立ち上がった是ぜ空くうが襟元を整えているのをぼんやりと眺めながら、彼が寝ている間に判明した昨晩の大激変の話をまとめて知らせてくれた。

　そう。

　大激変──そう呼ぶ他はない事態だった。

『街』の建物の多くが自ら崩れ、ばらばらになり、再構築されていくなどという現象は、『街』の記録の何ど処こを探しても出てこない。ミギアが昨日体験した異常の数々の中でも、間違いなく最大の規模のものだった。

（これ以上のものが起きなければいいんだけど……）

　幸いにも彼女が所属するクランエフにも、そのギルドである【ホーネット】にも、消失した者はいなかった。《黄金の鹿》亭は周囲の激変の中でもその姿を保っていた。

　他のギルドでも、ほとんどがそうだった。古くからある建物はどういうわけか崩壊を免まぬがれていて、ギルドが拠点とするような場所はそういうところに偏っている。

　勿もち論ろん、全てのギルドがそうではなく、特に外縁部は全てがなくなってしまっていた。巻き込まれただろう住人の中には行方の解わからない者も何人かいるらしい。消失してしまったと考えるのが妥当であるが、それを認めない者もいる。可能性だけを言えばそのまま外に冒険に行ってしまったということも、全くありえなくもないと──そう信じたいのだと解わかっていた。

　消失したのか、ただ失踪したのか──今回のこの大混乱を考えれば、失踪は考えにくい。だが、その可能性にすがりつくしかないのだということも、ミギアは理解していた。

　無理もない話である。

　いなくなっている者達は、ほとんどは冒険者ではない。外縁部は『街』でも死がある特殊な区域だから、ほとんどの人間が『神殿』で護符をもらっているはずであるが、それでも住人の大半はいつか自分に唐突な消失が来るなどということは想像もしてなかったに違いない。それは当人のみならず、彼らの友人知人である冒険者にしてもそうだったろう。

　冒険者たらんとしている者ならば、自分のような「最初の冒険」を済ませたばかりの者でも消失へのある程度の覚悟は持っているが、一般職の者は年齢での『調整』以外にはこの『街』からいなくなることはないからだ。

　そんな環境で遺のこされた者達が、いなくなった者達の消失を受け入れるのには、かなり長く時間がかかるに違いない。

　そんなミギアの感慨など知らない是ぜ空くうは、しばらく何か考えている様子で寝床の上にいたが。

「──何で、俺の部屋にいるんだ？」

　と、やっと状況を飲み込んで、まるで咎とがめるように言う。

「？　何でって、心配していたのよ。あなた、『疲れたから寝る』なんて言って寝床で横になって、そのまま気絶したままだったもの」

「気絶？」

　是ぜ空くうは訝いぶかしげにそう言ってから、首を傾かしげた。

『城』から『街』の大激変を見届けた二人は、少し落ち着いてから《黄金の鹿》亭にいる【ホーネット】の面々と合流した。そこで全員の無事などを確認した後で、是ぜ空くうは『疲れたから寝る』などと意味不明のことを告げ、そして寝床で横になって気絶してしまったのだ。

　気絶なんて戦闘中でしか起きないことを、何でこんなところでしてしまうのか。

　ミギアはそれでも騒ぎ立てなかったのは、是ぜ空くうのプレイヤーという立場を考えてのことである。こんな異常事態の後で下手に異分子である存在がいることが判明したら、全てが是ぜ空くうのせいだなんてことになってしまうかもしれない。

　正直に言う。ミギアもその可能性は考えた。だがそれは『街』そのものがたった一人のプレイヤーのために存在すると言っているようなもので、それは彼女には受け入れがたい話だ。突き詰めれば世界はプレイヤーのためにあるということになりかねず、そんな結論が『世界の秘密』であるというのは、あってはならないことでもあった。

　ミギアはとにかく、是ぜ空くうがどうしてこんな『街』で気絶したのかを知りたかった。プレイヤーの固有の理由なのか、あるいはそれとも、この変化以降では外縁部のみならず『街』の全ての区域で戦闘ができるようになってしまったということなのだろうか。

「……気絶の、理由か……」

　是ぜ空くうはなぜか、首を振った。ミギアの言葉の意味が解わからなかったのではなく、何かを悟って、それが歓迎すべきではない事態であることに納得しかねている、そんな風だった。

「是ぜ空くう？」

「──ああ、心配しなくともいい。多分、『街』の根本的なルールは変わっていないはずだ」

「ルール？」

「『街』で誰かを殺すことはできない……そもそも、攻撃ができないことになっているんだろうな。少なくとも、ダメージは与えられないようになっている。外縁部以外は。──だろ？」

　そのような話はすでに是ぜ空くうにしていた。彼が言っていることは、自分が聞かされたことを披露しているだけにすぎない。そのはずだった。

　少なくとも『街』の事情に関して、昨日の是ぜ空くうはほとんど知らなかった。

「多分、その、殺すことができるという外縁部は、本来は『街』ではなかったはずだ」

「……どういうこと？」

　意味が解わからない。

「昨日言っただろう？　この『街』が本来の姿を取り戻したって」

　確か、そんなことを聞いたような気はする。夜通しあれこれとみんなを手伝っていたので、すっかり意識から遠ざかっていたが。

　是ぜ空くうは寝床に座ったままに腕を組む。

「外縁に当たる区域は、本来は『街』ではなかった場所に元あった建物を移築したか、建材に解体して作るとかしたんだろう。だから、ＰＫ行為が可能だった」

「ＰＫ？」

「──殺す、という意味さ」

（聞いたことがない）

　プレイヤー達独自の用語なのかもしれない、と思った。

　そして、是ぜ空くうの言葉には密ひそかに納得がいくことがあった。

『街』の外縁部が本来は『街』ではなかったのならば、どうしてそこでだけ殺すことができていたのか、その説明がつくからだ。今までそのことについて言及した人間は多分いないはずで、ミギアも言われてみれば……と思っていた。

　是ぜ空くうは「しかし」と言って首を捻ひねる。

「……どういう事情があってそんなことをしたのかは解わからんがな。三百人程度しかいないんだから、そんな建物を増やす必要なんかないと思うが」

「三百人？」

　何ど処こから出てきた数字なのだろうか。

　どうせ教えてくれないだろうけど……そう思っていたのだが。

「昔、この『街』にいたプレイヤーの数さ」

「！　────プレイヤー!?」

　三百人！

　そんなにいたのか、という気もするが、それだけしかいなかったのかとも思う。正直、適切な数がどの程度か解わからないので、どう評価して良いいものかも解わからない。

　ただ、これは是ぜ空くうの口から出たプレイヤーについての情報の中でも、ほとんど初めての、かなり具体的なものだった。

（いえ。これが本当のことかどうかも解わからないのだから、もう少し慎重になるべきね）

　そうミギアは思ったが、是ぜ空くうは彼女の気持ちなど知らぬように言う。

「俺は、そう聞いている。かつてここには三百人が送られた」

「聞いているって──」

「伝聞さ。本当のところは知らんが、あえて噓うそを言う必要もない──まず間違いないと思うが」

「────その、送られたプレイヤー達は、今は……」

　きっと、旅立ってしまったのだろうと、そう思った。自分達の先人達と同じように。

　ところが是ぜ空くうは何でもないように。

「帰ってきたよ」

「帰ってきたの!?」

「？　ああ。三百人、全員が帰ってきた」

　ミギアは溜ため息いきを吐く。

「……その人達は、何ど処こまで旅していたのかな」

　かつて旅立った自分達の先人のように、次の舞台に、もしかしたらその次の次の舞台にと、その果てまで行って帰ってきたのだろうか。

「旅……旅か。この世界の果てが何ど処こまであるのかは知らないが……」

「直径で千キロ」

　と今度は、ミギアが軽く言う。

「この世界は『街』を中心にして五百キロの半径の円形の舞台になっているのよ」

　それは、この百年の調査ではっきりしていることだ。

　いつ頃かは解わからないが、先人の誰かが恐らく全クランの協力を得て割り出した数字だった。




　この世界がゲームだと判明して百年が過ぎた。




　だからこの世界の者達は、『街』の住人達は、『世界の秘密』を知るために調べられる限りのことを調べた。できうる限りのことを記録した。最近はそれらにもほとんどの者が倦うんでいるようでもあり、ただ慣習的に冒険者になってレベルを上げて旅に出ることだけを繰り返しているに過ぎないが、それでも先人の労苦は多くの者が知っている。

　何ど処この遺跡に行けば何があり、何ど処この森に行けば何が出てくるのか。

　それは皆が共有していた。

　そして、それらの調査が『世界の秘密』を解き明かす端緒にでも辿たどり着つけているのか、そんなことすらも誰にも解わからないのだと。

（是ぜ空くうは、何を知っていて、何を知らないのかしらね）

　この『街』について、世界について何も細かいことは知らないのに、もっと何か大きな……枠組みというか、仕組みについて自分達の知ることができないことを知っている来訪者。それはプレイヤーであるということの特権なのか、それともこの是ぜ空くうのみの知識と判断のなせるものなのかもよく解わからないが。

　改めて、思う。

　もっと是ぜ空くうと話したい。

　もっと是ぜ空くうと一緒にいたい。

　もっと是ぜ空くうのことを知りたい。

（昨日の夜は大変だったし、しばらくは騒がしいだろうけど、じきに一緒に冒険に行けるわね）

　是ぜ空くうがプレイヤーであろうと、レベル１であることには変わりない。

　レベル３の自分と一緒に冒険に出るのに丁度良いいだろう。昨日何だかよく解わからないままにパーティー登録されて、まだそれは解除されていないわけだし。別のクランの者同士、別のギルドの者同士でも冒険に行くために一時的なパーティーを組むなんてことはままあることだ。

　是ぜ空くうと冒険に出ることには、何ら問題はない。

　うまくレベル上げを調整すれば、一緒に次へと旅立てるかもしれないわけだし。

　……などとミギアが考えているのをよそに、是ぜ空くうは「半径五百キロ……」と口の中で何度も呟つぶやいてから、徐おもむろに彼女へと向き直る。

「直径千キロの世界──だと、旅って行ってもたかが知れなくないか？」

「？　ああ──このことも、あなた知らないんだ」

　どうやら、これも是ぜ空くうの知らない『街』の常識だったらしい。

「レベル30以上になったら、わたし達たちは次のステージに行くことが許されるの」

「次の、ステージ……だと？」

　何な故ぜか、是ぜ空くうは愕がく然ぜんとしているようだった。

（プレイヤーって変なの）

　ミギアは是ぜ空くうとの常識の違いを確認するのが、今はむしろ楽しくなってきた。

　この『街』に住む者ならば、みんな知っていることなのだ。

　レベル30を超えた冒険者、あるいは一般職であっても、年齢50以上になれば次のステージに旅立たなくてはならない──

「──そんな話は、聞いてない」

　是ぜ空くうは立ち上がっていた。

　こんなに激しい反応を示した是ぜ空くうは初めてだった。モンスター相手にも笑っていて、高レベルの冒険者相手にも平然としていた、『街』の大激変にすらもほとんど慌てることのなかった、この是ぜ空くうが。

　そもそも、誰からこの世界のことを聞いたのだろうか。

　とはいえ、その反応も一瞬だった。

　立ち上がってからすぐさま落ち着きを取り戻した是ぜ空くうは、改めて腕を組み直し。

「ステージ別……サーバーが分けられているってことか……？」

　と、また訳の解わからないことを言う。

「どういう意味なの？」

「……どういったものかな。容量がいっぱいなので、別の器に別の……ステージが分けられているという程度のことだと思えばいい。オンラインゲームではよくあることではあるが……あくまでもこのゲームは、研究所内部で完結しているオフラインであったはず……」

（何を言っているか解わからない）

　相変わらずミギアに解わかるようにとは欠片かけらも考えていないようだ。

　だが、「容量がいっぱい」というのはなんとなく解わかる。

「えーと、世界が入る器があって、その器に入る容量は決められているのね？　それで、別の器が用意されていて……ってこと」

「そう──なるのか？　とはいえ、サーバー間の移動なんぞ普通にできるはずだが……」

　だけど、旅立った者は誰一人として戻ってこない。少なくとも記録の上では、ない。

　だから漠然と、かつてこの『街』に来ていたというプレイヤー達も、そうやって次のステージに進んでそのままであると思っていたのであるが。

　しかし容量がいっぱいと言われると思い当たることもあった。

「もしかして『調整』もそのためにあるのかな」

「『調整』……ときたか」

　なんだか不穏な響きがあるな、と言われてミギアは首を傾かしげた。

「『調整』の何が不穏なんだか解わかんないけど、『街』では子供を作る時には人口を一定に保たないといけないって……何、その顔？」

「──いや、続けてくれ」

「変なの。──高レベルの冒険者が旅だったとき、その数に応じて子供を増やすことができるのよ。逆に、冒険者が旅立つ予定がない時に子供ができた時は、一般職から五十歳以上の者から順番に旅立つようにしているの」

　どうしてそんな「しきたり」があるのかは解わからないが、容量の問題だと言われたら何となくすっきりとする。

　多分、この『街』には人口は一定数以上いてはいけないのだろう。

　それでどう不都合があるかは不明だったが、そのように世界ができているというのなら──

　是ぜ空くうに自分の意見を聞いてもらおうかと思っていたので、自分でもはっきりとしない推論を口にしていたミギアであるが、「子供ができる？」と、どうしてか解わからないのだが、そんなことに何な故ぜか引っかかっているようだった。

「子供が、どうしたの？」

「…………いや。何となく解わかっていたことだが、今、確信できた」

「何が……？」

「内緒」

（三回くらい殺そう）

　まずそのためには、『神殿』に行って『護符』を買ってから外縁部……はもうないから、とにかく『街』の外に出なくてはならないけれど。

　この非常時である。

　各クランの全てのギルドに待機命令が出ていた。しばらくは勝手に出歩くことはできない。

（もっとも、プレイヤーである是ぜ空くうには関係ないかもしれないけれど）

　クランもギルドも関係ない。

　この『街』をただ訪れただけの是ぜ空くうには。

　そう言うと、是ぜ空くうは案に相違して「不ま味ずいな」と言った。

「どうして？」

「迂う闊かつだった。『街』がこんなことになったら、みんな原因究明を始める」

「……そうね」

　だけど、それがどうしたというのだ。

　原因が何かなんて、それはきっと誰にも解わからないだろう。ミギアだって是ぜ空くうが『街』が本来の姿を取り戻したと言われて、漠然とそうなのかもしれないと思っているくらいだ。仮にそれが本当だとしても、それは是ぜ空くうが何かしたから、あるいはプレイヤーが来たから『街』が戻ったのではないのかもしれない、とも思う。もしかしたら何も関係がないのかもしれない。

　とにかく何もかもはっきりとしない。解わからない。

　だから、原因究明なんてしたって、何かが解わかるとも思えなかった。

　それともあるいは、自分達の知らないところにある真実を、『街』の誰かが見つけ出してしまうということもあるのだろうか。

　それはそれで、何も問題はないような気もする。

　是ぜ空くうが「不ま味ずいな」と言う理由がさっぱり解わからない。

「……まあ、原因は解わからんだろうが……それですむはずがない」

「だけど、調べても解わからないことは、どうしても仕方がないと思うけど？」

　何を気にしているのだろうか。何を言わんとしているのだろうか。

　是ぜ空くうはこちらを何かもどかしげに一いち瞥べつしたが、やがて、嚙かんで含めるように。

「あれだけのことがあって何も解わからないまま──となると、誰も安心できなくなる」

「…………えーと、」

　言われてみれば、そんな気がする。

「それで不安が広がると、パニックが起こりやすくなる」

「パニック？」

「もしかしてだが、ここにはその言葉はないのかい？」

　それこそ不安げに尋ねる是ぜ空くうであるが、ミギアは首を振った。

「いや、あるわよ。パニック。だけどそんなのは戦闘中に起きるようなことで……」

「──やっぱり、不ま味ずいな」

　是ぜ空くうはミギアの言葉を遮り、「不ま味ずい」と繰り返した。

「百年間、この『街』は──ステージはというべきか。ここは平穏だった。地震のような災害もない。ただひたすらに冒険者と年寄りを次のステージにやることだけを繰り返していた」

「それは──そう、だけど」

　是ぜ空くうの言葉は身も蓋もなかったが、よく考えるとそれは一面の事実ではあった。ただ、それを真正面から受け止めるのには今のミギアは若すぎたし、そして今この時に「不ま味ずい」と言いながらそれを告げられるのも意味が解わからなかった。

「そんな、誰も災害を経験していない都市での、未曾有のできごとだ」

「だから!?」

　──いい加減、是ぜ空くうの回りくどい言い方にも腹が立ってきた。

　この異邦人は、一体何が言いたいのだろうか。

「パニックが起きるぞ」

「え──いや、だけど、戦闘中でもないのに……」

「起きるんだよ。いくら調べても何も解わからず、不安だけが募っていけばな」

「────」

「そしてここにはかつてそれを体験した者もなく、知識もない。だから、止める者もいない」

「────」

　是ぜ空くうは窓へと身体からだを向け、覗のぞき込こむ。

「大混乱の直後は、それこそ何をしていいのかも解わからずにおとなしくしていただろうが、一旦落ち着いてから、調べても何も解わからない──解わからないことが解わかれば、原因を求めて騒ぎ出すぞ」

「…………ッ！」

　ミギアも窓に駆け寄って是ぜ空くうと立ち並んだ。

　大勢の足音と──怒声が聞こえた。




　　　◆　◆　◆




　是ぜ空くうの言葉の通り、『街』の各地では混乱が起きていた。

　原因の解わからない大災害は、確実に『街』の住人達の精神を消耗させていた。さすがにその直後は何が起きたのか解わからずにおとなしくしていたが、夜が明けると調査状況も一般職の者達にも伝わっていった。外縁部では消失ロストしただろう者がいたこと、そして何でこんなことが起きたのか、その事情が全く解わからない──そんな事実が広がっていくと、不安が増していった。

　この『街』の者は眠らない。

　眠るという行為が、この『街』の住人にはなかった。ゆえに夜通しで冒険者達は働き、それ以外の一般職の者達もそれに期待していた部分がある。こんな訳が解わからないことも、何かしら原因がはっきりするだろうと。

　だからこそ、夜が明けて何も解わからないということに皆が失望した。

　失望は容易に怒りとなった。

　あるいは、より強い不安を呼び込んだ。

　あるクランは前ぜん代だい未み聞もんの事態に所属する全ての冒険者を呼び寄せ、自分らを護衛させ、また別のクランはやはり護衛させつつも、一部を調査のために各所に派遣した。

　この『街』には統合された意思というものがなかった。全ての者がただ「しきたり」という過去のいつ誰が定めたのかも解わからぬ掟おきてを護まもり、繰り返し、続けてきた。それだけで、ことは済んだ。そして悪いことに、『街』の治安をどうするのかについての「しきたり」はなかった。これもいつの間にか決められたルールはあったが、遥はるか過去からある「しきたり」ではなく、そしてこの『街』が長く安定していたがために、このような不測の事態にどう対処するのか、そのことについては言及されてなかった。

　だから各クランは別々に活動していたが、それらは当たり前のように軋あつ轢れきを生んだ。

　殺気立った者達が駆けずり回っているのだから、それは当然のなりゆきであったが。

　幸いにも、『街』の中では基本的に誰かにダメージを与えることはできない。それができた区域は限られていて、そしてなくなっている。

　だから、混乱も最小限に──ということには、ならなかった。

　お互いにダメージを与えられなくとも捕縛技術はある。それらを駆使した争いは、決定打にならないが故に膠こう着ちやく状態を作り出し、拮きつ抗こうを生み出し、より不満を高めたのであった。




　そして、爆弾が投下された。




　それは、クランシーのギルドの者達によって落とされた。

　持ち回りの『城』の案内人の仕事に行った者が帰ってきていない──ということには、夜中の時点で気づいていた。ただ、夜闇の中での混乱は誰もが避けたかったので朝まで待った。

　朝まで待っても帰らなかった。

　その時点ではまだ可能性は色々と考えられた。仕事帰りに外縁部に立ち寄って消失の憂うき目めに遭った……という最悪の展開から、誰かとの小こ競ぜり合あいに巻き込まれて捕縛されてしまったものであるかもしれない。そんなに心配しなくても、人が良いいやつのことだから何ど処こかで誰かの手伝いをしているだけではないか、などなど。

　あらゆる予測は、全てが外れた。

　彼は『王様』になっていた。他にどう言っていいのかも解わからなかった。

『城』の中で、昔話に出てくる王様の姿になり、何をどう聞いても何も返答せず、それどころか力ずくでそこから動かすこともできない。

　ただ、生きているというのは解わかる。

　生きているだけの、ただの人形だった。

　……これが何を意味するのか、当然ながら解わかった者はいない。

　異常であるとだけ解わかった。

　クランシーの者達は、これが大激変のせいでこうなったのだと見み做なした。他に理由は考えられなかった。本来ならば、彼らとてももう少し冷静に判断しようとしていたはずだ。少なくとも安易な決めつけはしなかっただろう。

　だが、この異変の後で仲間の異常という事態に遭遇し、クランシーの者達は冷静さどころか理性さえも失ったようだった。無理からぬ話である。彼らは原因を求めて『街』に闇雲に出回った。そして異常を触れ回った。

　意味不明の事実はただちに伝言ゲームで歪ゆがめられ、さらに意味不明の噂うわさになった。

　自治組織が機能せず、流言蜚ひ語ごが飛び交うようになれば集団ヒステリーは目前である。




　そして彼らは、クランエフのギルドと接触し──




　　　◆　◆　◆




「──是ぜ空くう、ミギア！」

　是ぜ空くうの部屋へと息せき切って駆け込んできたのは、冒険者ギルド【ホーネット】のマスターであるヒロイだった。

「面倒なことが起きた」

「……と、いうと？」

　窓の外へと視線を向けたまま、ヒロイへと言葉を返す。

　それを無礼と見み咎とがめず、ヒロイは言う。

「タカイが──と言っても解わからんか。とにかくうちのギルドのメンバーが、どうにもあんたのことを他のクランの連中に話したらしい」

「ほう？　俺がプレイヤーだとか、そういうことをか？」

　軽くそう言った是ぜ空くうに、「プレイヤー？」と素っ頓狂な声を上げるヒロイ。

　是ぜ空くうはさすがに窓から目を離し、意外そうにミギアを見た。

　ミギアは「あ」と口を押さえた。

「──言ってないのか。ちゃんと上司に報告しないってのは、あんまり、感心しないな」

　咎とがめるような口調になっている是ぜ空くうに、ミギアは理不尽さを覚える。

　彼女が是ぜ空くうのことをヒロイに詳しく報告しなかったのは、あの場で話をややこしくしたくなかったからで、是ぜ空くうもその時は自分の意を汲くんでくれていたと思ったのであるが、あくまでもそれはあの場限りのものだったらしい。

　よく考えれば彼からは特に口止めも頼まれてなかったし、別に誰かに言うのも問題はなかったのかもしれなかった。

　ヒロイは二人の顔を見回してから気を取り直し。

「プレイヤーというのは……いや、それはいい。今はいい。そのことは後で聞くとして、とにかくあんたのことを得体の知れない何者かということで、話した」

「ほう」

　是ぜ空くうは特に慌てている様子はない。

（得体の知れない何者か、というのも本当だしね）

　とミギアは思う。それ自体はやはり間違っていない。

「それを聞いた連中が騒ぎ出した。なんだかよく解わからんが、この異変の原因はそいつのせいじゃないかとか、あとクランシーの連中も、昨日に珍しく『城』に入ったサムライタイプの剣士ってのを探していて、それがあんたじゃないかって言い出して」

「あー」

　是ぜ空くうはどう言ったものか迷っているようだ。

（この異変の原因がどうであるかはともかくとして、『城』に入ったサムライタイプの剣士というのは間違いなく是ぜ空くうのことよね……）

　クランシーの連中が探しているというのも、ついさっきまで忘れていたが『王様』になってしまった槍やり使いの件だろう。

　しかしそれがどう面倒だというのだろうか。

　ヒロイは言う。

「奴やつら、とにかくその怪しいヤツを出せ、と騒いでいる」

「え……？」

「──だろうなあ」

　ミギアが納得がいきがたい展開に声を上げたのに対して、是ぜ空くうはごく当たり前のこととして受け入れてしまったらしい。

「訳が解わからないことが起きた時に訳が解わからない奴やつがいたら、そいつを怪しむさ。まして──」

　是ぜ空くうはそこまで言ってから、天井へと顔を上げる。

　そして眉根を寄せて寝床に置いてあった刀に手を伸ばす。

「──是ぜ空くう？」

　ヒロイは言ってから、何かに気づいたような顔をして『窓』を表示させた。

　スキル：気配察知。

　通常、戦士のスキルは多くが『街』では使用できないものではあるが、幾つかは例外がある。気配遮断もその一つだ。

　天井の一点が赤く輝いた。それは遮蔽物の向こうに何者かがいたということの証明だ。

　そしてそれは、ミギアにもすぐさま事情を飲み込ませた。

「盗賊がいたの!?」

「それも、ニンジャタイプだろうな。──是ぜ空くう、あんたはスキルなしに気づいたというのか？」

　ヒロイは感心しているようであるが、是ぜ空くうは顔を顰しかめていた。

「さすがに、現役から離れていると鈍くなる。さて、何ど処こから聞かれていたものやら……」

　その呟つぶやきの直後、《黄金の鹿》亭の裏門から衝撃音が響き渡った。




「襲撃!?」

　その時の《黄金の鹿》亭は、二階の是ぜ空くうら三人以外には一人だけ一階に残っていた。

　ヒロイの従者としてついてきた少年は、しかしまだ冒険者となる年齢には達しておらず、それでもレベル２の戦士だった。

　片手に持った短槍を咄とつ嗟さに構えるが、店の奥から爆音の直後に現れた者を見て悲鳴を上げかけた。それを嚙かみ潰して槍やりの穂先を突き込んだのは見事の一言に尽きた。例えそれが相手にダメージを与えられずとも、移動の障害にはなる。一瞬でも邪魔をできるだけでも、見張りの任についていた者としての役目を果たせたと言えるだろう。

「未熟」

　だが、奥から聞こえた声と共に彼は自分の足が地面から離れたことに気づいた。

　次の瞬間に背中から地面に叩たたきつけられ、そしてあっという間に縛り上げられていた。




「……ほう」

　是ぜ空くうは刀を腰に差し、階段を上る足音を耳にして感心したように声を上げた。

「──どうしたの？」

「解わからん。だが、ヤバい──な。何かヤバイ奴やつが来る」

　それだけを端的に告げた是ぜ空くうは、ミギアの腕を摑つかむと軽く跳躍して窓の縁へと足をかけて飛び降りた。全く躊躇ためらいのない行動だった。




「お前は──」




　ヒロイの声は二階から聞こえた。

　そして二人に続けて彼も着地した。違っていたのは、空中でバランスを取り直したことだ。彼は自分から飛び降りたのではなかった。

「──是ぜ空くう、ミギア、逃げろ！」

　体勢を整えて剣を抜き、ヒロイは叫んだ。

　背中から「え!?　何、何が起きたの!?」と戸惑った声のミギアの声が遠くに聞こえた。

　さすがというべきか、是ぜ空くうはヒロイが叫ぶ前に駆け出していたらしい。

「──逃げられたか」

　ヒロイの前に着地して、そう言った者がいた。

「……外縁部に対人に特化した技が受け継がれているという噂うわさがあったが──まさか本当だとはな」

　剣を上段に、是ぜ空くうと対たい峙じしたように構えたヒロイは、小さくそう呟つぶやいた。







　クランエフが怪しい者を匿かくまっている、という噂うわさは爆発的に『街』全体に広がった。

　そしてそれはただちに騒乱を呼び起こした。

　不安と不満が折り重なっていた中で、流言蜚ひ語ごの飛び交う中で、その話はまさに格好のはけ口となったのである。

　この世界がゲームだと判明して百年が過ぎた。

　百年、『街』の住人達は外へと冒険者を派遣して、あるいは次のステージへと旅立たせた。それだけだった。

『街』でのトラブルはその百年でなかったわけではない。だが、それはこのような大規模なものではなく、そしてこのような訳が解わからないものでもなかった。彼らはこのような状態に全く免疫がなかった。

　混乱と騒乱は、瞬またたく間まに『街』全体を飲み込んで行った。




　　　◆　◆　◆




「ねえ是ぜ空くう！　何が起きたの！　何が来たの！」

「解わからん」

　是ぜ空くうはすでにミギアの腕を離しているが、彼女は自分から彼に並走していた。

「解わからんが、ヤバいヤツだ」

「ヤバいって、それだけじゃあ……」

　ミギアは口をつぐむ。昨日出会った時、高レベルモンスターを前にしても余裕を崩さず、クランエフのギルド随一の戦士を前にしてなお平然としていた男が言う「ヤバい」とは、それは一体どれほどの脅威なのか。

（まさか、『街』の中にもモンスターが出るようになった……？）

　是ぜ空くうは基本的なルールは変わっていないというが、それが勘違いでモンスターが『街』の中で現れるようになってしまったのかもしれない。

　いや、外縁部にはごく希まれにだがモンスターが現れたという記録があったような気もする。それが是ぜ空くうの言う通りに元々は『街』の中ではなかったのだとしたら、そのことの証明であるのかもしれないけれど。

　だが、それを聞いた是ぜ空くうは「違う」と言って立ち止まった。

「……しかしさしあたっては、何ど処こに逃げるかだな」

「え」

　もしかして闇雲に駆け出しただけなのだろうか。

「んなわけはないだろ、お嬢さん」

「ミギアよ──、って、今そういう余裕見せている場合じゃないでしょ?!」

「そうだったな、ミギアお嬢さん──人の気配の薄い方向を目指したが、どうしたものか」

　そう言って是ぜ空くうが顔を向けた方向に何があるのか、ミギアにはすぐ解わかった。この『街』の正門がある方角だ。『街』の様子がかなり変わっているので一瞬解わからなかったが、特徴的な正門の形は相変わらずのままだった。

「是ぜ空くう……？」

「外に出ようにも、すでにこの調子だと塞がれているだろうな」

「────！」

　言われてみれば、そうだ。

（そうだ。《黄金の鹿》亭に襲撃があったということは、クランエフの支配区域にも）

　さすがにことここに至ってはミギアも是ぜ空くうの言う通りに『街』全体にパニックが起きるということを信じざるを得なかった。

　いくら怪しい誰かがいるからって、ギルドの溜たまり場ばに何の予告もなく襲撃を仕掛けてくるなんて正気とは到底思えない。しかもギルドマスターのヒロイの居合わせているところにも容赦なくとは、全面的な抗争を始めるようなものだ。

　ギルド同士の抗争は例がないわけではないが、さすがにこんなのは聞いたことがない。

「……『街』の中では殺されないだろうが……何か他に例外があるかもしれんし、縛られて外に出てからなぶり殺し──なんて事態もあるか」

「さすがに、そこまではしないと思うけど……」

「パニックになっているからな。あまり理性には期待できんぜ」

　ふーむ、と腕を組み、しかし是ぜ空くうはすぐさまミギアの腕を摑つかんで手近な店に入り込む。

「いたか!?」

「虱しらみ潰つぶしに探せ！」

　……あれは確か、クランワイの、外縁部にいる連中だ。

　その程度のことはミギアにも解わかったが、彼らは戸惑いながら、おっかなびっくりという様子でいちいち周りを見回している理由はすぐには解わからなかった。

（あ、そうか。昨日、『街』の道とかそういうの全体的に変わっちゃったから！）

　道理で、追手達がなかなか追いつけないはずだ。ほとんど地理に明るくない是ぜ空くうは適当に駆け回り、元からの住人達はかえってよく見知っているが故に迷ってしまうものなのだろう。

　そういえば、《黄金の鹿》亭にも近くに人が集まりつつもどうやら少数での襲撃だった。もっと大人数で押し寄せて包囲されていたら、ここまで逃げ延びることもできなかったに違いない。

　運が良かった、と言うべきなのだろうか。

　追手はやがて何ど処こかに行ってしまったが、是ぜ空くうの方を見ると腕を組んで何か考えていたが、「しかし、ジリ貧だな」と言った。どうやら名案は浮かばなかったらしい。

「最悪、殺されても俺は戻るだけだが……このままほとんど何も解わからず帰るのも業ごう腹はらだな」

「それはどういう……？」

「もう少し粘りたいものであるが……」

　ふと気づいたことがあったように、ミギアを見る。

「そういえば、『護符』とやらの買える『神殿』は、すぐ近くにあるのか？」

　そういえば、この近くだったかも、とミギアは窓から少し顔を出して見た。

　見覚えがある尖せん塔とうが視界に入った。

「そっか。『護符』もないなら、一度殺されただけで消失しちゃうものね」

　忘れていたが、是ぜ空くうは『護符』を持っていない。ミギアも『丘』に行った時は持ってなかったが、今はさすがに持っている。実は是ぜ空くうが「寝る」と部屋で気絶していた間に、その時は驚きはしたものの、通常の気絶状態ならばしばらく放置していたら覚醒しているはず……と少し離れて自宅に戻って装備しなおしていたのだ。

　戻ってもなおそのまま気絶していたので、ミギアは心配でずっと傍かたわらにいたのである。

　是ぜ空くうは自分の『窓』を表示させ、所持金を確認していた。

「金はある……か」

「！　これだけあれば、三十個は買えるわよ」

　見たことがないような──と言うと大げさだが、かなりの額だった。これだけの金を集めるのには、かなりの冒険をしつつ吝りん嗇しよくしておかないといけないはずなのだけど。

　是ぜ空くうは「チートだよ、チート」と、面白くもなさそうに言った。

「ちーと？」

「レベルは弄いじれないが、所持金だの初期装備は運営側の裁量次第という話だからありがたく」

「いや、だから、」

「何でもないよ、ミギアお嬢さん」

「…………お嬢さん、も、いい加減やめて」

　是ぜ空くうは、ようやく笑った。

「はいはい、解わかったよ。──ミギワちゃん」

　──そう呼ばれて、彼女は思わず息を止めた。




　　　◆　◆　◆




　……『丘』に光が降り立っていた。

　その数は一つや二つではない。

　二十、三十、四十……ざっと、三百近くあった。

　それらはその場で肉体を持ち、やがて声もなく、一糸乱れることなく編隊を組んだ。

「──隊長、全員揃そろったのを確認しました」

「よし。では、作戦開始」

　彼らは全員が一様の衣装だった。濃緑色の、顔の見えないように黒いマスクをつけていた。

　そして手に持っているのは、黒い自動小銃。




　本来この世界にはありえない、近代軍隊であった。













　ＡＣＴ．４







「……誰が監修したんだ？」

『神殿』を見ての是ぜ空くうの感想がそれだった。

「どうしたの？」

　ミギアは怪け訝げんそうに話しかける。どうして是ぜ空くうが怒っているのか、その理由が解わからなかった。

『神殿』はこの『街』でも特に荘そう厳ごんな建物で、ほとんど何もない『城』に比べても人の出入りが多い。それは護符を買い求める者が後を絶たないというのもあるのだが、やはりそれなりの見応えがあるからだろうと思う。

　勿もち論ろん、『街』に住んでいる者にとっては何度も来るので見慣れてしまうのであるが、それは逆に言えば親しみがある場所であるとも言えた。

　そんな場所に対して、是ぜ空くうが何な故ぜか不機嫌そうな目を向けていた。

「いくらなんでも、サグラダファミリアはないだろうさ……」

「──は？」

「何でもない」

　是ぜ空くうは正面入り口へと足を進めた。

　どうやら今日は冒険者全員が外に出ることを自粛しているということなので、『護符』を買い求める者はいないらしい。

　あるいは、『護符』どころではなく『街』の者全員が怪しい誰かを求めているのかもしれない。

（たまたま、まだ誰も来ていないだけかしら……）

　いずれ追及の手はここにも伸びてくるだろう。

「その前に買えるだけの『護符』を買えれば、是ぜ空くうが生き延びる可能性も少しは増える」

「……他ひ人と事ごとみたいに言っている場合じゃないと思うがな」

　前を行く是ぜ空くうはぼやくようだった。

（そっか。是ぜ空くうを匿かくまっていたということになって、クランエフの関係者は全員、みんなに襲われるかもしれないのよね）

　今一つどころか、全くもって納得いかないのであるが。

　集団ヒステリーだとか集団パニックだのという概念は彼女にはない。是ぜ空くうのことで誤解されていることは解わかるのであるが、皆がここまで冷静さを失ってしまっているのは理解できない。

『街』のあちこちで騒ぐ声が聞こえていた。まるでモンスターの群れが暴れているようだった。これが彼女が生まれてから親しんできた『街』の者達なのだろうか。何かおかしな呪いか魔法でもかけられてしまったのだろうか。そう思えるほどだった。

「訳が解わからないことが起きていると、そういうことも起きる──とでも覚えとけば良いいさ」

　是ぜ空くうは言いながら通路を歩き「ガワだけか」と、これもやはり苦渋の滲にじんだ声を出した。

「──妙だな。『闘技場』の方は、通路も本物そっくりに作り込まれていたっていうのに」

　それっきり何も答えなかったが、ふと足を止めた。

「────どうしたの？」

「ち。そう甘くもないか」

「是ぜ空くう？」

　是ぜ空くうは答えず、足早に通路を進みだした。

　そして両開きの扉を開けた。

「……ここは、何でここが……？」

　どうしてか言葉を失った是ぜ空くうは、しかし即座に目を細めて振り返る。

「？　────！」

　釣られてそちらを見たミギアは、危うく悲鳴を上げかけた。




　小柄な少女が立っていた。




　金髪で、短い二本のおさげをぶら下げた、袖なしの革かわ鎧よろいを着た女の子。素肌の見える両腕は白い。瞳は緑色だった。ミギアはその少女のことを知っていた。少女と言っても、実際に自分とそんなに歳としが変わらないと知っていても、かなりの脅威であることも承知していた。

「エリア・ミカド＝クランワイ……！」

　外縁部の氏族であるクランワイの冒険者の中でも、『丘』に初めての冒険に行ってから二年も経たたずにレベル25に達したという、凄すご腕うでの盗賊だ。他のギルドの冒険者にはあまり興味がないミギアであるが、さすがに年の近い世代で頭角を現した者のことは知っていた。

「…………その男がプレイヤーか」

　エリアは、そう言った。感情の感じられない、抑揚のない声だった。

「知っているということは、天井裏で盗み聞きしていた──はずもないか。あの時に下からきたのがお前さんだよな？　ということは、盗み聞きしていたのは仲間ってことか」

　是ぜ空くうは言ったが、それは質問でもなく、確認ですらもなかっただろう。ただ自分の思考を声に出して整理しただけのようである。

　そしてミギアは、是ぜ空くうの言葉に愕がく然ぜんとした。

（それって──）

　是ぜ空くうは言ったはずだ。あの時、階段を上ってくる相手を「ヤバい奴やつ」だと。

　そして彼は一目散に逃げ出したのだ。

　エリアは告げた。

「……【ホーネット】のヒロイは捕縛した」

「ほう」

　衝撃的な言葉に、だが是ぜ空くうは驚いた様子もない。

　ミギアの方は驚きはあったが、ありえるとは思っていた。頰をわずかに痙けい攣れんさせただけだ。

　ギルドマスターとは言えど、『街』での戦闘力がないのは他の冒険者と同じだ。高レベルのスペックは健在だろうが、相手にダメージを与える手段がない。一応は素手による打撃で痛みを与えることは可能ではあるが、それもある程度の制限がされ、死ぬようなことはなかった。剣などは当てることすらできもしない。そんな状態では一桁台の低レベルの者でも、十数人がかりで囲めばギルドマスタークラスの者でも取り押さえることができるだろう。

　だが、ミギアは直感していた。

　ヒロイを捕縛したのは大人数による人海戦術などではない。

（こいつが……このエリアがやったんだ……！）

　するりとエリアは足を進めた。

　それに応じるように是ぜ空くうは後ろに下がり、その隣に並んでいたミギアもまた下がる。

　二歩、三歩と続けていき、二人は『神殿』の中にまで入り──

「……先に行って、『護符』を買っておいてくれ」

「──え？　そんなこと、あ、是ぜ空くう──!?」

　ミギアの叫ぶ暇もあろうこそ、是ぜ空くうはそう言ってから刀に手をかけてそこから前進した。

　エリアは通路の床を蹴った。

　是ぜ空くうの腰から生まれた光の閃ひらめきは、刹那の間をおかずにエリアに殺到した。

　それが当たる寸前に空中で固定され、逆にエリアの縦拳の突きが是ぜ空くうの鳩尾みぞおちに入り込む。

「────ッ」

　体当たりのような当身に吹き飛んだ是ぜ空くうは『神殿』の床の上を転がり、ミギアの隣を越えたところで何事もなかったかのように立ち上がった。

　そこから是ぜ空くうはゆうるりと、しかし鮮やかに刀を収めて両手を広げて中段に構え──




　エリアは跳躍していた。




　通路の出口からの、ミギア二人分近くはあろうかという高さにまでの飛び蹴り。

「ちっ」

　是ぜ空くうは転身してそれを躱かわした。

　いかに小柄とは言っても一人分の質量そのものに対しては迎撃はできなかった。これが『街』の外ならば先程の抜きつけの構えを見せるなりして、相手の躊ちゆう躇ちよを呼び起こさせることもできたのであろうが、『街』の中では武器は有効ではない。

「『街』では相手を殺せないってのは、こういうことか」

　構えを崩さず、しかし是ぜ空くうはぼやいた。

　ミギアはここで刀を使おうとするなどバカなことを是ぜ空くうがしたのか、ようやく飲み込めた。

（そうか。是ぜ空くうにはこの『街』のルール、頭で解わかっていても実感はなかったんだ……！）

　この『街』で生まれ育った者にとっては自明であり常識でもある絶対のルールであるが、是ぜ空くうにとってはそうではない。

　ミギアにとっては集団でパニックが起きるという事態が、理屈は解わかっていてもなんだか納得し難にくいように、是ぜ空くうにもこの『街』のルールが身についてはいなかったのだろう。

　──とはいえ。

　高レベルの冒険者と対たい峙じしたのならば、あれだけの殺意とも言うべき険しい眼まな差ざしを向けられてしまったのならば、自分達であろうと、そういうルールだと知ち悉しつしながらも武器を構えてしまうかもしれない。

「……今のは、『居合』か──しかし、スキルではないな」

　ぽつりと、エリアは言った。

　先程の是ぜ空くうが立っていた位置で、こちらも手を中段に構える。

　身体からだの中心を隠すように配置された左右の手は、奇くしくも是ぜ空くうのそれと同じものだ。

「スキル？　ああ、マニュアルで読んだな。サムライタイプのスキルには『居合』があったか」

　是ぜ空くうも言う。

　冒険者には幾つものタイプやスタイルがあるが、戦士職の中でもサムライタイプと呼ばれる者には『居合』と呼ばれるスキルがある。

　これは戦闘中に納刀して、そこから通常に倍する速度と威力で剣撃を放つことができるというものだ。それだけを言えば便利なものであるが、使用した直後は数秒の硬直が生じるという欠点がある。ゆえに使う機会は次の一撃で確実に相手を倒せるという場合に限られていた。

　対人戦闘に際しての使用は、モンスター相手のそれよりもさらに難しい。何せ刀を収めた瞬間には相手の意図が読める上に、軌道も丸わかりなのだ。抜き打つタイミングを見誤らなければどうとでも対処されてしまうものであった。

　しかし、是ぜ空くうの先程の抜き打ちはそういうものではない。

　抜き打つ瞬間まで、もしかしたら、刃がルールの問題で停止するまで、その閃ひらめきはミギアの目には止まらなかった。

「お前さんも、スキルじゃない技が使えるみたいだな。拳法かと思ったが、違うな──『合気』か」

　その言葉にどういう意味があったものか。

　エリアの目が微かすかに細められた。

「アイキ？」

　声に出したミギアには、二人共一いち瞥べつたりともくれることはない。

　二人は同じ構えのままで、ゆっくりと間合いを詰めていく。

　右前の半身は崩さず、僅かに前に出た右に、左足が引かれるような、そんな動き方だ。

　心なしか、是ぜ空くうの方が淀よどみなく動いているような気がしたが。

　ふと──

　まるで剣を振りかぶるようにして上段に是ぜ空くうの両手が上がった、とみるやエリアが滑るように一気に距離を縮めた。

　その速度は高レベル冒険者に相応ふさわしいもので、レベル３のミギアには解わかるはずもなかった。

「────」

　無声の気合と共に突き込まれた右の拳は、先程のように是ぜ空くうの鳩尾みぞおちを狙ったものであったのか、槍やりの一突きにも似たそれは、次の瞬間には是ぜ空くうの身体からだを突き抜けていったかのようだった。

　それが是ぜ空くうの絶妙な体捌さばきによる転身動作のなせる技であったと、果たしてこの場にて理解できた者がいたかどうか。

「…………ッッ！」

　エリアでさえも自分の拳に当てた感触のないことに驚きよう愕がくの顔を隠せず、そのまま是ぜ空くう同様に転身した時、目の前に突き出された拳を見て目を見張った。

　それが自分に当たることはない距離で停止しても、エリアは咄とつ嗟さに摑つかんでしまっていた。

　刹那の後の表情の歪ゆがみは、それがどういうことになるのかを知っていたからか、それとも自分の足が宙に浮いたことに対する恐怖の発露であったか。

　顔から床に叩たたきつけられるのを手でかばい、さらに全身の筋力を総動員して身を捻ひねった。

「おお────ッ？」

　続いての驚きは、是ぜ空くうの口から漏れた。

　踏み下ろした踵かかとは、ついさっきまでエリアの頭がある位置を通り抜けて床を打っている。

「…………っ」

　エリアは四よつん這ばいになるように着地しながら、険しい眼まな差ざしで是ぜ空くうを睨にらみつけた。

　そこから二人は体勢をゆっくり立て直し、再び同じ構えをとった。

　ミギアはその二人の中間の、やや中心から外れた位置に立っている。

（今のは……何？）

　彼女だって冒険者である。この『街』の住人でもある。素手の戦いも見たことがあるし、本当に基本的な、触り程度の心得はないでもない。

　だが、今この二人が見せたのは、そんな彼女の知識や知見が全く及ばない領域のものだ。

「技の練りは、俺の習った流派でいうと二段か三段かってところか」

　是ぜ空くうの声は、何ど処こか嬉うれしそうだった。

「だが、身体能力が違い過ぎる。拍子があわねえ……」

「こちらも驚いた。よもや本当に『合気』を知っているとは」

「まあ、剣とは違って合気は余技だ。何だかんだと教授代理まではいったが──鈍ったな」

　是ぜ空くうの言葉は、やはり何一つ意味が解わからない。それはミギアだけにではなく、エリアにもそうだったらしい。微かすかな困惑がその顔をかすめた。

「『合気』は私のクランの秘伝の技だ」

　エリアの声はそれでも静かだった。

「はるか昔より受け継がれ続けてきた──と聞くが」

「昔より受け継がれた、か」

　その時、是ぜ空くうの顔に笑みが浮かんだ。何か懐なつかしいものに出会ったような、そんな笑みだ。この少年がこの世界に来て、ミギアの前で何度か見せた、歳としに似合わない笑みだった。

　それもすぐに引っ込めて、是ぜ空くうはぼそりと呟つぶやく。

「いずれ、厄介なことには変わりない。感じていた以上に、ヤバいな」

　その言葉は誰に告げたものか。

　そのまま無言の対たい峙じは、果たしてどれほどの時間続いたものであったか、気づけば二人はミギアの前にいた。

（…………！）

　互いが手を伸ばせば相手を打てるという距離になって、しかし二人はそのままだ。

　そこから、今度はエリアの両手が上段に持ち上がった。剣を構えるかのようだった。

　するりと是ぜ空くうは進み、こちらも両手を差し出した。

　左右それぞれの手刀と手刀が交差した時に何が起きたのか。

　何も起きなかった。

　二人は手を交差させたままで、動きは完全になくなった。

（──違う）

　ミギアにも、ことここに及んでようやく理解した。

　これは剣だ。

　二人が使っている技術は、素手による剣なのだ。

　それもこの『街』で生まれた、モンスターと戦うためのものではない。

　人と人が戦うために生み出されたものなのだと、ようやく気づいた。

　ようやく理解した。

　そしてそう気づくと、クランワイの盗賊と、プレイヤーのサムライは膠こう着ちやくしているのではなく、拮きつ抗こうしているのだと解わかった。

『神殿』の中心にて手刀同士で鍔つば競ぜり合あいをしていたのだ。

　と。

　エリアの身体からだが反転し、それに引き寄せられるように是ぜ空くうの腕が引き込まれていく。そして次の瞬間には是ぜ空くうの腕と肩の関節を固めてうつ伏せに床に押さえつけていた。

（是ぜ空くう────!?）

　そしてミギアは、そこで咄とつ嗟さに腕を振っていた。

「ッッッ!?」

　眼めの前まえのちょうどいい位置にきたエリアの頭を、ついぶん殴ってしまった。

　あまりの予想外のことに、エリアはミギアを睨にらみつけてしまったが。

　抱え込むようにしていた是ぜ空くうの腕が、いつの間にか自分の襟元に指をかけていたということに気づかなかった。

　そして腹にかけられた足──

　是ぜ空くうは床の上で身体からだを返していた。

　いつの間に、どのようにしてそれを可能にしたのか。

　次の瞬間にはエリアは蹴り上げられるように身体からだを持ち上げられ、頭から床に転がされた。

「…………ッッ！」

　エリアは思いもかけずに勢いをつけて転がされ、そのまま祭壇まで辿たどり着つき、そこで体勢を整えて立ち上がり。




　是ぜ空くうは目の前にいた。




「──────ッッッッ」

　エリアは自分の顔を覆うようにして差し出された手を払い退けようとして、全身の筋肉を硬直させて停止した。そして慌てて後ろへと跳躍し、祭壇の向こう側へと着地する。

　その時になって、ようやくミギアが声を出した。

「──是ぜ空くう、『護符』は自分で買わないといけないの」

「あ────ああ？」

　そちらを見ずに眉をひそめた是ぜ空くうは、しばし考えて諦めたように頷うなずく。

「そうか。それがここの常識ということなんだろうな」

「……ごめんなさい」

　言うのを忘れていた──というよりも、そんなことを言わなければならない、ということを意識すらしていなかった。是ぜ空くうがこの『街』の常識に疎うといのは知っていたはずなのに。

　そして今になってようやくそのことを口にしたのは、さっき是ぜ空くうに指示されたことに対する言い訳と、あと一つ。

「祭壇に向かって、買うという宣言をすれば自動的に付与されるわ」

「？　なるほど……」

　エリアは祭壇の向こう側で呼吸を整えている。

　とりあえず彼女をどうにかしないと、この『神殿』に来た用件をすませられない。

「よく解わからんが、システム的にそういう仕様になっているということか」

　そんなことをぼやきつつ、しかし何かに気づいたように目を大きく開けた是ぜ空くうは、溜ため息いきを吐いて構えを解き、両手を下げた。

「…………何のつもりだ？」

　祭壇の向こう側で、こちらは困惑しつつも構えを解いていないエリアは問う。

　是ぜ空くうはその問いかけを無視して、ゆっくりと歩み寄る。

「エリア──エリカか、エリナが本名かね」

「…………答える必要はない」

「そうか。しかし面白い風習だな。名前の最後の音は、母音にするなんていう──」

　それもこの『街』での当たり前の常識だった。漢字は真名の時にだけ使用するもので、その真名はクランの者、あるいは自分の親族以外の者にははっきりと解わからないように、名前の末の音の子音を母音にする。

　これも「しきたり」の一つであるが、どういう事情があるのかは、誰も知らない。

　もっとも、名前のバリエーション的に母音から子音が何かというのは何となく推論できるもので、真名を別のクランの人間が当てるということは普通にあることだった。それ故にエリアも是ぜ空くうの言葉の無遠慮で非常識さには少し苛いらついたが、それはそれとして是ぜ空くうがどういう意図をもってしてそんなことを聞いたのか、それを考えていた。

　エリアを苛いらつかせるのが目的なのだろうか。

　それともあるいは。

　是ぜ空くうは祭壇を挟んでエリアと向かい合った。

　そして。

「『護符』をいただこうか」

　──そんな、正気とも思えないことを言った。

　ミギアは状況を改めて考えた。

　外にはもしかしたらこの『街』の全ギルド、あるいは全クランの、全ての住人がクランエフの者を捕縛しようとしているかもしれない。もしかしたら『神殿』の近くにまで来ているかもしれない。すでに囲まれているのかもしれない。通路のすぐ向こうにまでやって来ているかもしれない。

　それなのに、ここで吞のん気きにこんなことを言う是ぜ空くうの意図はなんだ？

　勿もち論ろん、祭壇の前に立って『護符』の購入の意思を告げることによって『護符』はアイテムフォルダに追加されるものであるが、このタイミングで申し込むものなのだろうか。

　確かに、早めにここで購入して離脱するに越したことはないのだけれど。

　突然、エリアの顔が硬直した。

（これは──）

　ミギアは直感した。

「是ぜ空くう、これ！」

「──黙っていな」

　何な故ぜか、是ぜ空くうはひどく悲しそうだった。




　　　◆　◆　◆




　エリアの所属するクランワイには、『合気』という技法が伝承されている。

　いつ頃からあったのかというのはよく解わからないし、対人特化の戦闘法は言い伝えを信じるのならば全てのクランに何かしら断片的にもあったという。だからもしかしたら、他のクランにも同様の技法があるのかもしれないが、恐らくは自分らのような外縁部に住む──今となっては、住んでいた──者でないとほとんど実用する機会もなく、自然と廃れたのだろうと思う。

　今回の騒動で、ほとんど初めて他のクランの人間に対して使ってしまったが、それについては後悔も何もない。むしろ、こういう機会が来ることを何ど処こかで待ち望んでいた気さえする。

　身につけた技術を一度も使わずに終わる……というのは、やはり何か虚むなしかった。

　口伝された心得によるならば、この手の技術は「使わないこと」こそ至上としているのだが、それは理念として、理屈としては解わかるけども、エリアは冒険者としての日常を生きている中で、使いもしない技術を保存し、練磨し、伝承していくというサイクルには疑問があった。

　確かに対人技法は外縁部では実用性は他の区域よりはあることはあるのだが、それでもやはり頻繁にあるものではなく、それでも他の区域よりも使わざるを得ない可能性は高めであるために絶やすこともできず──

　もっと言えば、他のクランにはない技術を擁するという事実がある意味でクランの内側での優越感になっているようなきらいもあった。特に公開する予定もない技術を自分らが持っているというのに何の意味があり、価値があるのだろうともエリアは思う。

　彼女はなまじ高レベルな冒険者として活躍していた分だけ、そう思ってしまうのかもしれないのではあるが。

　そういう時に現れたこの是ぜ空くうという男。

　同じく『合気』……それも格上のそれを使う少年……プレイヤーだという話で、あるいはこの『合気』もプレイヤーから伝えられたものなのかもしれない、と思ったりした。

『合気』の使い手と戦うことは同じクランの者とは練習でたまにあったことではあるが、こんな──自分より遥はるかに格上の使い手との想定はしていなかった。

　自分が比較的有利な戦いを展開できているのは、基礎的なスペックに勝っているということと、そして是ぜ空くうは技そのものは格段に上であっても距離の取り方にやや迷いが感じられたからだった。普段とは違う長さの得物を使用しているような不具合……そんな感触があった。

　それでも強敵には違いなかったが。

（もう一人がいたのを忘れていたのは迂う闊かつだったが……是ぜ空くうを制圧できれば、低レベル冒険者の一人や二人などどうとでもなる）

　二人同時に来る、ということは考えなかった。

　是ぜ空くうとあのクランエフの女戦士は、レベルは似通っていても技の格……というべきものが隔絶しすぎている。

　レベル差、スペック差を埋め合わせるだけの「技」の差──スキルともアーツとも違うそれを、自分ら以上に理解できる者など、この『街』では他にいないだろうとも思う。

（次はどう来る──？）

『合気』は複雑怪奇な展開のさせかたがあるが、それはあくまでも応用として学んだ。実際に相手に使えるのはごくシンプルなものに収束する。

　だがそれは、彼女が学んだ範囲のものでしかない。

　今はそう思う。

　この是ぜ空くうならば、もしかしたらこの先の、自分の知らない遥はるかに高度な技を持つかもしれない。

　それを期待してしまう自分がいた。

　それなのに。

　ほとんど無防備に祭壇を挟んだ位置にまで、是ぜ空くうは歩み寄ってきた。

　打てばそのまま殴り倒せそうな気さえした。

　勿もち論ろん、だからと言って、無防備にしているからと言って打つなどはしないが。

　打ち気を誘うのも『合気』の技の一つだからだ。

　そのまま祭壇の向こうで立ち止まった是ぜ空くうは、ひどく悲しそうな、辛つらそうな顔をした。

　そして。

「『護符』をいただこうか」

　と言った。

（こいつは、何を────、）

　彼女が、エリアの思考はそれが最後だった。




　　　◆　◆　◆




　「あ────」

　声は、それだけだった。

　それがエリアの最後の声だった。

　折れてしまうのではないかと思えるほどに背筋を後ろに反らしてしまったエリアの様子に、ミギアは息を吞のむ。

「これ、これって……！」

　昨日の『城』の中にいた『王様』と同じだった。それを是ぜ空くうに尋ねる前に、しかしミギアは口を閉じた。

（そうだ。是ぜ空くうは知っていたんだ）

　何が起きていたのか……あるいは、気づいたのか。

　だから、こんなことができたのだろうと思う。

　エリアは元の姿勢に戻ると、祭壇の向こうで『司祭』の姿になった。それは、そうとしか言いようがなかった。袖なしの鎧よろいがいつの間に白を基調とした長袖の衣服になっていた。何かで読んだ『司祭』の姿だ。





　────ＮＰＣ不在につき、？？？？？？によって代行措置をとりました






　それは、『王様』と同様に表示された。

「…………『護符』を、買えるだけ買っておく」

　是ぜ空くうはそう言うと、今度は彼の所持金の表示が現れ、数字が次々と減っていった。無茶な買い方だとミギアは少しだけ思った。

　買えるだけ買えたと確認した是ぜ空くうは、一度だけ溜ため息いきを吐ついてからその場で振り返る。

「エリカか、エリナか、解わからんままだったな」

　ただ、それだけを言い残した。

「是ぜ空くう、これはどういうことなの？」

　ようやく、聞けた。

　是ぜ空くうは暗い眼まな差ざしをしていたが。

「多分──多分、だが、あんた達はＮＰＣの代わりにここにいるのだと、思う。多分な」

　多分、多分……何度も繰り返しながら是ぜ空くうは答える。彼にも確信はないらしい。

（けど、ああなることは解わかっていたんだ）

　ＮＰＣの代わりというのがどういう意味なのかミギアには解わからない。解わかるのは、自分らがあの『王様』以外でもああなってしまうという可能性──あれが例外的な事例ではないということだけである。

　さすがに二度目だけあって慣れたというのもあった。驚きはあったし、恐怖を感じもした。

　だが、今はそれ以上にこの現象の仕組みをも理解していると思おぼしき是ぜ空くうが気になった。

　彼は一体何を知っているのだろうか。

　先日のあれを知らないように言っていたのは、噓うそだったのだろうか？

　様々な疑念と疑問がミギアの中で渦巻くが、是ぜ空くうはそれ以上のことを答えるつもりもないようで、もしかしたらこれ以上は答えられなかったかもしれなかった。

　ふと、是ぜ空くうは足を止め、眼まな差ざしを鋭くした。

（え────）

　いきなり睨にらみつけられたかと思ったミギアであるが。




「答えてあげないんですか？　ここの住人達の正体について」




　背後からの声に振り返る。

　是ぜ空くうの視線の先、ミギアの背後、開きっぱなしの入り口に、見知らぬ男が立っていた。

「あんたは…………有あり間ま教授……？」

「──はい」

　ミギアの見たことがないような濃緑色の服を着た年配の男は、そう言って頷うなずいた。
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　ＡＣＴ．５







「──支援に来ました」

　アリマと名乗った男がそう告げると、是ぜ空くうはあからさまに顔を顰しかめる。

「支援、ときたか」

「ええ」

「時間圧縮されたゲームは、外部から観測ができないって話をしていなかったか？」

　その言葉の何一つとして意味が解わからなかったが、ミギアはアリマが是ぜ空くうとの何か約束事を守らなかったのだと悟った。

　なぜなら──是ぜ空くうは、何か傷ついたような顔をしていたのだから。

　さすがに少しきまり悪そうにしたアリマは「今回は圧縮しておりません」と言った。

「……貴方あなたには他の被験者と違って、圧縮はかけていません。健康上の問題もありますしね。プライベートは配慮しつつも、外部モニターから観測できるようにしております」

　黙り込む是ぜ空くう。彼がアリマの話に納得できているのか、それもやはりミギアには解わからない。解わからないが、だからこそ聞きたいことはいくらでもあった。

「あの、是ぜ空くう、その人も──プレイヤー？」

　是ぜ空くうと旧知であるということは、そういうことなのだろう。だが、是ぜ空くうは「ううん？」と言って困ったようにアリマへと視線を向けた。どういう説明をして良いいのか解わからないという顔だった。あるいは、面倒くさいのだろうか。

「そうですね……」

　アリマは少し考えているようだが、その後ろから同色のカラーリングの装備をした者達が現れた。三人。手には見たことがない黒い棒のような、しかし何か別の機能があるだろう物騒な何かの塊を持っていた。顔を覆うのは兜かぶと──ではなく、覆面なのだろうか？

　モンスターとは違うが、ミギアの知る冒険者とも全く異なる存在だということは直感できた。

　彼らが現れた時にびくりとミギアは震えたが、それでも攻撃は我慢できた。

　是ぜ空くうは静かにしているからだ。静かな眼まな差ざしでアリマを見ているからだ。

　静かに──

（怒っている……？）

　そんな気がした。

　不機嫌から怒りへと、感情の変化があったような……。

「…………何人、来た？」

　小声で後から来た者達とやりとりをしているアリマに、是ぜ空くうは無遠慮に問いかける。その言葉に、声に籠められた語気の強さに、明白に解わかる怒りの感情に、この場にいたものは全員が眉をひそめたが、アリマは手を上げて背後から来た者達を制し、是ぜ空くうに向き直った。

「私を含めて二百九十九人です」

「結構な数だな──いや、俺を入れて三百人か。来られるだけ来たのか。全戦力投入ってことか」

「非常事態ですからね」

「…………」

「『街』には本来いるはずのＮＰＣがおらず、そのかわりにいるはずがない住人達がいて、そして彼らはパニックを起こしてあなたに危害を加えようとしている──」

「────」

「それは、非常事態という他はないでしょう？」

「────」

「ですからまあ、投入できるだけの人材を投入しました」

　戦力の逐次投入は愚策もいいところですし、とアリマは続けた。だからこの非常時に際し、できる限りの戦力を持ち込んだのだという。

　是ぜ空くうは溜ため息いきを吐きながら首を振って、しかし黙り込んでいる。

「繰り返しますが、これは非常事態なのです伊い庭ば先生。想定されていた以上に事態は深刻だ。貴方あなたもすでにこの世界で何が起きたのか、ある程度の推論はできているのでしょう？」

「…………」

　是ぜ空くうは相変わらず沈黙のままであるが、今のそれは肯定を意味しているとミギアは思った。それこそ直感だった。

（是ぜ空くうは何が起きているのか、それを悟っている……）

　すでに彼女自身が至っていた結論ではあるが、こうして別の者──しかもプレイヤーだ──に言われると、衝撃があった。

　自分らの知らないところで、自分らに関わることが観察されて推論されて、そして何かの結論を出されている……それは有り体に言って気分が良くない。もっと言えば気持ち悪い。さらに言えば信じたくもない事実だった。

　正直に言えば、聞きたくもない。

　だがここで聞かなければ、自分は永遠にそのことを知ることはないのだろうとも思う。

（わたしは、知らないといけない）

　冒険者だから。

　──それはある。

　自問して、そう自答した。

　だが、もっと違う、何か衝動のようなものが自分の身の内にあることに、ミギアは気づいていた。自分の中にある、『世界の秘密』を知らなければならないという使命よりも、何か原始的な、そんな欲求がある。欲求でもないかもしれない感情がある。

（だって──）

　是ぜ空くうは知っているのに、何で自分は知らないのだ。

　それが嫌だった。

　是ぜ空くうの知っていることを知らない自分が嫌だったのだ。

　その感情が何ど処こから来たものなのか、彼女自身には解わからないのだけれども。

「お願い──何が起きているの？　これはどういうことなの？　教えて？」




「わたし達は何なの？」




「…………」

「──教えて、あげないのですか？」

　俯うつむいて瞼まぶたを伏せた是ぜ空くうに、アリマは優しい声で問いかけた。

「俺も、よく知らん」

　是ぜ空くうはそれだけを、絞り出すように言う。

「だが、あなたには確信があった」

「…………まあ、な」

「あなたには驚かされてばかりですね」

「ただの偶然かも知れんぜ？」

「私達は、貴方あなたを過小評価するつもりはありません」

　アリマはそう言って首を振った。

「ふむ……」

　是ぜ空くうは顔を上げてから「この教会」と言った。

「先に聞いておくが、何でここなんだ？」

　そう問い返されたアリマは「ここ？」と呟つぶやいてから、『神殿』の内部を見渡した。そして訝いぶかしげな顔をすると、口元に拳をやって何か考え込む。

「そういえば、ここは確か、サグラダファミリアになっていた──のでしたよね」

　少なくとも外観はそうなっていた、と言ってから「うーん……？」と改めて首を捻ひねった。

「おっしゃることもそうですが、何でこの建物が外部と内部で構造が異なるのか、よく解わかりませんね……確かこのゲームは制作側がかなり細部デイテイールに拘こだわっていると聞いていましたが……こちらでそれを完全再現するのはリソースが足りなかったので、プレイヤーが関わることがないところでは少し手は抜かせてもらいましたけども……しかし……」

　アリマはまた少し考えていたようだが、やはりどう考えても結論は出なかったらしい。

「お手上げです」

　と両手を挙げた。

「そうか」

　是ぜ空くうは頷うなずく。「それだけ聞ければそれでいい」こちらもろくに話す気はないようだった。

「いやいや、話を振っておいて、それはないでしょう？」

　あなたはここで何に気づいたのだ──と重ねて聞いてくるのだが、是ぜ空くうはそれには答えず。

「俺も、何がどうなっているのかが全部解わかっているわけじゃないが」




「──この『街』の住人がプレイヤー達の子孫であることは解わかる」




　と、ひどく衝撃的なことを、あっさり言った。




　　　◆　◆　◆




「わたし達が、プレイヤーの、子孫……？」

　ミギアはその言葉を鸚おう鵡む返がえしに言ってから、「なるほど」と頷うなずく。

　衝撃的な話ではあるが、かつて議論された仮説の中にそれはあった。百年かけての議論なのだ。あらゆる可能性が検討された。かつていたプレイヤーと自分達の関係の推論として出てきたものだが、しかし根拠になる証拠は出てこなかったので、それはただの推論、仮説止まりとなっていたままであった。もっともそれを言えば、この世界での議論はほとんど証拠がないものなので、みな仮説ばかりではあるが。

「証拠か？　証拠は、まあ──」

　是ぜ空くうはミギアの顔を見て、それから意味深な仕草でアリマに何かを示すように顎を動かし「似ているだろう？」と言った。それだけでアリマは察したのか、「なるほど」とあっさり頷うなずく。

「？　似ているって、何に？」

「こちらの話さ」

「……ただの偶然の可能性もありますが。少なくとも三代か四代は世代が経過しているわけですから、それだけ経過していてもなお形質が遺伝しているというのも考えにくいわけですし」

　百年以上の時間が経過しているのですから、と言うアリマに、是ぜ空くうは。

「百年か。長いな。だが、この世界のＮＰＣは世代交代をしないんだろ？」

「────根拠は？」

「最初はその可能性も疑っていた。何せ『魂』の情報を再現するように作り込まれてるんだから、ＮＰＣもそれなりの、例えば、子孫を作れるようなのが用意されているかもしれないってな」

（そうだ。わたし達は、そうである可能性もあるんだ）

　是ぜ空くうは言ったではないか。プレイヤーでないのならば、ＮＰＣだと。

　しかし是ぜ空くうは「だが、違うな」と否定した。

「『城』のもそうだが、ＮＰＣになったのは、みんなああだ」

　そうして祭壇へと目を向ける。自然と、全員の目がそちらに移った。うつろな顔で司祭のような服を着ているエリアがいる。その様子は先程から全く変わることがない。

　アリマの闖ちん入にゆうなども影響がない様子だった。

「あれで子孫を作れるとも思えん」

「………………なるほど。確かに、ＮＰＣにはそのような機能はありません。自己保存のための最低限度の知能がある個体もありますが、概おおむね、ただ聞かれたことに答えるだけのものです」

　感心したように頷うなずくアリマに、是ぜ空くうは「あとは」と続けた。

「これは証拠になるかは解わからんが──あの娘、合気術を使ったぞ」

「アイキ術？　──ああ、合気道」

「流派会派までは特定できないがな。この世界で偶然に似たような技が独自に磨かれた可能性も考えたが、向こうが『合気』と言ったのでな。多分、元プレイヤーの誰かが合気使いで、その技術をこの『街』の住人が継承していたんだろう」

　少なくともこのゲームのマニュアルやらカタログやらには『合気』は載ってなかった。となれば、プレイヤーと何らかの関係があるものと考える他はない。

　是ぜ空くうの言っていることが何ど処こまで正当性があるものなのか、それもやはりミギアには解わからないが、アリマは「なるほど」と何やらしきりに納得しているようであった。

「論理としては些いささか乱暴ですが、確かに言われてみればその通りですね。私達の場合、簡単に解わかりましたが、それは前提の知識があるからです。プレイヤーの子孫であるとしか考えようがないと。少なくとも、ＮＰＣにはその機能がない以上、そのような結論しかない」

「ああ」

「ただ、問題は──この世界でプレイヤーが子供を作ることも、本来はできないはずです」

「それ、どういう……」

　ミギアは慌てて口を挟もうとした。先程までの前提が全て覆くつがえされたのだ。プレイヤーの子孫であると二人は話していながら、それはできないという。

（一体、わたし達は何なの……）

　縋すがるように是ぜ空くうを見るが。

「だろうな」

　と、こちらもあっさりと認めた。

「理由は解わかりますか？」

「知らないな」

　そっけなくそう言い捨てて、「だが、いる者はいる」と言葉を継いだ。

「そうですね。いるはずのない者がいる。不思議です」

「──いい加減にして！」

　遂ついに、ミギアは感情を爆発させた。

「さっきからいるのいないのとかいるはずがないとか！　わたし達を何だと思っているのよ！　わたし達は何なのよ!?　ごちゃごちゃと、解わからない言葉を使わないでよ!?」

　がちゃ、とアリマの背後の者達が黒い棒のようなものをミギアに向けた。

　是ぜ空くうはするりとミギアを庇かばうように移動する。

　アリマはそれらの動きに一拍遅れて、また手を上げて背後の者達に無言で指示した。

「──失礼。ミギア、さん？　ついつい、伊い庭ば先生との話に熱中してしまった」

　すみませんでした、と丁寧に頭を下げてくる。

「私どもも、彼らがどういうことをしたのか、それはもはや推論することしかできないのですが……順を追って説明をすれば……そうですね。この世界では、人口は一定に調整されているという話をされていましたね？」

「……それは、」

　確か、朝にそういう話を是ぜ空くうとしていた記憶はある。だがその時には誰もいなかったはずだ。

　それを言うと、アリマは微かすかに眉を歪ゆがめ、是ぜ空くうは「モニターってな、覗のぞき見か」とぼやく。

　アリマは「こほん」と咳せき払ばらいして。

「まあ、私どもには、そのようなことができるということです。とりあえず先程の話ですが、人口の調整がされていたということと、あとＮＰＣが不在であるということとで、ある程度の推論はできます。伊い庭ば先生も、本当は気づいていたのでしょう？」

「さて、な」

「……その件は改めて問いただしたいですが、また後で。──恐らく、本来いないはずの子孫を遺のこすために、彼らは足りないリソースを、ＮＰＣを消すことで代替したのでしょうね」

「消す……それって、」

「有り体に言えば、殺した、ということでしょう」

「────」

　ミギアには、相変わらずアリマの言葉の意味がよく解わからない。だが、彼らが噓うそをついていない、真実を語っているということは伝わった。その意味は、やはりよく解わからないのだけども。

　アリマはしばらくミギアが情報を整理しようとしているのを眺めているようだったが、やがて何か見切りをつけたかのように是ぜ空くうへと向き直った。

「それでは、伊い庭ば先生、『街』の制圧はすんだようですので、安心して冒険を再開してください」

（え？　今、何を言ったのこの人？）

　それはなまじ意味が解わかるだけあって、しかし全くもって意味が解わからない言葉だった。

『街』を制圧した──と、確かにこのアリマは言ったが。

　そんなことができるはずがないのだ。

　この『街』にいる多くの冒険者達を、彼の言葉を信じるのならば三百人かそこらの数でどうにかできるだなんて。

「……チートをやらかしたのか」

「非常時でしたので。ご容赦を」

「非常時、非常時、か。全力サポートって言うので、そちらに悪気はないんだろうが……」

　是ぜ空くうはミギアとは違い、アリマの言葉を疑っていないらしい。

「ねえ是ぜ空くう！　この人の言っていること、本当なの!?」

　だからそう聞いてしまうのであるが、是ぜ空くうは「あー」と言ってから頭をかいた。

「見てないが、本当のことだろうな。むしろ、何でここにまだ誰も追手が来ていないのかと思っていたが。まあそういうことなんだろう」

「そんな、こと──」

「ありえるさ」

　是ぜ空くうは皮肉げにアリマを見ている。

「恐らく三百人近い戦力は政府から派遣された、自衛隊あたりの特殊戦のスペシャリストだろう。原作では、地球からの侵略者が軍隊を派遣するというのが終盤の展開であったが、このゲームにもそういうイベントのための装備が用意されていて、それを流用したんじゃないか？」

　言葉はミギアではなく、アリマへと向けられていたようだった。

　アリマは何も言わず肩をすくめた。

　それは肯定を意味しているのだと、ミギアにも解わかった。勿もち論ろん、軍隊がどうのと言われても、その意味は解わからないが、是ぜ空くうの口ぶりからすると何かのズルをしているようだ。きっと『街』の者にとっての「しきたり」のような何かが、プレイヤーの中にもあるのだろう。

「非常時でしたからね。伊い庭ば先生の冒険続行のためには、手段を選ぶ気はありません」

　アリマは悪びれる様子もない。

「よく言う。それだけの戦力が揃そろっているのならば、俺一人にやらせるより、軍隊をそのまま調査隊にすれば良いいじゃないか」

「伊い庭ば先生、それはすでに話しましたが──」

「解わかっているさ。あんたはすでに失敗できないからな」

「…………ご理解いただいているのなら、結構です」

　そう告げたアリマは、手を振った。背後から十数人の兵士達が教会内部に侵入してくる。

　彼らは整然とした動きで是ぜ空くう達を包囲した。

「なんの真ま似ねだい？」

「先程も申しました。冒険の続行をお願いします」

「これはお願いって言わないだろうさ」

「──護衛、と考えてください」

　是ぜ空くうは溜ため息いきを吐き、手を上げた。

「どうせこいつらの装備は『街』の中でも使用できる特殊仕様なんだろ？　抵抗はしないさ」

　アリマは「ご協力感謝します」とだけ言った。




　　　◆　◆　◆




「一体、何が起きているのかしらね」

「解わからん」

【ホーネット】の面々は全員が同じ場所に隔離されていた。いくら『街』では戦えないからといっても、高レベルの冒険者をもまとめて同じ場所に閉じ込めるものではない、と捕らえられたクランエフの者達は思ったのであるが、それをやった者達はそこまで細かいことを考えてはいないらしい。

　どうにも正気を失っているというか、とにかく目についたクランエフの者達を数に任せて捕らえ、集めて、閉じ込めて──

　あとは、何も考えていなかった、らしい。

　らしいというのは今となってはそれを確認することは難しそうだからで、彼らを閉じ込めていた者達が、突然に『街』に侵入してきた得体の知れない奇怪な者達によって制圧されているのを彼らは窓から外を見て確認している。

「新種のモンスターか？」

　という意見は出たが、連中が一応はヒトに属する者達であるというのは見ていれば解わかった。

　あまり現実味はないが、何ど処こか別のところからやってきた侵略者なのではないかという意見が出て、恐らくはそれが一番事実に近いだろうなと、それは何となくリアは直感していた。

　ヒロイはどうなのかを聞いてみたが、こちらは腹をくくっているといえば聞こえはいいが、事態の推論などはせずになりゆきに任せることにしたらしい。

　何を話しかけても「知らない」か「解わからん」としか答えない。

（もしかしたら、クランワイの子に負けたのがショックだったのかもしれないけど）

　そのときの戦いの様子は聞いているが、仕方がないと思う。

　高レベル冒険者が、見たことも聞いたこともない対人の技で挑んでくるのだ。初見でそれを破るなんて誰にもできない。多分、ヒロイよりも対人に自信があるリアであっても、為なす術すべはなかっただろう。あるいは、あの是ぜ空くうにもどうにもならないかもしれない。

　リアは首を振る。

「そうね……この先どうなるかは解わからないけど、負けた悔しさを抱えて、それをどう返すか、それだけを考えていたほうが気は楽になるかもね」

「お前、何か失礼なこと言ったな？」

「なーんにも」

　そんなやりとりをしている二人を、ギルドの他の面々は呆あきれた様子で見ていたが、やがて全員がいつものように、《黄金の鹿》亭にいたときのようにぐだくだと話しだした。

　リアの言う通り──というよりも、彼ら全員にもどうしていいのか解わからなかったし、どうなるのかは不安だった。だからこそ、昨日まであった日常へとしがみつきたくなったのだろう。当たり前のように朝が来て、冒険の旅に『街』から出て、レベル上げて酒場でくだまいて……そんな、いつまでも続くような毎日が、これからも続いていくと信じたいがために。

　彼らは当然、「正常性バイアス」などという言葉は知らない。

　いずれこの時点で、彼らはしばらくすれば事態は収束して当たり前の日常に復帰できる……ことを疑ってなかった。それがいつかということについての具体的な目算はなかったが、そうと信じることによってなんとか冷静さを保つことができていた。

　もはやそれが、ただの幻想でしかなかったということも知らずに。




　　　◆　◆　◆




「しかし、冒険の続き──と言ってもな」

　是ぜ空くうは後ろの兵士達を僅かに見み遣やり、アリマの後をついていく。

「この状態で、どうしようっていうのかね。この手のゲームは、まず仕事を請け負ったり、モンスター狩りをしてレベル上げ……だろう？」

　だが、『街』はこの有あり様さまだ。昨晩の大激変によって人心は乱れ、さらにこんな軍隊の介入まであって、それまでのシステムが機能していくとは思えない。となると、モンスター狩りをするしかないか、とぼやく是ぜ空くうであるが。

　アリマは「確かに難しいですね」と言った。

「このゲームは、恐らくはプレイヤー達によって様々なシステムの改変を受けていました。どういう事情があって、そもそもどうやってそれを行ったのかについてはまだよく解わかりませんが──いずれシステムは改変され、正規のプレイヤーのいなくなった後、その末まつ裔えい達によって運用しやすいように『街』そのものが改造を繰り返され……」

　それが、プレイヤーが復帰したことによって元の姿に戻った。

　つまりは、今は正規プレイヤーのための世界となり、先日までそれを運用していた者達にとっては不慣れな、それこそ有害とも言える状態になっている──

「もっとも、ＮＰＣが今はいませんので、正規プレイヤーにとっても使いにくいでしょうけど」

「そうか──となると、狩りをするしかないが……野営はソロだと難しくないか？」

「そうですね。しかし『街』を拠点にして活動するのは現状では不可能です」

「そういうことだ」

「ＮＰＣが足りないのと、『街』の混乱を同時に解決する方法、なくはありませんが」

「やめとけ。後味が悪い」

「ですね」

　それきり二人は黙り込む。

　ミギアにはその理由が解わかった。

　その足りないＮＰＣを補充するための方法、そして混乱した『街』をどうにかする方法……まるで別のことのように思えるが、それを同時に解決するためには、自分達をＮＰＣへとあてがえば良い……どういう条件でそれが起きるのかはまるで解わからないのだが、是ぜ空くうにはそれは解わかっていたからエリアをあんなのにできたのだろうし、アリマにもそれが解わかっているのだろう。

　そしてそれを、ミギアはひどいことだと考える思考も持っていなかった。

　自分らがあんなのにされてしまうことに対する恐怖、嫌けん悪お感は当然にあるのだが、最悪、殺してしまえば良いいと思っている。殺してから生き返らせれば、多くの場合は状態異常の類は回復しているものなのだから。

　死んでも生き返るのが当たり前のミギアには、そうでない者の思考は解わからない。

　そもそも、それで解決することなのかも解わからないけれど。

　そんな彼女でも空気は読む。

　黙って連行されていたのであるが。

（あ、こっちは……）

　景色が変わっているのではっきりしなかったが、ミギアはアリマが自分らを何ど処こに連れていこうとしているのか、建物を見てようやく察せた。

『神殿』の裏にある、『塔』だ。

　この『塔』は、この『街』にあるどのものとも様式が違う。そして特別な『塔』でもあった。

「…………ブリューゲルか」

　是ぜ空くうはまた意味不明のことを言った。

「──私も、この節操のなさはどうかと思いましたが、原作者の要望だったらしいですよ」

「ゲームが作られた時には、もう亡なくなっていたんじゃなかったか？」

「一応、クレジットに監修として原作者の名前が載っていましたよ」

「…………何を考えていたんだろうな、あの先生は」

「私は、直接会ったことはありませんから」

　それきり二人はまた押し黙り、『塔』の中へと入っていく。ミギアもそれに続き、兵士達も五人、後からついてきた。

『塔』の中は緩やかな螺ら旋せん状の坂であり、歩いていく内に最上階へと至るというシンプルな構造のものだ。ここについては是ぜ空くうは『城』や『神殿』の時のようには何も言わなかった。そんな気にもならないだろうし、この状況でそんな軽口が言えるならば、それは何か異常であろう。

　そして最上階──

「…………六ろく芒ぼう星せい、か。この『塔』の真ん中にあるということは、『ダビデの星』のつもりか？」

　直径で10メートルほどのその舞台の真ん中には、白く六ろく芒ぼう星せいが書き込まれている。

　これが何なのかは勿もち論ろん、ミギアは知っていた。そしてどうやら是ぜ空くうは何か解わからないようだった。アリマは兵士達に指示して周囲を警戒、調査をしているようだが、やがて。

「これが『門ゲート』です」

　そう、軽く告げた。

「『門』？」

　是ぜ空くうは首を傾かしげた。

「──ここから、わたし達は旅立つのよ」

　見かねたように、ミギアは口を挟んだ。

「旅立つってのは、今朝言ったアレか」

「そう。わたし達はレベル30以上になるか、子供が生まれる予定になった時、そのクランで一番年上の者がここを使って別のステージに旅立つことになるの」

「なるほど。そういう風に伝わっていましたか」

　アリマは面白がっている風だった。

「どういうことだい？」

「大した意味はありません」

「───」

「本来のこのゲームでは、サーバーごとにモンスターの強さの設定が違っていたり、環境の変化がつけてあり、次のステージに行くのに戦闘職はレベル30以上が推奨なのですよ」

　是ぜ空くうは訝いぶかしげに目を細めるが、アリマはそれに気づいていないのか言葉を続けた。

「本来ここには、それの審判のための門番がいたはずですが、排除されているようですね」

「…………へえ」

　ミギアはそう言った。自分の声に落胆が混じっていないか、それが気になった。

　だって、自分がこんなこと、こんな程度のことで失望していることに、落胆していることを知られたくなんてかったのだ。

　そう。

　彼女は失望していた。

　落胆もしていた。

　レベル30になればこの『街』の者は旅立つ。あるいは、一定の人口になれば「調整」によって高年齢の者も旅に出る。そのサイクルを疑うことなく彼女達は続けてきていた。それは、それがこの『街』での「しきたり」だからだ。

　それにどういう意味があるのかは解わからなかった。それをただ護まもり続けてきた。この百年、あるいは百年以上もそれを続けていた。

　だけどそれは。

（全部、たいした意味はなかったんだ……）

　言葉にして、思考して、ようやくミギアは気づく。

　アリマの言っていること、是ぜ空くうに告げたこと、それらが全て本当だとしたら、自分らは自分らの先祖の手によって施された、本来はこの世界にあるべきではないシステムを護まもり続けてきた──この世界がプレイヤーのためにあるのなら、自分達はまさに害悪でしかない。

　そう、気づいたのである。

　そしてそんな存在でありながらも、システムを「しきたり」として、こんな半はん端ぱな形で守り続けている。

　たいした意味なんかないのに。

　きっと、母も父も、この先に行った誰も彼も意味がない。

『世界の秘密』も。

　いや。

　いえ、そんなもの──

（最初から、なかったんだ──）

　辛つらい。

　辛つらくて、悲しかった。

　悲しくて、悲しくて、死にそうだ。

　死んで、死にきって、そしてこのまま消失してしまいそうだった。

　そして、そうなりたいとも思ってしまうほど、ミギアは辛つらかったのだ。

　ミギアのその意識を読み取れなかったか、あるいは無視したものなのか、アリマは言う。

「そういう具合に、このサーバー内部のデータ量を一定に保つために、そういう形で人口調整という名のリソース確保が行われていたと言うことですね。改めて考えると合理的な習慣です」

「…………」

　相変わらず言っていることの意味は全く解わからないし、今は解わかりたくもなかった。

　ただ。

「それで──ここから旅立った者はどうなったんだ？」

　是ぜ空くうが問うた。その誰何すいかは、鋭かった。何かが彼の気に障さわったらしかった。何だろう、何が気に食わないのだろう。投げやりになっている今も、そんなことが気になってしまう。

　アリマは是ぜ空くうの語気に気づいていないのか「ええ」と特に動揺の様子はない。

「俺は、このゲームは研究所内部だけのオフラインだと聞いていたが──」

　何な故ぜかその瞬間、アリマは顔を歪ゆがめた。

「……何を隠している？」

　是ぜ空くうの声が重くなった。噓うそも誤魔化しも許さないという意志が感じられた。

　兵士達が一斉に棒を──自動小銃と言うらしい──を是ぜ空くうへと向けた。

（何をしているんだろう）

　ミギアは思う。

　存在意義も何もかもをなくしてしまったと自覚した彼女は、その現実を実感しながらぼんやりと考える。

　考えようとして、すぐにやめる。

　意味のないことだ、と思った。今までの自分達の存在に意味がないのならば、これからの自分達の考えにも行動にも意味がないのだろう。何をしても、それは無意味なのだろう。

　────知りたくなかった。

　ただ虚むなしかった。昨日のことだったのに。冒険の最初の日だったのに。希望と不安を抱えながらも『丘』へと歩いたのは。何もかもがもうすでに遠かった。

（どうしようか）

　何もする気も起きない。

　何をして良いいのかも解わからない。

　是ぜ空くうは怒気を滲にじませてアリマを睨にらみつけているのに、アリマは焦燥にかられて自分達を見ているのに。

　────どうせ、無意味なんだ。

　自分が何をしようとも。

　プレイヤー同士で好きにやりあえばいいのだ。

　ふと、足元の六ろく芒ぼう星せいの線が目に入った。

（そういえば、是ぜ空くうもさっき言ってたけど、この先に行った人達は、どうなったんだろう）

　今からでも追いつけるのならば、旅立ってしまった先人達にこの無意味な『世界の秘密』を教えてあげるべきだろうか。

「──どうしても、あなたには先に行っていただかねばならないのです」

　切迫したアリマの声に、思わずミギアは顔を上げ。




　がくんと、




「────お嬢さん？」

　がくんと、膝から床に崩れたミギアを見て、是ぜ空くうは慌てて呼びかけた。

　アリマも手を上げて兵士達を制し。

　──次の瞬間、斬り殺されていた。

「え。」

　口から出た声は、ひどく間が抜けていた。疑問でも驚きでもなく、ただ唇から漏れただけの、声。そこには何の感情もなく、抑揚もなく。腹ふつ腔こうから押し出された呼吸がたまたまそのような音になった、そんな声だった。

　続いての瞬間に、アリマの姿が金色の粒子になって散らばった。

　そして。

　次の刹那には兵士の一人の右足を切断していた。その兵士が転がりながらもトリガーから指を外して味方を撃たなかったのは称賛すべきだったかもしれない。ただ、その行為を認めるべき仲間はいなかった。倒れた彼の視界の隅で誰かが胸を貫かれていた。

「何が────」

　初めて、ようやく彼らの中で反応できた者がいた。しかしそれはあまりにも遅すぎた。すでに指揮官は倒されていた。一人は足を切断されていた。もう一人は胸を貫かれていた。

　彼が銃のトリガーを引いた時には、貫かれた男の背中が目の前にあった。

　咄とつ嗟さに身体からだを動かした直後、鉄の塊が首筋に埋まる感触があった。

　そしてさらに──

「その太刀筋は──」

　是ぜ空くうがそう言った時、ここに来ていた五人の兵士は足を切られた一人を遺のこして消失していた。

　最初にアリマが殺されてから五秒と経過していなかった。

「…………これで、おしまい」

　そう言うと、彼女はただ一人だけ転がっている兵士の喉に手に持った切先を突き込んだ。

「────これは、」

　是ぜ空くうは視界の端に浮かんだ表示を一いち瞥べつし、改めて恐るべき殺さつ戮りくをして見せた少女を見た。

　ミギア……のはずだった。

　少なくとも、ついさっきまではそうだった。

　彼と『丘』で初めて出会い、共に戦い、共にこの『街』に来て──




　──出会った時とは違う、黒い装束に変わっていた。




　基本的なデザインはさほど変わらないし、しかし、何ど処こか扇情的な印象のあるものとなっている。

　だが、是ぜ空くうはその衣装の変化にはさほど不審を感じなかったのか、続けて口に出たのは。

「新しん陰かげ流りゆう……か」

　その言葉に、ミギアは、ミギアの姿をした何かは、「ご明察」と笑った。

　それから左手にいつの間にか持っていた『日本刀』を軽く一振りして肩に載せた。

「どう、是ぜ空くう？　わたしにもこれくらい、」

「何者だ？」

　遮り、是ぜ空くうは問うが、彼女はそれには答えず、笑みを浮かべたままで。

「……やっぱり、解わかる？　いや、解わからない？」

　是ぜ空くうの眼まな差ざしが険しさを増し、少女はそれを受けてなお笑っていたが。

「祠し堂どう汀みぎわ」

　と言った。

　是ぜ空くうは「そうか」と言った。それだけだった。それだけで、何もかもを失ったかのような、そんな顔をした。

「そんな顔しないでよ。お爺ちゃん」

　汀みぎわは、伊い庭ば是ぜ空くうの──いや、伊い庭ば空あきらの孫娘、汀なぎさは、そして無邪気な笑みをこぼした。
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　世界の色は薄闇に染まりつつあった。

　空はいつの間にか叢そう雲うんに覆われていた。この世界にも雨が降る。風が吹く。そして雷鳴もあり、雷は落ちる。今日はそこまで荒れるような天気ではなかったが、雲の厚みはいつにも増しているかのようだった。

　彼女はそんな空を一いち瞥べつしてから、目の前で怖い顔をしているプレイヤーを見た。

　不思議だ。

　さっきまでの無意味さにへし折れていたはずの心が、精神が、いつの間にかこんなに高揚している。楽しくなってしまっている。楽しい。面白い。こんな気分は初めてだ。

　是ぜ空くうもアリマも知らない、本当の意味での『世界の秘密』を知るとはこんなに爽快なことなのか。

　いや、この気分を爽快だなんて言葉で言い表すのはもったいない。

　これは、もっと、別の、今まで『街』の者が誰一人として味わったことがない感情だ。

　この全能感を、他の誰かが味わっただなんてありえないとまで思う。

「……ミギアが汀なぎさの子孫なのは気づいてはいた」

　そう言いながらも、是ぜ空くうは腰の刀を抜く。

「シドウで、ミギア──ミギワ、だからな」

「シドウで？」

「桜さくらさんに聞いたよ。元彼の話とか。その名字がシドウだろ。どういう字なのかは忘れたが、音は覚えていた。別れたが、まだ未練があるとか言う話も」

　面白くもなさそうに言うと、汀なぎさはそれを聞いて初めて顔を顰しかめた。

「それで、名字が変わっているのに何も言わなかったんだ──ママ、娘のプライバシーを吹聴するだなんて……サイテー」

「母親ってなそんなものだ。で、だ」

「なあに？」

　そう言った彼女に、是ぜ空くうはもう一度問うた。

「お前は何だ？」




「────」

「お前が汀でないのも解る」

　しばらく黙り込んでいた彼女であるが。

「お爺じいちゃん──是ぜ空くうは、この計画を何ど処こまで聞いてここにいるの？」

　と聞き返した。

「計画──ヴェントルム・セキュルムの方が？」

　是ぜ空くうは言う。

「来るべき日に、全ての死者を蘇よみがえらせる……とか」

「そっちも関係ないでもないけど。《ル・モンド》計画の方」

　そう彼女に言われて、是ぜ空くうは目を細める。

「長期間の仮想世界の生活で、人格がどういう変化をするのかを見極める実験──じゃあ、ないのか？」

　少なくとも、彼はそう聞いた。

　是ぜ空くうの言葉に彼女は頷うなずいた。

「だいたいの概要は、それで合っているわ。だけど全部じゃない」

「どういう生活をすればどういう人格にすることができるのか、そのデータ取りって話か？」

「────」

　啞あ然ぜんとする彼女の表情の変化をよそに、是ぜ空くうは面白くもなさそうに言葉を続けた。

「データ化させた人格を直接改かい竄ざんすれば批判が集まる。だが、間接的に環境要因を操作することによって人格がどう変容するのか……までは、まず議論されることはないだろうよ」

　例えば、何百年──何万年もの主観時間を経験した人格がどうなるのか、などと。

　人間の寿命は20世紀になって飛躍的に長くなった。ここ十数年はほとんどの病気も人類の医学は克服しつつある。かつて根治は不可能と言われた慢性の生活習慣病も克服され、切断された手足を再生することも可能になった。今世紀末までに平均寿命は百歳を超えるのではないかという予測も立てられている。

　かつては神秘とも言われていた脳の仕組みもほぼ解明されていた。そして『魂』さえも観測され、人類は新たなステージに立つ準備を整えつつある。

　だが、まだ、数百年、数千年と生きた人間はいない。いるとしても、それは未来の話であり、あるいは虚構の物語の中だけの話だ。

　本当に人類が千年万年と生きた時にどういうモノに、どういう精神の持ち主になるのかということは誰も経験していないのである。

　あるいは、現行の世界とは異なる異世界の倫理を経験した人格がどうなっていくのか。

　その変容の分析のために、どれほどのサンプルが必要になるのか。どれほどのバリエーションで試せば良いいのか。

　だが、時間は思ったよりもかからないだろう。

　時間を圧縮できるということは、そういうことであった。

　彼女は一度溜ため息いきを吐いた。

「有あり間ま教授は、そこまで言った──わけがないか……自分で推測したっていうの？」

「まあ、な」

「……そこまで解わかっているのなら、説明は大まかに省かせてもらっていいか。是ぜ空くうの言う通りよ。この実験は人格の変化を観測することで間違いはないけど、その趣旨はどういう世界でどれだけの期間を過ごせば人格がどう変わるのかのデータ取り。それが解わかれば、少なくとも現実の時間では一日二日で、望み通りとまではいかなくても、ある程度の方向性をもたせた人格を構築することが可能になる──」

　それを知ったのは、自分達もこの世界で過ごすようになってからではあるが。

　そう言うと、是ぜ空くうは「ほう？」と僅かに眼まな差ざしを柔らかくした。

「あくまでどういう風に人格が変化するのかの観測が目的で、人格改造が目的ではないの。だから、どう人格が変化するのかは解わからない。だから例えば、監視役に実験メンバーに入れられていた研究員が、情にほだされて実験の真意を自分の妻に話してしまう何て予想外のことも起きるの」

「……なるほど」

「まあ、忘れているんだろうけどね」

　彼女は微笑ほほえむ。そこに寂しさだの切なさだのを見つけ出すことはできなかった。ただ微笑ほほえんでいただけだ。彼女が何者であれ、この世界での何十年かの汀なぎさの記憶があるのは間違いないようであり、そんな何かが過去にあったとしても、それは全て過去のことでしかないのだろう。

「汀なぎさは、幸せな夢を見ていた気がすると、そんなことを言っていたがな」

　是ぜ空くうの小さな呟つぶやきは、彼女には聞こえなかった。是ぜ空くうもあえて聞かせるつもりはなかったようで、そのまま何事もなかったかのように続けた。

「それで、それの何がお前さんらの正体の話に繫つながる？」

　今の話は由々しきものであるが、それは有あり間ま教授の側の問題にすぎない。それを知ったことによって汀なぎさがどんな選択をしたにせよ、ミギアが今ここでこうなっている理由には繫つながらない。

「そもそも、何故殺した？」

　意味がない──この世界でどういう風に殺そうとも、少なくとも外部に本体がある限りは強制的に退去させられるだけのことだ。

　念の為ために検査をしたとしても、十時間とかからずに戻ってくる。いや、そんなことをせずとも『街』の兵士達に管理者権限か何かで命令を与えれば、残りの兵士がここに殺到してくる。

　そうなれば、たかが剣の達人の一人や二人ではどうにもならない。

　彼女は頷うなずく。

「そうね。この世界がゲームであり、あの人ひと達たちやあなたがプレイヤーである限りは、死のうと殺されようと、それこそ──その場にセーブされてなくても、消失することはない」

「…………」

「だけど、この世界に生まれた者はそうではないの。この世界で生まれた命は、この世界で、こんなゲームの世界で生まれたのに、命なのに、セーブしていないと消失してしまうのよ」

　それこそ、二度とは還かえってこない。

　ただの光の粒子となって、そのまま消失してしまう。

　ただの情報でしかないからだ。

　このゲーム内での、ただの不正ユニットでしかないからだ。

「命、か」

　是ぜ空くうは目を閉じてから。

　そして。

　彼女は。

「『魂』は情報でしかないのなら、ゲームの中でわたし達のデータから生み出された情報も、やはり『魂』ではないのかしら？」

　ようやく──理由の一端を告げたのだった。
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　この世界で何をしても良いい、と言われた。

　監視のない世界で、どういう風に生きても良いいと言われた。

　おおよそ五十年分の人生を好きにして良いいと言われた。

　参加した多くのプレイヤーは、最初の三年は真面目にクエストをこなし、レベルを上げ、この世界の、このゲームで用意されたシナリオとイベントを楽しんだ。

　四年目になって、何もすることがなくなった。

　漫然とレベルを上げ続けるだけの生活に飽きた誰かは、結婚をした。

　そして。

「そして、当然、子供が生まれた──」

　是ぜ空くうは彼女の独白に、しかし、表情を何一つ変えない。厳しい眼まな差ざしのままで彼女を睨にらみつけているし、刀は抜いたままだった。抜いたまま聞いた。

「生まれないはず、と言うのは？」

「噓うそじゃないわ。教授はこう言うべきだったの。この世界では命の数が限定されているって」

　それだけで全てを察したかのように、是ぜ空くうは「ああ、リソースか」と言った。

「そう言うこと」

　最初に生まれた子供は、しかし赤ん坊の姿をしただけのモノでしかなかった。データの残骸でしかなく、その時の衝撃は凄すさまじいものだったと彼女は言う。

　同時期に誕生した子供は十六人──そして誰一人として自我もなく、生物ですらもなかった。

　最初は、この世界で子供が生まれないという設定があるせいだろうということで議論は進んでいた。やがて、それならば妊娠というプロセスがあるのが不自然であるという意見も出た。

　やがて──

「最初は事故だったのよ」

　彼女は言った。何ど処こか言い訳がましい口調だった。

　ＮＰＣの一人のデータが破損された。そして、その直後に生まれた赤ん坊が産うぶ声ごえを上げた。

「勿もち論ろんただの偶然だと思ったわ。みんな。ＮＰＣがいなくなるっていうのはそれなりの事件だったし、その直後に生まれた子には自我がある、ちゃんとした赤ん坊だからって、何かそれに相関なり因果関係があると考えるなんて安易だって──」

「──それで、試したのか」

　是ぜ空くうの声は切り落とすかのようだ。

「偶然かそうでないかが解わからない。──だとしたら、あとはやることは決まっている」

「…………試して、それは偶然ではないと解わかったの」

　彼女は遮るようにそう言って、首を振る。

「ＮＰＣの損耗の数と、ちゃんと生まれてくる子供の数は一致する。そして何もなかった時は必ず子供は生まれない。十年かけて検証したわ。それでどうなったと思う？」

　是ぜ空くうは、どうしてか刀を下げた。眼まな差ざしが細まった。しかし口は開かなかった。無言のままで彼女を見ているだけだった。

　それをどう受け取ったものか、彼女もまた息を吐いて。

「……わたし達は、悩んだわ。だって、生まれてきた子供達は、子供達は、子供達は、ただのデータのはずだったのに。肉体がない、ただのデータでしかなかったはずなのに──」

　泣いて、笑って、怒って、成長──したのだ。

　まるで人間であるかのように。

　その時に、彼女達は悟ったのである。いや、本当はすでに知っていたのかも知れない。知らないふりをして、目をそらしていただけかもしれない。だが、否いや応おうなく突きつけられてしまった。それに直面することになり、もう目を背けることができなくなってしまっていた。

『魂』は情報でしかない。その『魂』と同等の情報をゲームの中で再現できるこの世界。だとしたら、その世界で生まれた新しい命は──

「わたし達は、その子達を命だと、『魂』のあるものだと認めた」

「……人工知能に魂と精神があるのか、なんてのは古いテーマもいいところだがな」

　だが、そう考えるのならば──

「そうよ」




「ゲームの中のＮＰＣも生きた者とみなさなければならない」




「…………」

『魂』は情報でしかないのなら。

　精神をゲームの中に再現できるのならば。

　そのゲームの中にある人工知能もまた、肉体がないだけの同等の存在である。

　そんな、ごく当たり前の、シンプル極まりない論理と結論に彼女達は行き着いたのだ。

　是ぜ空くうは首を振る。

「たかがゲームの中のキャラだろ」

「たかがゲームの中の世界の出来事だと、現実ではないと、そう言われて納得ができる？」

　五十年──この世界に生きた。その五十年にふさわしいものがこの世界に積み上がった。それだけのことでもあった。

　その積み上げたもののために、命を奪った。命と認識したものを奪うことにした。

　それがどれだけの苦痛であったか。自分達の生み出す命のために、すでにある命を刈り取るのを作業として割り切るのに何年もかかった。損耗だの損壊だのと言い換えて心を誤魔化した。それすらも慣れて、慣れて、慣れ切ってしまった。

　だけど。それでも。

「だから、わたしは──」

「ああ、もういい」

　是ぜ空くうは彼女の言葉を遮り、手を振る。

「もう、いいって……」

　さすがにこの話の流れでこんな風に言われるなどと夢にも思っていなかったのか、呆然とした彼女に向かって「話が長すぎるんだよ」と非常に不機嫌そうに是ぜ空くうは言った。




「俺はこの世界に、冒険に来たんだぜ？」




「────」

　思いもかけない、と言うべきか、思ってもいなかったと言ったほうが正しいのか、今までの文脈も何もかもをぶった切った台詞せりふに、彼女は一瞬、顔から表情を失った。

　是ぜ空くうは続けた。

「血湧き肉躍る、冒険がしたくてここに来たんだ。学んだ技を、練り込んだ術を思う様に振るいたくてここに来たんだ」

「────えっと、」

「失われた孫娘の記憶が何ど処こに行ったのか、その謎だか異常だかの調査の依頼をされたから来たわけじゃない。俺がここにいるのは、俺を呼ぶ声があり、俺がここに来たいと思ったからだ。俺が好き勝手できると思ったから、何だか知らないが、面白そうだからここに来たんだ」

「それは、本気で言って……」

　縋すがるような彼女の声に「本気だバカ」とにべもない。

「もったいぶるのはいいさ。こういうのはもったいぶるもんだからな。意味ありげに言うのもいい。だがな、どうでもいいようなことで泣き言を言う女なんて、それこそどうでもいい」

「どうでも、いいって」

　それこそ彼女は絶句した。何もかもが想定されていない事態のようだった。

「どうでもいいだろう？　っていうか、お前も五十年ここで生きたら、元の分合わせて七十歳超えているだろうがよ！　そんなババアの泣き言だの愚痴だの聞いていられるか！」

　自分の実年齢は八十を超えているくせに、ひどい言い草だった。

「だけど、そんなことを言っても、命は命で……」

「──ああ、本当にどうでもいいだろそんなものは！」

　そんなことも解わからないのか、という顔を是ぜ空くうはした。

「『魂』も精神も情報なら、ゲームのキャラだって何もかもに『魂』があるかもしれない。

　──それがどうした」

「────」

「ゲームのキャラと人間の境目がないのなら──

　──人間をゲームのキャラのように扱ってもいいはずだろうが」

「理屈を言い出せばそういうこったろうよ。お前はただ、自分らの子孫だけを人間として扱いたかったのに、その正当性を見いだせなかった。──それを愚痴っているだけでしかない」

「…………ッ」

「──つまんねえ歳としの取り方しやがって。切り捨てたことの後悔を募らせて、仕方ないとも割り切れないままに愚痴って、それが面白い人生かって話だよ」

　彼女の顔が歪んだ。歪んでから、大きく笑みの形になった。歪んだ笑みだった。おおよそ、このミギアの顔にふさわしからぬ、そんな笑顔であった。

　是ぜ空くうの顔にも笑みが浮かぶ。

「お前が何なのか、もう聞かない。聞いても答えないだろうし、だいたいの見当はつく」

　是ぜ空くうは、言って剣の切先を下段に落とす。

　彼女も同じく刀を持ち替え、是ぜ空くうと同じ構えにした。

「ひどいなあ、お爺じいちゃん。話を聞いてきたのはそっちなのに」

「気の短い年寄りに、つまらん長話を聞かせるからだ……で、門番のお前を倒せばいいんだな？」

「──もしかして、冒険を続行するつもり？」

　言いながら、するりと前に出た。

「教授の望み通りにするのも業ごう腹はらだがな。これから『街』の混乱が収まるのを待ってとか、まどろっこしくてやってられねえし」

　是ぜ空くうも進んだ。

　たちまちの内に二人の距離はあと一歩踏み込めば互いの刃が届く……そこまで来て同時に動きを止め、睨ねめつけあった。

　是ぜ空くうは切先を中段にまで上げて。

　彼女もそうした。

　とみるや、二つの刃はほぼ同時に動き、一方が小手を打った。そのまま流れるように閃ひらめいた刃は喉に食い込み、黄金色の粒子を撒まき散ちらす。

　勝ったのはいずれか。

　是ぜ空くうか。

　彼女か。

　片膝を立てて崩れたのは、伊い庭ば是ぜ空くうであった。その身体からだは数秒を経ずして消失したが、やがてさほどの間を置かずに五メートルほど後ろに薄青色の光を発しながら出現した。

「これ、は────」

「ああ、言ってなかったわね。それが『護符』の機能。正確には、セーブポイントのサービス券みたいなものだけど」

　さっくりと言う彼女。

　是ぜ空くうは自分の顔の前に表示された『窓』を一いち瞥べつしてから、自分の孫娘をもう一度見た。

「セーブポイントのサービス……？」

「このゲーム、死んだら一度ログアウトになるの」

　それを『護符』を持つことによって、デスペナルティはつくがその場から少し離れた場所に数秒後に復活させる──

「実験参加者は実験から降りたくなったら『護符』抜きで死ねばいいの。だけどさっきも言ったけど、ここの住人は肉体がないからね。一度『護符』なしで死ぬとそれっきり」

　それがこの住人が言うところの消失と死の差だった。

「まあ、実際にそれで降りる人間はいなかったけどね。この世界での死の体験はリアルだもの。試しに一度やられてみたら、もうそれだけで懲り懲りになるわ」

　他にも様々な理由はあっただろうが、実験から途中で降りた人間がいなかったのは、あまりにもリアルにされた『死の体験』が大きい。

　その言葉が真実であるのを示すかのように、是ぜ空くうは苦痛を堪えるかのような表情で喉元を押さえていた。吐き気をこらえているようだった。蘇生した以上は傷も何もない。痛みも残っていないはずである。だが、そんな理屈を超えて残のこるのが「死」であった。

「なるほど……他のフルダイブゲームも経験したが、ここまで作り込まれているのは初めてだ」

「推奨年齢が七十歳までなのは元々の仕様。今のこれは、《ル・モンド》計画のために調整した結果みたいだけど。多分、この状態のものは推奨年齢どころか市販は不可能よ。下手したらあまりにもリアルな死に、心臓発作を起こしかねない──」

　是ぜ空くうの顔が青ざめていたのは、その「死」の体験が故か、それともあるいは、自分がゲームの中での「死」によって本当に死んでしまいかねないという事実に気づいたがためか。

「──で、どうする？」

　彼女の問いは、是ぜ空くうがこのまま『審判』を受け続けるか否かであったろう。

「是ぜ空くう、八十一歳のお年寄りなんでしょ？　そのアバターは身体年齢における最盛期に設定されているけども、元々の肉体までも若返らせない」

　何度も連続して死に続けていたら、高確率で本当の意味での死──消失をしてしまう。

「………………いや、」

　是ぜ空くうは『窓』をもう一度見てから目を閉じ、やがて。

「舐なめるな、小娘。一度や二度まぐれで勝ったくらいで、何勝ち誇ってやがる」

「──強情っぱりが！」

　言いながら彼女は前進した。運足に淀みはなく、太刀はいつの間にか上段にあった。

「雷刀」

　と是ぜ空くうは言ったが、それは新陰流で云う上段のことだ。

　対して是ぜ空くうは再び刃を下段に待ち構えた。

「────」

「────」

　光は二条──上からの流れと、下からの閃ひらめきと。

　上下二つの刃のいずれが勝利したのか。

　続いて崩れ落ちたのは、またもや是ぜ空くうの方だ。

　立ち上がった是ぜ空くうは、右手に小太刀を呼び出してそちらを上段に掲げた。

　彼女はその様子を見ても動じることはない。今度は中段に刀を置くと、静かな声で言う。

「心形刀流の逆二刀、確か三心刀だっけ？」

　日本剣術における二刀流は、通常、左に小太刀、右に太刀を持つもので、これを正二刀と言い、この左右が逆になるのを逆二刀という。

　心形刀流の逆二刀の形に構えるものは三心刀──小太刀の投とう擲てき技が有名であるが、「ううん。違うか」と彼女は首を振った。

「伊い庭ば是ぜ空くうは逆二刀で全ての二に刀とう之の形かたをこなしてしまう──と聞いたことがあるわ」

「…………ッ」

　是ぜ空くうが微かすかに口元を歪ゆがめたのは、その言葉が図星であったためか。即座に小太刀を投げ打った思い切りの良さは、あるいは破れかぶれになっていたものであったのかもしれない。

　だが、腕先が霞かすむほどの手練はさすがというべきであったろう。

　打ちながらに動いた是ぜ空くうの額に刃が入り込む。

「新陰流の天てん狗ぐ抄しよう、よもや知らないはずもないでしょうに」

　彼女が打ち下ろしと共に口から出した声に、五メートル後ろに現れた是ぜ空くうは眉根を寄せた。

「二刀打物……火乱房か……」

「わたしが新陰流なのは先刻承知でしょう。是ぜ空くう、孫相手だからって手加減していない？」

「…………いや、」

　是ぜ空くうは抜刀して中段に構えた。

「最初から、全力のつもりだ」

　こと勝負において、手は抜いたことなど一度としてない。

　彼女は微かすかに笑った。どうして笑ったのか、それは当人にも解わからなかったかもしれない。直後に彼女は深く……深く、溜ため息いきを吐いたのだから。

　それは何ど処こか、失望に似ていた。

　是ぜ空くうは何も言わなかった。

　二人はしばし見つめ合っていたが、やがて彼女の唇が開き。

「伊い庭ば空あきら──伊い庭ば是ぜ水すい軒けんに始まる伊い庭ば家の末まつ裔えいを称しているが、詳細は不明。剣道八段。心形刀流剣術の母体になった剣術流派である新陰流、武蔵むさし流、一刀流を学び、体術は大東流合気柔術で教授代理、講道館柔道六段。その上で古武術保存会で伝承されていた心形刀流の形を学び再興させた。五十歳から『伊い庭ば是ぜ空くう軒けん』を称し、七十歳から『伊い庭ば是ぜ空くう』に改めた──」

「…………そりゃあ、アレか」

「ｗｉｋｉからの転載。是ぜ空くう。大学時代の戦績なんかも書いているわよ？　覚えてないのなら聞く？」

「いや、いい。覚えている。しかし、ｗｉｋｉ、か」

「そう」

「それは、つまり……、」

　是ぜ空くうはそこまで言ってから黙り込み、六ろく芒ぼう星せいを一いち瞥べつした。一瞬だった。それだけで彼女は軽く頷うなずく。

「ここはもったいぶるのが、あなたの流儀でしょう？　最後の達人、21世紀の剣豪……色々と異名があるのね。合気柔術の心得まであったなんて、知らなかったわ」

「皮肉か？」

「皮肉じゃないわよ」

　彼女の声は静かだった。

「この世界では、ただの達人というだけではわたしには勝てない──それを再確認しただけ」

　是ぜ空くう──伊い庭ば空あきら──は、不機嫌そうに唇を尖とがらせた。

「さっき戦ったエリアと同じか」

「そうね。技術の精度について言えば、わたし達も是ぜ空くうも、人間の限界に到達している。あるいは、まだお爺じいちゃんの方が紙一重は上かもしれない。そもそも、目付けの位が違う。何を観ているのかは紙一重になってる。むしろそれが達人とそれ以外の差なのかもね。だけど、わたしは人間の限界以上のスペックを持っている」

「だろうな」

　そう相あい槌づちを打ちながらも、その声は何ど処こかなげやりだった。

「基本、フルダイブゲームでの身体能力の上限は限界がある。人間の反射速度の限界に応じたスペックに抑えられている」

　そうでなければ、自分の動きを制御しきれないからだ。この限界値は意外と幅があるが、それでもこまめに慣らしていくように、僅かずつの数値の上昇になっていく。例外はない。安全保障上の問題でもあった。現実に復帰した時に、ゲーム内とあまりにも違いすぎる能力を得ていたギャップがある場合、その後の生活には長期短期共に支障が出るとされているからだ。

　高レベルのゲーマーが現実復帰後48時間以内に何らかの形で交通事故に遭う可能性は普段より20％以上増加するとまで言われていた。

　そのようなこともあり、どれほどにレベルが上がってもせいぜいオリンピッククラスの選手の一割増し程度であり、それでもなお現実の基準からいえば超人的と言うに足りた。

　だが、このゲームは違っている。元よりそんな仕様なのか、あるいはこの実験のために調整されたのか、レベルの上昇に伴うパラメーターの限界は、通常のゲームのような制限はないらしい。

「今のわたしのレベルは20で固定されているけど、そのパラメーターの上で免許皆伝の技術があれば、ただのレベル１の、歴史に名を残すほどの達人にも勝てるってこと」

　レベル25というだけで、合気柔術の腕前は二段程度の技ぎ倆りようのエリアであっても、教授代理以上の是ぜ空くうの脅威であったように──

　レベルにして20あるスペックの差は、紙一重の精度を埋め合わせてあまりあるほどだった。

「ま、そこらは最初の水すい月げつで身に染みているでしょうけど」

「…………」

「新陰流の『水すい月げつ之の位くらい』──心形刀流では何と言うんだっけ？」

「さて」

「ま、いいか……釈しや迦かに説法もいいところだけど、突き詰めれば、剣術は先を取るということの一事に集約される。より先に相手を打った方が勝ち。シンプルよね」

　だが、その「先」に「当てる」ということに、先人達は幾百世代も工夫を積み重ねてきた。

　単純に筋肉をつけることによって身体能力を高めたとして、すぐ限界が生じる。相手を打つ距離に踏み込むということは相手に打たれる距離に行くということでもあり、迂闊に動けばそれを読まれてカウンターを食くらうことは必至であるからだ。

　それをされないために、動きを読ませないために無駄な動きを省き、あるいは特殊な動きを編み出す──身体操作の工夫もされたが、それも限度があった。

　常にない特別な方法であろうとも、結局は速さと力を出そうとする意味では身体能力を上げるのと大差はなく、僅かにそれの底上げをしているに過ぎない。

　戦いは単純に数字では決まらない。どうやって相手を自分にとって都合よく動かし、打ちやすいところに自分を移動させるか、その駆け引き、タイミング、距離の観測……それらは決められたパターンしかないモンスター相手では決して身につかない、対人戦闘の要よう訣けつだった。

　そして新陰流の『水月之位』とは、剣術のある意味で一つの極致といえた。

「兵法家伝書に曰く──人の心のものにうつる事、月の水にうつるが如ごとくすみやかなと云いふたとえなり。心の速かなること水月鏡像の如ごとしと云いふ経文も、月が水にうつりて、さだかにあれども、水のそこをさぐれば、月はなひと云いふ儀理にはあらず──難しく書いているけど、つまりは相手の動きに応じて反射できるように、リラックスしなさいって話よね」

　どうすればリラックスできるかは伝わってなかったけれど、と皮肉げに笑った。彼女に師を紹介したのは是ぜ空くうなのだった。

「要は身体からだが弛し緩かんすれば精神も弛し緩かんする……そして認知心理学でいうところの選択的注意で相手の動きを拾い出し、脊椎反射であらかじめ反復させて身体からだに染しみ込こんだ動作をさせる──」

　そう。

　脊椎反射は、脳を経由しての動きよりも速い動作となりえる。

　後から動いた者の方がより速い──いわゆる「後の先」と言われる技法の何割かは、このメカニズムで説明ができるのだ。

　是ぜ空くうがこの世界で格段のレベル差があるヒロイに勝てたのも、その術理があってこそである。

　だが、反射だろうと速さは筋肉が生むのに違いなく、同じ技法を用いる者同士で戦う時、その根本的なスペック差は達人の精度の反射の優位を覆くつがえし得るのであった。

『合気』使いのエリアがそうであり、今ここに対峙する彼女もまたそれだ。

　しかし、その口から漏れたのは己の優位を誇るでもない反省の言葉だった。

「……どうもね。失敗しちゃったわね」

「ほう？」

「本来、お爺じいちゃんがここに来るとしたらレベル30を超えてから──少なくともわたしに勝てるくらいに強くなっている予定だったのにね」

「予定、か」

「そう。だけどまさか、こんな風に復元作用が働くなんてね。あーあ。失敗した」




「選別対象に、まさかレベル１の人間が来るだなんてね──」




「やはりこの『街』の──いや、ゲームのシステムは、お前ら……汀なぎさが内部から改造したのか」

　その言葉に、彼女は一瞬虚をつかれたような顔をしたが、「へえ」と面白そうに笑う。

「この世界のシステム、元のゲームとは明らかに違うものが幾つかある。ＮＰＣ排除の影響もあるだろうが、『神殿』での『護符』の販売……あれは元々、ＮＰＣが行うものだったのだろう」

　それをプレイヤーではない『街』の者にもできるようにするために、大幅に改造をしたのだろう、というのは推測ができていた。

　そしてその改造を実行したのが誰かということも、彼は気づいていた。

「あの教会は、あそこは、昔あいつが行っていた所だ。汀なぎさを連れていったこともあるのかもな」

「…………」

　彼女は目を伏せた。是ぜ空くうの言葉に何を思ったのか、それだけでは何も解わからない。

　そして。

「──そうよ」

　と言った。

「あの『神殿』の内部は、再構築するにあたってわたしが知る唯一の教会の内装を参考にしたの。元のモデルのサグラダファミリアの再現は難しかったし、外部にアクセスしようにも時間が圧縮されていたしね。……自信なかったけど、案外と上う手まく再現できていたんだね」

「雰囲気はな」

　是ぜ空くうはそう言って、刀を後ろに向ける──脇構えをとる。

「だが、どうやった？　いくらなんでも、被験者がシステムに介入できる仕様とも思えんが」

「さあ？　大したことでもないけど、こういうのはもったいぶるものなのでしょ？」

「違いない」

「……というか、まだやるの？　いくらなんでも、保たないわよ、本当に」

　言いながら刀を上段──雷刀に掲げ、そこからの交差は一瞬で終わった。

　続けて倒れた是ぜ空くうに、彼女は冷ややかな眼まな差ざしを向けた。

「もう、解わかっていると思うけど、このスペック差は技術では埋め合わせられないわ」

　是ぜ空くうはまた小太刀を召喚し、今度は正二刀に持つと、左手の小太刀を背中に隠す。

　彼女の刃は下段に落ち、その数秒後、是ぜ空くうの膝が床に崩れた。

「反射速度は変わらない。神経の速度は変わらないの。お爺じいちゃんもそれは知っているでしょ」

　続けての片手突きを躱かわして、胸を打つ。

「あるいはこれが現実の戦いなら、わたしの体力では十数分で疲労のピークに達したけれど」

　だけど、ここはゲームだと彼女は言った。

「同じ原理のモーションを採用している以上、スペックの絶対値が縮められない限りは──」

　答えずに是ぜ空くうは中段に構える。

「そして今のわたしは、後の先を破る技だって知っている。あらゆる技にはそれを破る技があることも知っているのよ、是ぜ空くう」

　是ぜ空くうの打ち込みは、彼女の十数センチ手前を通り抜け、そこから転じて上段へと迸ほとばしった。

　それを彼女は冷静な体捌きで躱かわし──

「最初の一刀は相手の反応を誘い、そこからの連続攻撃で破る……全く、昔の人も侮れないわね。後の先は、流派を問わず普遍にある極意の一つ。その極意にさらに返し技なんてね」

　だけど通じない。彼女には通じない。

　彼女の原型たる祠し堂どう汀みぎわ──伊い庭ば汀なぎさは、かつて是ぜ空くうと同じ師に学んだ新陰流の名人から免許を得るほどの使い手であり、その上でこのゲーム世界での闘争の経験とパラメーター。

　力の差は速さで補えよう。

　速さは技で。

　だが、力も速さも深刻な差があり、技ぎ倆りようで補うにしても紙一重の分ではどうにもならない。

　これがせめて現実の世界での戦いならば、長き戦歴で培つちかわれた老ろう獪かいさを駆使した悪質な心理戦を仕掛け、ただ強いだけの小娘などどうにでも手玉にとれただろう。

「もう解わかっていると思うけど、わたしはただのプログラム。選別のための機構。祠し堂どう汀みぎわという人格の情報のコピー。心理戦も通じない──どうする？」

「…………お前は遊び心が足りないな」

　是ぜ空くうはようやく、構えを解いた。解いたまま言う。

「こういうのは、もっともったいぶるもんだぜ」

　彼女はまた、溜ため息いきを吐く。

「まあ、解わかるわよ。是ぜ空くうのそういうところ。そこにあんなメールが来たら気になるでしょうね」

「メール、か」

　是ぜ空くうは「ふん」と鼻を鳴らした。

「──ああ、やっぱり、気づいていたんだ。あのメールを出したのがわたしだって」

　本当にどうでもいいことのように、あっさりと彼女は言ったのだった。

「そりゃ解わかるさ。俺は達人だとか言われていたが、所詮。剣術は今の御時世ではただのマイナーな趣味でしかない。狭い世界の有名人だ。実験の参加者は合気使いやら何やら色々といたようだが、とうにロートルの俺のことを知っている者となればさほどいまいよ」

「……そんなことはなかったけどなあ。お爺じいちゃんのことは、結構みんな知っていたけどなあ」

「おだてるな。それで、俺のことを知っていて、汀なぎさのメールアドレスを知っている──だったら、その関係者を疑うのが当たり前だろう」

　消去法とも言えぬ単純な推論に、彼女は苦笑したようだったが。

「怒っている？　意味深なメールだしといて、こんなことに巻き込んでおいて？」

　是ぜ空くうは答えない。答えないままに、まだ刀を構えた。

　彼女は、深い溜ため息いきを吐いた。

「今のお爺じいちゃんには先に行く資格はないわよ。門番に勝つのがこの先にプレイヤーが行く最低限の必要条件なの。それが、わたし達が望みを叶えるための条件だったから」

　彼女の声は静かだった。なのに、どうしてか悲鳴に似ていた。

「お願い。今は帰って。そしてチートでも何でもいいから、レベルを上げて。わたしに、せめて今のこの程度のわたしに勝てるくらいになってから、でなおしてきて！」

　その声に、言葉に、是ぜ空くうは何と答えたのか。

　21世紀の剣豪と言われた心形刀流の名人は、ひどく楽しそうに言ったのだ。

「嫌だね」

「……意地で勝てるなら、剣術は必要ないわよ」

「全くだ──」

　そう言いながら進んだ是ぜ空くうの打ち込みをさらりと躱かわしざまに切り捨てた彼女は。

「そう。なら、『護符』の回数分、邪魔が入るまでに殺し尽くしてあげる」

　虐殺が始まった。




　　　◆　◆　◆




（是ぜ空くう──よくも、耐えられるわね）

　彼女の中のミギアは思う。

　この世界であっても、殺されるということは文字通りの死の体験であり、苦痛を重ねるということであり、その感触は容易に慣れるものではない。少なくとも、この世界で生まれ育ったミギアは知っている。殺され慣れることは『街』の冒険者達には必須であるが、それでも連続で何度も何度も死ぬということは通常あり得ないことでもあった。

（すでに、二十七回。あと、四回）

　しかし、それでミギアは、彼女は手を停とめる気は起きない。それは彼女に課せられた使命であり、契約であったからだ。ミギア自身は是ぜ空くうが消失せずに戻ってこられるのならば、それでいいかと思って受け入れていた。

　今のミギアは全てを知っている。

　是ぜ空くうが何ど処この何者で、世界の秘密の本当の意味も。自分がこんな状況になった理由も。

　このゲームのＮＰＣが必要になった時、一番近くにいる？？？？？──自分達の誰かが代役に選ばれる。それはこのゲーム世界がプレイヤーのためにあるからであり、自分達はそのための居場所に間借りしているだけの存在でしかないからだ。

　かつてこの世界にいたプレイヤー達によって改変されたシステムも、絶対的な復元力の前では抗あらがえないものだった。

　勿もち論ろん、ミギアはそれがどういう理由で改変されたのかも知っている。こうなってしまうのも想定されていたことも知っているのだが、せっかく百年もかけて作り上げてきたのになあと、それを思うと少し悲しい。

　とはいえ、今のミギアにとってはどうでもいいことではあった。

　今の自分は、今ここにいるＮＰＣの代役としての役目を果たさなくてはいけない。その使命こそが一番大切だった。
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　そしてそのＮＰＣの役目は門番──次ステージに行く資格があるかの審判だ。

　ただ役割を果たすためだけにいるのなら、誰かの心配をしても仕方がないと思う。こんなことを思う必要もないのだが、自我が残されてしまったのだから、それもやはり仕方がない。恐らくこの仕掛けを用意した者にとっても、自分のような存在は想定外だったに違いない。

　なぜ自分がＮＰＣの代理になっても自我を失わないでいられるのか、その理由も解わかっていた。

　逆らわなかったからだ。

　上書きされていく情報の改変に抵抗の意志を示さなかったことから、自分というプログラムの中枢の情報は端に追いやられるだけで済んだ。主導権はそのＮＰＣに混入されていた別のモノに乗っ取られているのであるが、それを不快だと思うこともなかった。

　自分という存在が別のモノに書き換えられたという不安や不快などより、世界のあらゆることを知っているという全能感が何よりも勝った。

　そして、目の前の是ぜ空くうを斬り伏せ続けている自分の技にも、ミギアは酔っていた。

　この世界の何者も恐れている風でもない不思議な少年──に見える、プレイヤー。

　全盛期の肉体のデータに、練磨した技ぎ倆りようを併せた、恐らくは元の世界でならば誰一人として勝てる者のいない達人。

　それをこんなに簡単に蹂じゆう躙りんできる。

　それが楽しくて、

　やっぱり、少し悲しかった。

　是ぜ空くうには、いつまでも未知の、不思議な何かでいて欲しかった。

　冒険の旅に出た昨日のことを思い出した。

　これから何も解わからないことを知るために、本当の意味で旅立つのだと思った時の、あの時の興奮が──微かすかに胸を痛める。

　さすがに、これから先にどうなるかまでは解わからないけれど、予測はつく。

　是ぜ空くうは、お爺じいちゃんは、この敗北を糧かてに、あるいは参照して、チートするなりレベルを上げて挑むだろう。他に手はないのだから、そうするしかない。

　それがいつになるかは解わからないが、そうなるのだということは、解わかっていた。

「────ッ」

　二刀で十字受けにしようとした是ぜ空くうの受けを、神妙剣で一気に切り落とす──十文字勝。

　刀合切の絶技は、すでに見ていたのだ。

　本来は強固な十字受けも、是ぜ空くうの拍子の読みに優る力と速さで組まれる前に打てば崩せる。

「十字の受けに十文字で勝つ……洒落しやれていると思わない？」

　彼女の一刀は、是ぜ空くうの眉間を切り割った。




「──ようやくか」

「何が、ようやく、よ──」

　一度窓を出して何かを確認してから中段に構えた是ぜ空くうと、やはりこちらも中段──新陰流の西江水──の彼女のそれぞれの刃がぶつかり合い、火花のエフェクトを散らす。

　打たれた刃を充分な拍子で撃ち落とし、そこから相手の手首を打つ──新陰流に云いう合がつし撃うち。

　一刀流にも切り落としという同様の技があり、この二つの流儀を母体とする心形刀流の名人である是ぜ空くうもそれを狙ったのに違いない。

　だが、それは成しえないことのはずだった。

　隔絶したスペックをゲーム世界では縮めることができることはない。絶対に。

　レベルを上げる他には。

　経験値を手に入れる他には。

　──だから、自分の太刀が相気に打ち合わされたのを見た時、彼女は大きく目を見開いた。

「…………ッ」

　そこから咄嗟に新陰流の転まろばしの足捌きにて引いた。

　相気は剣術の言葉で、互いの拍子が合って剣勢が互角に打ち合ったことを言う。相手の拍子を外すのが術であり技ならば、それは彼女の術も是ぜ空くうの技も効かなかったことを意味する。

　いや、数値を考えるのならばむしろ是ぜ空くうの機が、拍子が、彼女に勝ったと考えるべきだった。

「ち。惜しいな。踏み込みが浅かったか」

「何で、」




「何で、あなたのレベルが上がっている？」




「解わかるか？」

　揶や揄ゆするように言う是ぜ空くうの声に、「ありえない！」と彼女は叫んだ。

「あなたはこの世界で一度もモンスターとまともに戦っていない！　レベルが上がるはずがない！　さっきまでただわたしに殺され続けていただけだったのに！」

「あー……残り幾つだ？」

　是ぜ空くうは『窓』をだして確認した。『護符』はあと二枚だった。

「残りがなくなってからようやくって方が盛り上がるが、まあ、そんなものだろう」

「…………だから、」

「──28回殺されて、デスペナ引いて、その経験値でやっとレベル２か」

　その言葉で。

　ミギアは悟った。

　慌てて自分の前に『窓』を表示させる。

「パーティー登録が切れてない……！」

「最初に死んだ時、経験値が入ったのを確認してな。それでまあ、試しにやってみた」

「…………ッ！」

　あっさりと言う是ぜ空くうに彼女は「あ」と口を開く。確かにそれを、彼女も見たのだ。

　パーティー登録をしているならば、経験値は全員に振り分けられる。それは自分がパーティー内部の誰かに殺されても同様に。多少のデスペナルティがつくにしても、経験値に違いなく。

「レベル２に上がってもパラメーターは……たいしたものじゃあないな。それでもまあ、さっきより僅かに速くなった。見えるものも増えた。なんとか紙一重は埋められたか」

「そんな──そんな、こと……！」

「おいおい、何をそんなに驚いているんだ？　仲間内で殺し殺されして経験値稼いでレベル上げなんてな、ここの住人ならばみんなやっていることなんじゃねえのか？」

「それは、それは、だけど……そんな……」

　彼女の中のミギアは、何が起きたのかをはっきりと理解していた。そもそもパーティー登録をしてしまっているのは不正なシステム改変を続けていたが故のバグだろう。門番になった時点で解除されていないのはそのせいに違いない。

　だが、彼女の中の汀なぎさは、是ぜ空くうの行為に驚きを超えて恐怖すら感じていた。

「そんなこと、解わかっていたとしても、だけど、そんな……この世界でも、死の体験は本物なのに……あんなことを、そんなことを、望んでやってしまうなんて……！」

　あまりにもリアルに作られた「死」の体験は、そう簡単に慣れるものではない。そしてそれが肉体の、本当の意味での死に直結する可能性を提示されながらもそれを選択する──というのは、汀なぎさの理解を超えていた。死に慣れているはずのミギアですらも、驚きを隠せなかった。

（意地になっているんだと思っていた……やけっぱちになっているのかと……）

　是ぜ空くうは消失が怖くないのだろうか。確かに、

　そんな冒険者だっている。

　消失を恐れずに戦う者は確かにいる。

　だけど、とも思う。今のミギアには解わかる。この世界はゲームだ。精神の情報を再現できてしまえるものであっても、ゲームでしかない。ただの遊びなのだ。そして是ぜ空くうは本体が外にある。この世界で生まれた者とは条件があまりにも違いすぎる。

　たかがゲームで。

　たかが遊びで。

　命を張ってまでも、消失の恐怖さえも乗り越えて戦う意味があるものなのか……？

「あなたは、さっきわたしに、たかがゲームって……」

「言ったさ」




「──人間をゲームのキャラのように扱ってもいいはずだろうが」




　そうも──言った。

　確かに言った。

　是ぜ空くうは、そう言ったのだ。

「……『魂』とはただの情報にすぎないそうだな。何かしらんが有史以来、量子場だかに保存されているとか何とか……それの再現までもできるそうじゃあないか」

　死んだり生きたり生き返ったり──そんなもの、ゲームのキャラと何の違いがある？

「……無茶苦茶よ……！」

　彼女は、汀なぎさは叫ぶ。

（無茶苦茶だわ……わたし達と違って肉の身体からだがあるのに……）

　彼女は、ミギアは思う。

　電源を切ればいつか揮発してしまうような自分らとは違う、本物の人間だというのに。

　是ぜ空くうは笑った。それは、先日にミギアが見たものではなかった。年寄りめいた寂しさのあるものではなかった。向こう見ずで無思慮で無分別な若者のようだった。

「────つまんない歳としの食い方したなあ、汀なぎさ。後悔を積み重ねて、選択を悔いて、ただ愚痴る──そんなありきたりな年寄りになって、お前は満足か？」

「満足も何も……」

　後悔なく生きるなんて、無理なことだ。やり直しを求めても、無駄なことだ。

　人生は「あの時ああしていれば」の積み重ねであり、「何でこんなことに」の繰り返しだ。

　何かを選択するのは何かを切り捨てることで、その果に手に入るモノは限りなく小さく儚い。

　なのに、是ぜ空くうは。

「人生は選択と後悔の連続だ。やり直しなんかできやしない。今までは」

「────」

「今なら、言えるさ」

　この上なく堂々と、天上天下に何はばかるものはないとばかりにまっすぐに立ち、伊い庭ば是ぜ空くうは言い切った。




「──好き勝手に生きろ。てめえの選択に後悔したらやり直せ」




「な──にを、言うの……」

「言ったぞ。人間もゲームのキャラも同じなら」




「俺達が人生をゲームみたいにやり直して何が悪い？」




「………………ッ」

　あまりな言葉に、彼女は、ミギアも、汀みぎわも、言葉を失った。この世界で五十年生きた、この世界で生まれた、そんな彼女達であってさえも、この是ぜ空くうの言い草は容易に受け入れ難がたかった。確かに理屈では解わかるが、そこまで割り切るなんてとてもできるはずがない。

「無茶苦茶すぎる……！　そんな、実際に行なわれるかどうかも解わからない実験や理論をあてにして命を張るなんて！　よしんばそれで生き返ることができたとしても、今の自分の認識が継続しているとも限らない！　それらしく行動している哲学的ゾンビになる可能性だって、」

「まあ、その時はその時だ」

　是ぜ空くうはそう言って、中段の構えをとった。

「どのみち、八十年も生きたしな。剣も極めた。流派も後継者に任せた。息子達もまあ、財産分与の遺書も書いといたし問題はなかろうよ。未練はあるが──」

　その時、遮るように彼女は片手を振り上げた。

『炎よ！』

　彼女の前に現れた六ろく芒ぼう星せいの魔法陣から、猛烈な勢いで炎が噴き出した。高レベル魔法使いの範囲攻撃だ。効果範囲は広く、ダメージの数値も防御姿勢をとっていてさえ深刻なものになる。装備もろくにしていない低レベル戦士職などひとたまりもないだろう。

「────なるほどな」

　その炎の渦からほぼノーダメージで抜け出し、是ぜ空くうは笑う。

「高レベル推奨イベントのボスなのにレベル20固定なのは、ちょっと低いと思っていたが──あいにくと、魔法は通じんぜ。教授に装備をチートしてもらったからな」

　運営者権限によって、是ぜ空くうの初期装備と資金はありえないほどに潤沢だった。安くない『護符』を三十個も購入できるという時点でもそれが解わかろうというものだ。対魔法も万全なのだ。

『──光あれ！』

　彼女が突き出した手から、光の拳が飛び出た。一直線に是ぜ空くうへとむかったそれは、しかしあっさりと避けられた。あらかじめそこを突き抜けるのが解わかっていたかのような、そんな動きだ。

「今のは僧侶系のスキルだったな──なあ、お前、殴りクレリックって言葉知っているか？」

「────ッ」

　軽快な踏み込みで間合いを詰めてくる是ぜ空くうに対し、彼女は大きく跳躍して飛とび退のいた。高レベル盗賊の戦闘スキルだった。

「ああ、どんな職業ジヨブが来ても対応できるように、レベルに応じた全スキルが使えるって感じか」

　恐らくは職業の相性に応じての戦闘スキルを発揮するＮＰＣなのだ。しかしそれはあまりにも強力すぎる。だからレベル20ということで調整されているのだろう。

「剣士として勝ち目が薄くなったと判断したら、すぐ戦い方を切り替えるか。悪くないが、な」

「何を…………ッ」

　力には速さで応じ、速さは技で封じ、技は力で潰す──方法は様々あれど、相手の得手に同じものを使う必要はない。戦いで勝つためには咄嗟の判断で臨機応変に対応することが求められる。

「──とはいえ、こいつはゲームだ。最終的にはプレイヤーが勝てる仕様になっている」

　あのダークナイトやダークドラゴニアンのように。

　スキル発動のモーションは基本のものが採用され、見慣れた人間ならばそれに応じることは難しくない。そうでなくとも、発動には予備動作──起こりというべきものが残されている。

　是ぜ空くうはそれを見逃さなかった。

　最初の魔法も、無防備に食らっていたのならば対魔法の効果はもっと薄く、ノーダメージという結果にはならなかっただろう。

　続いての光の拳は、アイテムに類する防御の大半を一時的に無効化するスキルだ。それを予測していたのかどうかは解わからないが、彼の回避行動の淀みのなさには焦燥の欠片かけらもなかった。

　……彼女の判断は間違っていない。急激に思考を切り替えられるような人間はほとんどいない。戦い方をどれほど心得ていようとも、精神はそう簡単についてくるものではないのだ。

　ましてや先程までに究極と言って差し支えないレベルでの剣術の死合をしておきながら、ここで突然にゲームのスキルを振る割れるのは不意打ちをされるに等しい。

　仮にそれが起こりの解わかりやすいものであったとしても、対応できる者などいまい。

　──伊い庭ば是ぜ空くうでなければ。

『来たれ精霊よ！』

　足元の床に五ご芒ぼう星せいの魔法陣が浮かび上がる。魔法使いの派生職業である召喚師のスキル『精霊召喚』──特定時間、自律行動するユニットを喚よび出して戦わせる。そして喚よび出されたモンスターは種によっては物理攻撃が通じない──

「やらせるかよバカ」

　彼女は是ぜ空くうの真っ向からの切り込みを回避すると、魔法陣は消失した。

　強力な職業は、それだけに制限も多い。召喚師は高レベルになると強力なモンスターを戦わせることができるが、その召喚には数秒かかるし、その場からも動けない。

「言ったはずだ！　職業マニュアルは一通り見たってな！」

「聞いてない！」

　とはいえ、考えれば当然の話である。最低限の情報で楽しみたいとは言っても、選択できる職業に何があって何ができるのかのチェックくらいは最初にしておくものだ。

「そうだったかな？　年を食うと忘れっぽくなっていけないな」

「…………ッ！」

　ふざけたもの言いに大きく目を広げた彼女は、刀を巨大な剣に変えた。

　高レベル戦士のスキル『大斬撃』──手持ちの武器の攻撃力を数秒だけ数倍にするスキルであるが、見た目にもこのような変化が生ずる。

　是ぜ空くうはそれを反転しながら躱かわし、後ろ回し蹴りを繰り出した。

「────ッ」

　剣を手放して咄嗟に飛とび退のいたのは、さすがに彼女も一流の剣術家であったからか。

「──そういえば、ｗｉｋｉには書いてないが、空手もやっていたことがある。二段までだが」

「……そんなこと、」

「まあ、あの記事の編集は俺がしているんだが」

　わざと適当書いといた、と心底から楽しそうに言う是ぜ空くう。

「──ふざけた真ま似ねを！」

「ははっ」

　笑う。

　笑いながら躱かわし、笑いながら動く。

　彼女は、ミギアは、汀なぎさは、それを追いながら叫んだ。

「あなたはいつでもそうだ！」

　魔法陣は嵐を生み出した。

「自分勝手でふざけてばかりで！」

　背後に現れた光の巨人が拳を振るう。

「家族を大切にしているように振る舞う癖に、みんながどんな気持ちだったのかも知らない！」

　剛弓から矢が天に射たれ、それが間を置かずに光の雨となって降り注ぐ。

「お婆ばあちゃんがどんな苦労をしたのかも知らない！」

　槍の一撃は稲光の如ごとく。

「パパだって、お爺じいちゃんの息子だからってみんなに期待されて辛かったって！」

　巨大な鉄槌が。

「身勝手で、我わが儘ままで──自由で」

　剣が。

「………………みんな、そんなお爺じいちゃんが、お爺じいちゃんに……憧れていたんだ……」

「そうか──」

　──心は己が心、形も同じく身の形、刀はその用いるところの刀なり

　心と体がそのまま剣に顕あらわれる……それが是ぜ空くうの剣術、心形刀流の意地だ。是ぜ空くうの自じ由ゆう闊かつ達たつな精神と変幻自在な技法、それらが顕あらわれた剣はかつて不敗であった。

　彼を知る者は、彼の使う剣に、振るう技に、みんな憧れていたのだ。

　全てのスキルを感情の吐露と共に出し尽くしたかのように、彼女はぼんやりと立ち尽くした。

　是ぜ空くうは静かな眼まな差ざしで見ていたが。

「……お前だって、好きに生きていいんだぜ？」

「わたしは、もう、」

「決断の重さに、囚われるな」

　声は優しかった。

「子孫のために、命を奪った。その子孫の自我さえも犠牲にする仕掛けを作った──だから、切り捨てたんだろう？」

　その罪に耐えられない自分自身を。

　彼女は顔を上げた。

　そうだ。この仕掛け、彼女の子孫達がＮＰＣの代役にはめ込まれることを予測しての、あえて門番に自分の、汀なぎさのデータを混入させて待ち構えるというシステムを構築していた。それをするのが必要な条件であったとはいえ、それは到底許されるようなことではなかった。

　だから、耐えられる自分になるためには、耐えられない自分を切り捨てるしかなく、そして残のこされた自分は、だけど弱くなった。

「お前の水月は澄み過ぎている」

　心と体が剣に顕あらわれる──だから気づいたのだろう。

「そう。迷いは濁りだったから。濁りだと、そう思ったから──」

「他の連中も、皆そうなんだろうな」

「だと思う。判断はそれぞれに任せたから……」

　参加者三百人の、誰もがそうだったのかは解わからないが、多くが彼女と、汀なぎさと同様の精神だったのだろう。

　だから──この世界の人生と過去とを切り離した。

　切り離し、あるいはコピーして、この世界にばらまいた。

　是ぜ空くうは笑った。

「は。お前らも人のことは言えないな。人格のコピペだとか恐れ入る」

「一緒にしないでよ……」

　そう力なく呟つぶやいた彼女であるが、やがて溜ため息いき混じりに。

「いずれにせよ、わたしは役目を果たさなくてはならない。わたしは祠し堂どう汀みぎわでもないし、まして伊い庭ば汀なぎさでもないのだから」

　そして、ミギアでもない。

　ここに門番としての役割を負わされた、やがて辿たどり着つく伊い庭ば是ぜ空くうを試すためだけに配置されたＮＰＣに過ぎないのだから──

「……俺を試す……？」

　是ぜ空くうが訝いぶかったのは、しかし一瞬だけのことだ。「そうか」と呟つぶやき、だらりと全身の力を抜いた。

「まあ、何をどう試すのかは知らんが、勝つか負けるかなんてな、ただ結果についてくるだけのものでしかない。──求めずして勝つ、これを自然と云いう」

「勝つことを求めずして勝つべき。自然を待つ、故に勝つことを求めず、これ当流の本旨なり」

「……うちの目録序弁解だが、よく知ってるな」

「さっき検索したの。──覚悟を」

　言って、彼女の刀の切先が雷刀にまで持ち上がる。

（是ぜ空くうは構えないか）

　片手に下げた刀はそのままに、伊い庭ば是ぜ空くうは立ち尽くしているだけのように見えた。

　隙だらけだ。

　隙だらけのように見える。

（このままどこにでも打ち込めそう）

　勿もち論ろん、そんなはずもない。

　彼は、伊い庭ば是ぜ空くうは、彼女の認識でき得る限りで最強の剣豪だった。

　つい数分前まで、レベル差は絶対のものとして彼女を優位にさせていた。

　だが、今は違う。

　たった一つレベルが上がっただけで、ほんの少しのパラメーターの上昇だけで、この是ぜ空くうはそれを覆くつがえしてのけたのだ。

（もしかしたら──最初から、お爺じいちゃんにはレベルの差なんかどうにでもできたのかもね）

　そんな風にミギアは思う。

　新陰流にも自然の教えはある。勝ち気に逸らず、己の内にある神妙剣の座に任せて合がつし撃うちすれば、自然と勝ち目は見えてくるものであるという。

　今の彼女にはそれが解わからない。ミギアにも汀なぎさにも解わからない。

　ただできることをするのみだった。

　雷刀のままに踏み込む。三歩で撃尺の間は踏み越えた。

　是ぜ空くうはまだ動かない。

　彼女は、ミギアは、汀なぎさは、ここから是ぜ空くうがいかなる神技を発揮するのか想像もできなかった。

　刃が是ぜ空くうの左肩に食い込んだ瞬間にさえも、彼女は自らの敗北を疑っていなかった。

　是ぜ空くうは動かない。

　動かないままに殺された。

「──────え、」

　声が漏れた。

　その声を自分が出したということに、是ぜ空くうの姿が消えるまで気づかなかった。

　先ほどまでと同様に、五メートル後ろに是ぜ空くうは現れる。

　先ほどまでと違うところがあるとすれば、現れて即その場にしゃがみ込んだことだろうか。

　両膝をついて両手で身体からだを支えるその姿には、伝説の名人の面影など欠片かけらとてなくて。

「…………どうして、是ぜ空くう、お爺じいちゃん……」

　青ざめた顔をして、それでもどうにか呼吸を整えようとしている彼の状態がいかなるものなのか疑いようもなく。

「あー、しんどい……」

　ぼやくように、言う。

「さすがに、二十九回も連続で死ぬのは、辛つらいな……」

「あ──当たり前でしょ!?　やせ我慢しすぎだよ！」

　いくらなんでも、連続に死を体験するだなんてやりすぎにもほどがある。自分で殺しておいて、彼女はそう是ぜ空くうを詰なじるが、「仕方ないだろう」と笑われた。無理をしているのがあからさまに解わかる笑いだった。

「仕方ないって……」




「可愛かわいい孫娘を、斬り殺すわけにもいかねえだろうが」




　そして、直後にその場に前のめりに倒れていくと、足元から金色の粒子へと分解が始まった。

　それは何百万回とこの世界に起きていた現象だった。

「消失!?　なんで、わたし何もしてないのに、あと一回あるのに……いや、これは──」

　死だ。

　彼は、伊い庭ば是ぜ空くうは、本当の意味で死んだのだ。

　彼の精神は、二十九度の死を乗り切れなかったのだ。




「────────────────────────────────────────」




（何、これ、この感じ…………？）

　ミギアは急激に自分の中の何かが失われていくのに気づいた。痛みさえもなく、ただ失われていく。そんな感覚。怖い。怖い。これは何なのだろうか。以前に何度も経験した「死」とも違う、この感覚は。

「…………汀なぎさ、何をしようとしているの？」

　その声が自分の口から出たということに何の違和感も覚えず、しかしそのまま彼女も意識を失った。













　エピローグ







「……伊い庭ば先生の容態は、どうかね？」

　検査を受けて帰った有あり間ま教授は、報告を受けて「難しいな」と声を漏らす。

「さすがに、あのお歳としでは……」

「大丈夫です」

「──」

「──お爺じいちゃん、強いですから」

　有あり間ま教授の隣に立ち、同じくモニターされた画面を見上げていた汀なぎさ──伊い庭ば汀なぎさは、何ど処こか誇らしげに、しかし寂しそうに言った。

「ふむ。しかし、今はまだ……予断は許さない状況ではあるが、そうだね……最悪、データ化してもらうことになるかもしれないが……それで、君は良いいのかね？」

「問題ありません」

「…………未いまだ、蘇生の完全成功は例がないとしても？」

「それは──しかし、お爺じいちゃんに、伊い庭ば空あきら翁に任せるしか、わたし達には方法がありませんから」

「心配ではないのかね？」

　勿論、心配です、と言って彼女は首を振る。

「一体、ゲームの中でわたしがどういう決断をしたのか、一体何に力を与えられたのか、全く解わかりません……そんなところにお爺じいちゃんに行ってもらうだなんて……」

　だが、しかし、それでも彼らは空あきらに頼むしかなかった。

　本来オフラインのはずの研究所の施設がオンラインになり、外部のサーバーと繫つながっていることに気づいたのは、さすがに実験の最中ではあったが、その異常にどう対応していいのかも解わからず、下手なことをして被験者を傷つけることになってしまってはいけない──と手をこまねいているうちに、実験は終了し、目覚めた者達は記憶を失ってしまっていた。

「何が起きているのか解わからない」

　それが、全ての関係者の共通した認識だった。

　彼らの理解を超えている。

　ありえないはずのことが起きている。

　有あり間ま教授は、正直に言えば今回の実験についてはあまり乗り気ではなかった。本来のそれではなく、裏側で進行していた人格変容データのモニター実験……による、人格操作技術の可能性についてのことだ。

　政府側からの依頼であり、それは断れるものでもなかったが、あまり興味をそそられないテーマでもあった。実験内容や目的が非人道的だとか倫理に反するだとかではない。あまり、彼には意味があるようには思えなかった。

　人の精神というのは、周辺の情報を受けていくらでも変容していく。何万年だかの経験でどういう風に変化しようとも、元の肉体に戻れば、元の肉体を介して外部の情報を受け続けていれば、そんなに遠くないうちに経験したものも上書きされていく──果てしなく無意味だ。

　勿もち論ろん、無意味であることを知るために実験を重ねることに対して異議はないが、スケジュールは積み重なっている。失敗が解わかりきっている実験はあまりしたくないというのが本音である。

　それに何より、悪趣味だ。

　今回の実験、子供が生まれるところまで含めて予定通りだった。ＮＰＣの分のリソースを削れば自分らの子孫を作れるということを知らせるのも、あらかじめ決められていた。

　ある種のストレス実験のようなものだ。

　命の選択を迫る状態に追い込んで、それからどうなるのか。

　悪辣な状況設定だと思った。考えた人間は、相当に悪趣味なサディストだろう。

　ミギアというあの個体を操作していた、恐らくは汀なぎさのあの世界における夫は、さすがに良心に耐えかねて実験のことを漏らしてしまったらしいが。

　仕方がないことだと思う。

　情報も命に、魂になる。

　それを認識した者に、自我がないとはいえ、ＮＰＣ殺しを選ばせるまで追い詰めるだなんて。

（懺悔する神もいないからな）

　いや、あの世界には教会──『神殿』があったはずであるが、そこにいるのはコンティニュー権を売るだけの役割の司祭のＮＰＣがいるだけでしかない。

　ならば、妻に語るしかなかったのだろう。

（しかし、教会か）

　何であんな風に改変されていたのだろうか。

　有あり間ま教授は少し気になったが、それについてはどうやら汀なぎさが知る教会の風景にされていたらしいと報告書に書いてあったのを思い出す。それでああなっていたのかは解わかったが、だが、どうしてああいう風にしたのかはやはり解わからないままだ。

（何か意味があるのか？　メッセージのつもりだったとか？）

　あるいはただ単に、神に祈る場所としてそこしか思いつかなかったからか──

（神──神、か）

『魂』と呼べるようなモノがあった以上、神もまた形けい而じ下かにそのような存在が観測されても不思議ではない。だが、それは考えても仕方がないことだと思う。仮想はできる。仮定も作れる。だが、仮に、神のような、神の如ごとき力の存在があったとして、それを神と呼んでいいのか、それは信仰する者達一人一人の問題であるし、結局は──定義の問題になる。

「ふむ……」

　有あり間ま教授は少し考えてから。

「今、思いついたことだがね。伊い庭ば先生はゲームキャラも人と同じだとか言われたとあったが」

「お爺じいちゃんらしい極論ですね。しかし、戻るべき肉体を持たない以上は、どれほどに仮想情報として膨大な量で、精緻に作り込まれたものであっても、それはただの電子情報であり、人間の精神とは峻しゆん別べつされます」

「……そうだね。そうだったね」

　それが、Project《venturum saeculum》の大前提だ。

　いつか肉を持ち復活する者達を、それができる者を人間と定義してのプロジェクトなのである。

「しかし、そういう定義はこちらの都合だ。もしも、もしも──例えば、仮想された世界で、神がいたら……神として設定されたキャラクターがいたとしたら……」

「キャラクターとしての、神様……？」

　心底理解できない、という顔をした汀なぎさは、まじまじと有あり間ま教授を見た。

「いや、例えば、例えばの話だよ。人とキャラも同じに扱っていいのなら、ということからの連想だけどね。例えば、神様の役割を持ったキャラがいたとしたら、神様のような力を持って、祈りに応えて、力を分け与えるような、そんな存在がいたとしたら──」

　それは、ゲーム世界の内部だけの存在ではあるが、やはり神様として扱ってもいいのではないか……ぼそぼそとそう呟つぶやくが、自分でも自信がなくなったのか、恥ずかしくなったのか、終りの方は蚊の鳴くような声だった。

「いや、忘れてください。今のはちょっとした思いつきで──」

「もしも、」

　案に相違して、汀なぎさは真面目にそれについて考えたらしい。口に出しながら、自分の思考を整理していくかのように。

「ゲーム内でとはいえ、祈りに応えて、力を与える、存在……」

　汀なぎさはそこまで口にしてから首を振った。

「もしも、もしも、そのような存在がいて、もしもそのような存在がゲーム内でわたしに、わたし達に力を与えたのだとしたら、……いえ、それは神様だなんてものだとは思えません」

　思いもかけず、断言した。

「祈りに……答えたとしても、ですかね？」

「ええ」

「これは、間違った祈りです。自分勝手に、命を弄んだ者の祈りです。そんなものに応える者がいたとしたら、試すものがいたとしたら、それは慈悲深い存在では到底ありえません」




　きっと、悪魔というのは、そういうものなのでしょう──と、彼女は言った。













　1more Final







「──どうなった？」

　是ぜ空くうは目覚めた時、目の前でミギアが倒れているのに気づいた。抱き起こす前に右手を見た。

「……さすがに死んだ、と思ったんだがな」

「──うーん……？」

　唸うなり声を上げたミギアに、それだけで何を察したのか、是ぜ空くうは「おかえり」と言った。

「あ……ただいま、でいいのかな？」

　自分で言っておいて何か納得がいかない風なミギアであるが、六ろく芒ぼう星せいが光っているのに気づいて眉根を寄せた。

「あ、『門』が開いたみたい」

『門』からは次のステージへの旅に出ることができる。それはレベル30以上の者がここに来れば自動的に働く機構であり、何度となく彼女はそれを見送っていた。見間違えようがない。

「どうやら、今ので是ぜ空くうが勝った、この先に行く資格ができたって判定された──かな？」

「ほう……」

「あれ？　どうして、こんな……わたし、どうしてプログラムから……」

　何も──解わからない。

　ミギアは愕がく然ぜんとする。さっきまで持っていたはずの知識がほとんど抜け落ちている。まだかすかに残ざん滓しのようなものがあるが、それも時間の問題で消失してしまうのが解わかってしまう。何でだろうか。こんな仕掛けがされているなんて、おかしい。そもそも、一度の敗北だけでＮＰＣの役目がなくなるだなんて──ああ、まるで、解わからない。

　是ぜ空くうが『窓』を開けているのが見えた。

　そこに表示されている数字を見て、ミギアは「え？」と困惑する。




　レベル１




「なんで、あの時に、確かにレベルが上がったはずなのに……」

「どうにも、ここまで復元するのが限度だったらしいな。リソースを使い果たしたか」

「是ぜ空くう……？」

「ふん……負うた子ならぬ、老いた孫に救われたか」

　あの時、二十九回目の「死」──多分、自分は本当の意味で死んだのだ。そして消失しようとしていた精神という名のデータを、伊い庭ば是ぜ空くうという情報の塊を、あの子がどうにかしたのだろう。

　恐らくその結果として、彼女の方が失われた……ということだろう。

「しかし、そうすると、今のこの俺は…………」

　ふむん、と少し考えていた是ぜ空くうであるが。

「まあいいか」

　今考えても仕方がないことだ、と割り切ることにする。二十九回もの死によって自分の肉体の方がどうにかなってしまったのかも知れないが。それは今のこの自分にはどうにもできぬことであり、今ここに自分がいるのなら、それでいい。




　あるのは、今とここだけだ。




　それでいい。

　是ぜ空くうはそれからしばらく困惑しているミギアの様子を眺めていたが、「さてと」と両手を大きく広げて伸びをすると、立ち上がる。

「行くとするか」

「……何ど処こに？」

「この先だ。──追ってきて、と頼まれたからな」

　可愛かわいい孫娘に。

　ミギアの混乱は頂点に達した。

「そんな──！　ここまでやっておいて、ここまでされて！」

　何度も何度も、都合二十九回も自分を殺した相手を、どうしてそんな風に言えてしまうものなのか。それが祖父と孫娘ということなのだろうか。

　この『街』ではそんな関係はほとんど存在しないこともあるが、さすがにあそこまでしておいてなおこんな風に言えてしまう是ぜ空くうが解わからない。全く解わからない。

（そういえば──）

　それをやった身体からだの持ち主である自分にも、何も思うところはないのだろうか。

　それを恐る恐ると聞くと、是ぜ空くうは笑った。苦笑したようだった。

「ま、いつか解わかる時もあるだろうさ、ミギア」

「────」

　ミギアは黙った。

　今初めて、是ぜ空くうは自分の名前をそのまま呼んだのだと気づいた。気づいてしまった。

　何だろう。

　この感情は。

　この気持は。

　全く知らない、これは。

（さっきまで、別の誰かになっていたせいかな、何だか、情緒が安定しない──）

　そんな彼女の様子を静かに眺めていた是ぜ空くうであるが。

「あと、俺はまだ、このゲーム、ちっとも楽しめてないんだぜ？」

「楽しむって、」

「解わからないことがある。どうやってプレイヤーがシステムを改変ができたのか、とか……有あり間ま教授がどうしてこの先に俺を行かせようとしたのか──」

　それが解わからない。

「──冒険の旅に出る動機は、謎があればいい。それだけでいい」

　そうして手を差し伸べた。

「行くか？」

　ミギアは躊躇した。




　──この世界がゲームだと判明して百年が過ぎた。




　自分達は、だけどその意味は何も解わからず、遠い時代に仕掛けられたプレイヤーのシステムに組み込まれ、冒険の名の保護を受けていた。

『世界の秘密』を知るために旅立たなくてはならないと、みんなが言って、お父さんもお母さんもそう言って、自分もそうしようとしていて、しかし、その秘密は何もかもが噓うそだった。

（だけど）

　ミギアは是ぜ空くうの腕を摑つかむ。自分の先祖だという、自分より二つ下のレベルの、多分、今この世界にいる最強の剣士の腕を摑つかむ。

　この人が、まだ謎があると言う。

　旅を続けたいと言う。

　冒険に出たいと言う。





＞進みますか？

　戻りますか？






　ミギアの前に開かれた『窓』に、そう表示された。

　こんな選択肢がここで現れるだなんて、初めて知った。

　そしてこれを選ぶのは他の誰でもなく、自分なのだ。

「それは、勿もち論ろん」

　彼女が選んだのは────













　　　あとがき







『この世界がゲームだと判明して１００年が過ぎた』です。

　よろしくお願いします。

　毎度のことですが、だいたい三行で話は終わりますね。




　お久しぶりです。あるいは初めてまして。奇き水すいです。

　さて、今回のこの作品、実はタイトル決定までは難航していまして、私はあくまでコンセプトとして『この世界がゲームだと判明して１００年が過ぎた』と言ってたわけですが、担当様は「もうこれがタイトルでいいんじゃないかな」と言われまして、私的にはもちっと別の案もあるのではないか……と、これが結構長引いてました。

　そんなこんなのうちに電撃文庫MAGAZINEでの連載開始ということになり、いい加減タイトルを決定しなくてはならなくなった私は提案しました。

「もう『この世界がゲームだと判明して１００年が過ぎた』でいいです」

「はいはい」

「刊行する時にまた別のタイトル考えればいいわけですし」

「そうですね。その時に何かいいのを思いついてたら、そうしましょう」

「じゃあこれでいきましょう」

「いきましょう」

　そういうことになった。

　──まあ、思いつきませんでしたけど。

　というわけで、結局は連載時と同じタイトルでの刊行ということになりました。

　まあタイトル案が思いつかなかったのも本当ですが、半年も連載していたわけですから、なんだかんだと愛着が湧いたってのもかなりあります。

　もしも別のタイトルがあるとしたら、どんなものになってたのでしょうね？

　それでは恒例の謝辞を。

　担当の清きよ瀬せさん、近こん藤どうさん、毎度スケジュールを遅らせまくってすみませんでした。

　イラストのピスケ先生……可愛かわいくてかつかっこいいイラスト、毎回ありがとうございます。

　他、この本の刊行に関わった全ての方々、そして何よりも、この本を手に取られた貴方あなたに。

　最大限の感謝を。







[image: ]







奇き水すい

20世紀後半に出現。山間での修行を続けていた時、夢中に役行者が現れて「地に百合の花を咲かせるが如く創作の道を歩め」と託宣を受ける。噓です。
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イラスト／ピスケ

イラストレーター歴８年。

ＴＣＧ系でイラストを描かせて頂いておりラノベ初担当です。

辛くならない程度に楽しくお絵かきして生きたいです。

今回も楽しかったです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「奇水先生」係

「ピスケ先生」係











初出




「プロローグ」「ACT.1」／「電撃文庫MAGAZINE Vol.59」（2018年1月号）

「ACT.2」「転章」／「電撃文庫MAGAZINE Vol.60」（2018年3月号）

「ACT.3」／「電撃文庫MAGAZINE Vol.61」（2018年5月号）




文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。




「ACT.4」「ACT.5」「ACT.6」「エピローグ」「1more Final」は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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この世せ界かいがゲームだと判はん明めいして100年ねんが過すぎた




Project【venturum saeculum】








奇き水すい
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※2018年7月10日発行の電撃文庫『この世界がゲームだと判明して100年が過ぎた　Project【venturum saeculum】』初版に基づき制作
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